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【
要
約
回
　
西
ス
ー
ダ
ン
の
地
域
的
特
性
は
、
サ
ハ
ラ
砂
漠
を
越
え
て
恒
常
的
に
維
持
さ
れ
た
地
中
海
世
界
こ
と
に
イ
ス
ラ
ム
世
界
と
の
歴
史
的
交
渉
に
よ

り
、
イ
ス
ラ
ム
文
化
が
社
会
に
深
く
刻
印
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。
そ
こ
で
は
社
会
の
根
底
に
深
い
流
動
性
が
潜
ん
で
お
り
、
従
来
の
ア
フ
リ
カ
部
族

社
会
論
に
お
い
て
取
ら
れ
た
小
宇
笛
と
し
て
の
部
族
の
モ
ザ
イ
ク
的
配
列
と
い
う
視
点
で
は
、
西
ス
ー
ダ
ン
の
地
域
の
正
確
な
把
握
に
程
遠
い
。
九
世
紀

以
後
、
相
つ
い
で
広
域
的
展
開
を
遂
げ
た
古
「
王
国
」
の
存
在
も
、
こ
う
し
た
西
ス
ー
ダ
ン
の
地
域
的
特
性
を
如
実
に
示
す
も
の
で
あ
る
。
植
民
地
分
割

の
直
前
の
時
代
で
あ
る
十
九
世
紀
に
お
い
て
も
、
d
奇
き
雲
O
雪
男
。
象
P
と
－
げ
＆
　
、
d
ヨ
母
そ
し
て
ω
ρ
ヨ
。
曙
門
舞
Φ
の
、
カ
リ
ス
マ
的
権
威
を
帯

び
た
指
導
者
の
征
服
活
動
に
よ
り
、
広
大
な
政
治
的
領
域
（
し
ば
し
ぼ
「
帝
国
」
と
称
さ
れ
る
）
が
形
成
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
は
互
い
に
色
合
い
を
異
に
し

な
が
ら
も
イ
ス
ラ
ム
改
革
運
動
を
そ
の
基
盤
に
持
つ
点
で
共
通
の
性
格
を
有
し
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
領
域
的
農
開
や
領
域
支
配
の
構
造
に
つ
い
て
は
、

各
々
の
社
会
構
成
や
直
面
し
た
政
治
的
・
軍
事
的
局
面
に
よ
り
独
自
の
展
開
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
史
林
五
八
巻
一
号
　
一
九
七
五
年
一
月

ま
　
え
　
が
　
き

nvの
！

　
た
と
え
ば
、
ヘ
ー
ゲ
ル
に
次
の
よ
う
な
言
葉
が
あ
る
。
　
「
ア
フ
リ
カ
は
歴
史
的
世
界
に
は
属
せ
ず
、
し
た
が
っ
て
そ
こ
に
は
運
動
と
発
展
と

　
　
　
　
　
　
①

は
見
出
さ
れ
な
い
。
」
彼
に
と
っ
て
は
、
ア
フ
リ
カ
（
い
わ
ゆ
る
サ
ハ
ラ
以
南
の
ブ
ラ
ヅ
ク
・
ア
フ
リ
カ
）
は
「
自
分
の
中
に
閉
じ
こ
も
り
…
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

歴
史
の
真
昼
の
彼
方
で
夜
の
帷
に
包
ま
れ
て
い
る
お
伽
の
国
」
と
解
さ
れ
た
。
周
知
の
如
く
、
ヘ
ー
ゲ
ル
に
お
い
て
は
、
世
界
史
の
実
体
を
な

す
も
の
は
精
神
と
そ
の
発
展
過
程
で
あ
り
、
そ
の
完
全
な
実
現
の
形
態
が
国
家
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
ア
フ
リ
カ
に
は
そ
う
し
た
「
歴
史
」

や
「
国
家
」
の
形
成
は
認
め
ら
れ
な
い
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
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ア
フ
リ
カ
に
は
固
有
の
歴
史
が
存
在
し
な
い
と
す
る
考
え
、
あ
る
い
は
ヨ
…
ロ
ッ
パ
列
強
の
植
民
地
的
侵
略
に
よ
る
接
触
を
ア
フ
リ
カ
史
の

開
幕
と
す
言
え
は
・
倉
で
も
會
拭
護
れ
た
と
は
い
え
な
魎
も
ち
ろ
ん
・
そ
の
根
底
に
は
議
史
料
の
欠
除
し
た
と
こ
ろ
に
歴
史
は

存
在
し
え
な
い
、
と
い
う
見
解
が
横
た
わ
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
今
日
で
は
、
い
っ
ぱ
ん
に
無
文
字
社
会
旨
。
昌
節
寒
山
。
ω
O
o
6
芝
に
属

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

す
ア
フ
リ
カ
社
会
に
つ
い
て
は
、
言
語
学
的
資
料
・
口
頭
伝
承
○
舜
＝
詳
Φ
護
言
霊
・
人
類
学
的
資
料
・
栽
培
植
物
や
家
畜
の
伝
播
・
芸
術
様
式

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

の
伝
播
、
そ
し
て
社
会
組
織
の
分
布
な
ど
の
援
用
に
よ
り
歴
史
的
再
構
成
の
試
み
が
な
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
一
方
で
は
、
歴
史
学
の
伝
統
的
手

法
で
あ
る
文
献
資
料
に
も
と
つ
く
歴
史
研
究
が
、
ア
ラ
ビ
ア
語
の
旅
行
記
・
年
代
記
、
ヨ
…
ロ
ッ
パ
人
に
よ
る
探
検
記
・
旅
行
記
、
そ
し
て
植

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

民
地
征
服
に
従
事
し
た
軍
人
や
行
政
官
の
記
録
な
ど
に
依
拠
し
て
行
わ
れ
て
き
た
。
更
に
ま
た
、
現
在
に
お
け
る
ア
フ
リ
カ
史
の
研
究
段
階

は
、
す
で
に
ア
フ
リ
カ
を
世
界
史
の
一
環
と
し
て
の
文
脈
の
中
で
把
握
す
る
と
い
う
視
野
を
要
請
す
る
に
至
っ
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
本
稿
で

問
題
と
す
る
西
ス
…
ダ
ン
≦
①
簿
ω
＆
ρ
昌
と
い
う
地
域
は
、
　
サ
ハ
ラ
砂
漠
を
越
え
地
中
海
沿
岸
地
方
と
の
恒
常
的
な
交
渉
を
有
し
て
い
た
の

で
あ
り
、
そ
こ
で
は
も
は
や
、
ア
フ
リ
カ
社
会
の
内
部
的
発
展
と
い
う
視
点
に
加
え
て
外
部
世
界
と
の
関
連
を
考
慮
に
入
れ
る
こ
と
が
不
可
欠

と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
西
ス
ー
ダ
ン
は
、
　
「
…
…
恵
ま
れ
た
国
家
の
出
現
す
る
地
帯
…
…
」
　
「
政
治
的
豊
沃
さ
を
持
っ
て
い
た
」
地
域
と
し
ば
し
ば
称

　
　
⑦

さ
れ
る
。
ア
ブ
リ
カ
史
に
お
け
る
い
わ
ゆ
る
「
中
世
し
の
時
代
か
ら
西
ス
ー
ダ
ン
に
は
、
ガ
ー
ナ
O
冨
⇔
ρ
、
　
ソ
ン
ガ
イ
ω
o
口
σ
q
げ
竃
、
　
マ
リ

鍔
帥
賦
な
ど
の
王
国
が
広
域
な
展
開
を
み
せ
つ
つ
興
亡
を
繰
り
返
し
、
究
極
的
に
は
広
大
な
乾
燥
の
空
間
に
解
消
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
に
至
っ

て
い
る
。
ま
た
、
本
稿
で
と
り
あ
つ
か
う
十
九
世
紀
、
す
な
わ
ち
植
民
地
列
強
に
よ
る
ア
フ
リ
カ
分
割
の
直
前
の
時
代
に
も
、
そ
の
領
域
の
広

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

域
的
展
開
の
ゆ
え
に
「
帝
国
」
と
称
さ
れ
る
政
治
的
領
域
の
形
成
を
い
く
つ
も
み
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
通
称
、
　
フ
ラ
ニ
　
「
帝
国
」

男
三
斜
巳
国
璽
覧
器
（
ω
。
ぎ
8
0
ρ
ξ
げ
霧
①
と
も
称
さ
れ
る
。
　
一
八
〇
四
年
－
一
九
〇
三
年
、
現
在
の
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
連
邦
共
和
国
北
部
に
版
図

を
拡
げ
た
）
、
ト
ゥ
ク
ロ
ル
「
帝
国
」
6
自
犀
巳
O
H
国
露
胤
お
（
一
八
五
九
年
…
一
八
九
三
年
、
主
と
し
て
現
在
の
ギ
ニ
ア
共
和
国
か
ら
マ
リ
共
和

国
に
か
け
て
展
開
し
た
）
、
マ
ン
デ
ィ
ン
カ
「
帝
国
」
寓
露
＆
二
塁
国
ヨ
嘗
お
（
一
八
八
○
年
一
一
八
九
三
年
、
現
在
の
ギ
一
　
ア
共
直
島
、
シ
ェ
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ラ
・
レ
オ
ネ
共
和
国
、
マ
リ
共
和
国
、
　
コ
ー
ト
・
ジ
ボ
ア
ー
ル
共
和
国
そ
し
て
ガ
ー
ナ
共
稀
国
に
か
け
て
領
域
を
移
動
し
た
）
、
と
呼
ば
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

が
、
あ
る
試
箪
に
よ
れ
ば
そ
れ
ら
の
領
域
は
各
々
四
十
六
万
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
三
十
八
万
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
二
十
九
万
平
方
キ
ロ
メ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

ー
ト
ル
に
至
っ
た
。
こ
れ
ら
の
国
家
の
性
格
に
つ
い
て
は
、
イ
ス
ラ
ム
に
基
づ
く
宗
教
運
動
と
規
定
さ
れ
る
い
っ
ぽ
う
で
は
、
植
民
地
的
侵
略

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

に
対
す
る
抵
抗
の
側
面
が
評
価
さ
れ
る
な
ど
、
一
面
的
に
把
握
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
加
え
て
、
個
々
の
国
家
の
起
源
や
展
開
の
過
程
、

政
治
構
造
、
そ
し
て
領
域
構
造
な
ど
の
総
体
を
掌
握
し
つ
つ
、
比
較
検
討
を
試
み
る
研
究
は
い
ま
だ
皆
無
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
わ
れ
わ
れ
は

す
で
に
、
ア
フ
リ
カ
社
会
の
伝
統
的
形
態
が
、
植
民
地
時
代
の
直
前
で
あ
る
十
九
世
紀
を
「
民
族
学
的
現
在
」
①
苗
口
9
0
σ
q
一
。
巴
層
霧
Φ
馨
と
固

定
す
る
こ
と
に
よ
り
求
め
ら
れ
る
と
す
る
立
場
の
限
界
に
気
が
つ
い
て
い
る
。
と
同
時
に
、
主
と
し
て
人
類
学
の
行
っ
た
従
来
の
ア
フ
リ
カ

　
　
　
　
　
　
　
⑫

政
治
組
織
の
分
類
学
に
も
、
そ
れ
ら
が
殆
ん
ど
当
該
の
政
治
組
織
（
あ
る
い
は
国
家
）
の
領
域
的
側
面
を
等
閑
視
し
て
い
る
点
で
不
満
を
い
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

く
。
た
し
か
に
、
℃
・
φ
口
。
｝
己
も
正
し
く
指
摘
す
る
通
り
で
あ
る
が
、
ア
フ
リ
カ
の
国
家
の
研
究
に
お
い
て
は
と
く
に
境
界
の
画
定
の
困
難

性
も
存
在
し
た
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
従
来
の
研
究
に
お
け
る
領
域
に
つ
い
て
の
無
関
心
・
聖
霊
性
が
、
十
九
世
紀
西
ス
ー
ダ
ン
に
お
け
る
国

家
形
成
に
つ
い
て
の
理
解
を
お
く
ら
せ
た
の
も
事
実
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
十
九
世
紀
に
お
い
て
西
ス
；
ダ
ソ
に
繰
り
拡
げ
ら
れ
た
三

つ
の
政
治
的
領
域
を
扱
か
い
、
各
々
の
形
成
の
政
治
過
程
を
追
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
い
わ
ば
反
映
と
し
て
の
領
域
の
構
造
を
掴
み
出
し
て
、

従
来
の
研
究
の
余
白
を
埋
め
た
い
と
考
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
ア
フ
リ
カ
史
に
対
す
る
現
在
の
我
が
国
の
学
問
的
情
況
を
か
ん
が
み
、
論
述

が
説
明
的
か
つ
概
論
的
に
流
れ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
点
を
心
苦
し
い
な
が
ら
あ
ら
か
じ
め
断
わ
っ
て
お
き
た
い
。

　
①
ヘ
ー
ゲ
ル
、
「
歴
史
哲
学
、
序
論
第
二
編
、
世
界
史
の
地
理
的
基
礎
」
ヘ
ー
ゲ
　
　
れ
ら
の
即
実
間
の
閥
係
を
、
内
的
世
界
（
文
化
）
の
構
造
的
必
然
性
と
、
外
的
世

　
ル
全
焦
小
1
0
（
岩
波
霞
店
）
℃
陰
雲
P

②
　
達
乙
．
▼
や
罎
ρ

③
　
山
口
は
、
こ
の
立
場
に
加
え
て
、
歴
史
を
特
定
の
文
化
お
よ
び
そ
の
文
化
に
特

　
徴
的
な
思
想
様
式
を
理
解
す
る
手
段
の
一
つ
と
し
て
考
え
る
立
場
、
ま
た
歴
史
を

　
必
ず
し
も
文
化
の
内
側
に
入
っ
て
見
る
も
の
で
は
な
く
、
外
的
に
観
察
さ
れ
、
た

　
し
か
め
ら
れ
る
歴
史
的
事
実
を
媒
介
と
し
て
、
客
観
的
時
間
の
上
に
配
列
し
、
そ

界
の
関
わ
り
に
お
い
て
把
え
よ
う
と
す
る
立
場
、
を
あ
げ
て
い
る
。
山
口
昌
男
、

　
（
一
九
七
〇
）
「
前
植
民
地
時
代
の
ア
フ
リ
カ
」
、
岩
波
講
座
、
世
界
歴
史
1
6
、
近

代
3
、
唱
』
O
。
。
山
Φ
野

④
U
殉
■
鑑
o
O
巴
｝
（
お
逡
）
’
這
憶
帖
§
§
爲
ミ
㍗
等
憶
愚
ミ
帖
簿
”
鼠
b
詠
ミ
婁
§
駄

　
窯
無
。
蕊
§
N
謁
ミ
§
恥
讐
袋
窃
勘
。
轟
、
庚
§
騨
9
§
鳩
ミ
流
血
⑦
9
ミ
“
聖
切
。
ω
ε
F

⑤
　
主
に
口
頭
伝
承
に
依
存
し
た
歴
史
究
に
は
た
と
え
ば
、
マ
リ
譲
P
凱
共
瀦
国
に
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闘
し
て
は
次
の
よ
う
な
研
究
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

　
　
U
．
9
累
猷
嵩
¢
り
（
ド
Φ
Φ
O
）
砺
。
門
門
蜘
母
ミ
窺
。
起
卜
．
慰
竜
“
恥
さ
隷
ミ
鳶
鱒
§
勺
㊤
ユ
ω
●

　
｝
・
じ
d
o
ロ
盲
。
空
写
φ
踏
酔
醒
p
（
お
α
恥
）
肉
隷
懸
“
§
§
O
黛
9
℃
騨
ユ
。
。
■
出
■
b
d
餌
簿

　
旨
U
㊤
σ
q
簿
（
お
①
b
o
）
卜
．
奪
幅
轄
㌣
馬
憶
“
ミ
§
脳
ミ
禽
篤
噛
ミ
、
鍵
鉛
－
鍵
回
勲
℃
㊤
ユ
。
・
．

⑥
西
ア
フ
リ
カ
で
は
、
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
の
H
σ
巴
霧
大
学
が
そ
の
中
心
と
な
り
、

　
そ
の
成
果
は
H
σ
ρ
0
9
轟
国
一
ω
8
曼
Q
っ
①
ユ
霧
に
相
次
い
で
発
表
ざ
れ
て
い
る
。

⑦
　
じ
鴨
Φ
σ
同
。
輸
（
巳
N
も
ρ
）
§
護
馬
ミ
ト
、
縣
S
馬
ミ
画
§
奪
§
ミ
§
馬
『
大
地
と
人
類
の

　
進
化
臨
田
辺
裕
訳
、
下
、
（
岩
波
書
店
）
℃
』
8
・

⑧
ア
フ
リ
カ
の
社
会
形
態
や
政
治
組
織
を
、
世
界
史
的
視
野
の
な
か
に
位
置
づ
け

　
る
試
み
、
あ
る
い
は
ア
フ
リ
カ
史
の
時
代
区
分
の
問
題
は
、
い
ま
だ
端
緒
に
つ
い

　
た
ば
か
り
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
使
用
す
る
「
帝
国
」
の
語
も
、
も
ち

　
ろ
ん
ア
フ
リ
カ
研
究
者
に
慣
贋
さ
れ
る
以
上
の
も
の
で
は
決
し
て
な
い
。

⑨
｝
・
し
6
．
≦
。
げ
鴇
霞
ρ
巳
諺
．
自
切
〇
四
長
戸
（
一
㊤
①
刈
）
§
馬
聖
§
ミ
識
§
a
遂
寄
－

　
翁
蚤
｝
ミ
無
無
蔑
ミ
訟
遮
題
k
偽
Q
9
い
2
乱
9
ど
や
醐
刈
．

⑩
原
忠
彦
、
（
一
九
七
四
）
西
ア
フ
リ
カ
・
モ
ス
レ
ム
㎞
ぎ
銭
に
関
す
る
覚
轡
、

　
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
言
語
文
化
研
究
、
7
℃
℃
・
置
自
白
①
Q
。
・

⑭
図
■
匂
菊
。
普
Φ
門
α
q
欝
P
＞
・
竃
自
H
三
（
o
α
ω
）
ス
同
㊤
ざ
）
℃
、
ミ
簑
§
ミ
、
§
ミ

　
ぎ
切
都
下
§
、
画
§
讐
O
属
8
厭
鉱
q
三
く
．
℃
お
自
。
ω
■

⑫
　
近
年
の
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
国
家
の
研
究
は
革
嚢
の
政
治
組
織
研
究
に
依
拠

　
し
、
衆
知
の
と
お
り
蜀
。
詳
霧
と
国
≦
コ
甲
℃
H
津
。
げ
ρ
盈
に
よ
る
O
o
〈
o
旨
導
。
馨

　
を
持
つ
筏
会
と
そ
れ
を
持
た
な
い
社
会
の
二
分
法
を
始
点
と
す
る
。
そ
之
で
は
、

　
前
者
は
集
権
化
さ
れ
た
権
威
、
行
政
機
構
、
司
法
制
度
を
持
ち
、
い
わ
ば
国
家
を

　
形
成
す
る
に
対
し
、
後
者
は
分
節
リ
ネ
エ
ジ
組
織
か
ら
な
る
社
会
に
と
ど
ま
る
。

　
こ
の
二
分
法
は
さ
ら
に
よ
り
精
密
な
分
類
学
を
良
指
す
論
議
を
生
み
出
す
も
と
に

　
な
っ
た
が
、
同
時
に
国
家
の
起
源
や
分
類
に
関
す
る
諸
説
を
も
生
む
に
い
た
っ
た
。

　
た
と
え
ば
国
．
ω
璽
富
鼠
。
・
は
、
．
圏
家
を
一
次
的
国
家
（
鷲
ぎ
ρ
姥
。
。
3
暦
。
）
と
二

　
次
的
国
家
（
器
8
昌
魯
曼
。
。
鍵
言
）
と
に
分
け
、
ア
フ
リ
カ
の
国
家
を
｝
次
的
国

　
家
（
ア
フ
リ
カ
の
外
部
の
）
か
ら
の
影
響
を
受
け
て
派
坐
し
た
二
次
的
国
家
に
起

　
源
し
、
征
服
が
そ
の
口
無
形
成
の
大
き
な
契
機
と
な
っ
て
い
る
と
説
く
。
さ
ら
に
、

　
》
・
ω
o
自
跨
巴
H
は
ア
フ
リ
カ
国
家
を
ふ
く
め
た
い
わ
ゆ
る
未
開
国
家
箕
凹
目
三
く
。

　
ω
9
8
の
性
格
に
つ
い
て
、
分
節
国
家
器
σ
q
白
⑦
暮
貫
団
珍
暮
㊦
の
概
念
を
提
出
し

　
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
国
家
の
起
源
や
性
格
に
ろ
い
て
の
議
論
も
、
9
く
ρ
口
ω
貯
欝

　
が
圓
慌
し
た
よ
う
に
、
一
九
世
紀
の
西
ス
…
ダ
ン
の
国
家
に
つ
い
て
対
象
と
し
て

　
取
り
あ
げ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　
　
竃
．
閏
。
詳
Φ
ω
巴
誌
国
．
国
．
驚
く
田
　
ω
－
℃
昌
叶
。
げ
ρ
屈
9
（
お
心
O
）
H
口
上
。
費
δ
賦
。
戸

　
臥
、
噛
、
ご
§
肘
㌧
乳
ミ
§
N
硲
無
§
葺
○
躍
h
o
「
α
d
三
＜
■
℃
お
ω
。
c
．
旨
煮
銭
亀
①
8
ロ
欝

　
U
。
8
巴
け
（
①
畠
．
）
（
這
α
Q
。
）
日
．
ミ
守
題
｝
ミ
導
。
ミ
謁
ミ
恥
蚤
U
9
乙
。
御
目
■
Q
o
．
い
Φ
毛
尻

　
（
H
Φ
①
9
再
げ
o
O
ユ
α
q
ε
。
階
。
忍
野
囲
ユ
o
ρ
貞
心
貯
σ
q
伽
9
ロ
。
陰
，
G
袋
ミ
ミ
肋
脳
．
魯
ミ
跨
琴
競
？

　
鼠
噛
ミ
噛
①
勺
や
醐
8
ム
O
N
＞
■
ω
〇
三
げ
ρ
＝
¢
O
Φ
㎝
）
＞
O
誌
鉱
ρ
β
c
う
。
｛
仲
げ
0
8
鴇
－

　
唱
。
δ
㏄
｝
、
o
h
ω
什
暮
①
o
三
野
ロ
O
℃
o
臨
江
。
巴
ω
団
り
。
ε
諺
白
。
「
㌧
ミ
笥
讐
ミ
匂
無
馬
ミ
恥
ミ
ミ

　
導
恥
b
鎌
禽
さ
嚇
ミ
。
趨
駄
㌧
o
起
ミ
層
蜜
．
ヒ
d
巳
昏
。
冨
（
Φ
9
）
唱
℃
．
置
ω
高
ω
Q
。
9
㎏
．
＜
㌘

　
器
貯
費
（
お
ゆ
b
σ
）
｝
O
o
彰
℃
風
面
。
コ
。
臨
〉
鴎
二
8
二
二
ぎ
σ
q
山
。
営
⑳
．
抵
、
ミ
ミ
、
毬
一
劇
辱

　
℃
や
ω
b
σ
蔭
1
ω
ω
㎝
．

⑬
男
Ω
記
畠
皇
¢
㊤
留
）
．
穿
。
℃
9
三
。
巴
ω
貫
ぎ
ε
お
。
h
ヒ
ユ
。
窪
国
ヨ
σ
q
－

　
島
9
扁
姦
．
㌧
o
鳶
、
ご
ミ
夢
恥
音
、
起
い
§
ミ
ミ
馬
b
“
無
ミ
守
ミ
ご
起
ミ
℃
o
鑓
ミ
●
徴
■
b
d
ρ
昌
ε
＝

　
（
Φ
9
）
い
9
邑
9
回
．
℃
喝
．
①
ω
ー
ド
這
．
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十九世紀西スーダンにおける政治的領域（赤阪）

1

西
ス
ー
ダ
ン
に
お
け
る
イ
ス
ラ
ム
国
家
の
形
成

　
十
九
世
紀
に
お
け
る
西
ス
ー
ダ
ン
の
国
家
形
成
の
動
き
に
つ
い
て
、
イ
ス
ラ
ム
の
改
革
運
動
の
文
脈
に
お
い
て
把
握
す
る
視
点
は
、
霞
・
男

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

ρ
ω
ヨ
含
げ
に
よ
っ
て
最
初
に
提
唱
さ
れ
た
。
今
日
で
は
、
イ
ス
ラ
ム
に
基
盤
を
置
く
国
家
形
成
の
源
流
は
、
通
常
十
八
世
紀
の
フ
ー
タ
・
ジ

ャ
群
ン
閏
鐸
点
画
鴇
巴
ざ
詳
（
現
在
の
ギ
ニ
ア
共
和
国
内
陸
の
山
地
）
や
、
フ
ー
タ
・
ト
ロ
倒
煽
け
ρ
6
0
H
o
（
現
在
の
セ
ネ
ガ
ル
共
和
国
の
河
谷
地
方
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

に
お
け
る
イ
ス
ラ
ム
神
権
国
家
の
形
成
に
さ
か
の
ぼ
る
。
こ
こ
で
は
西
ス
ー
ダ
ン
に
お
け
る
イ
ス
ラ
ム
の
浸
透
と
そ
の
影
響
に
つ
い
て
多
く
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

述
べ
る
余
地
は
な
い
た
め
、
本
論
の
理
解
に
最
小
限
必
要
と
な
る
略
史
を
概
説
し
て
お
く
に
と
ど
め
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

　
爾
ス
ー
ダ
ン
に
お
け
る
イ
ス
ラ
ム
の
浸
透
は
、
国
引
切
爵
鼠
の
記
述
に
よ
っ
て
、
十
一
世
紀
に
遡
ぼ
る
こ
と
が
定
説
と
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら

に
、
フ
ァ
ー
テ
ィ
マ
朝
の
衰
退
に
伴
な
う
マ
グ
リ
ブ
に
対
す
る
影
響
力
の
弱
体
化
に
よ
り
、
ベ
ル
ベ
ル
族
の
一
派
サ
ン
バ
ジ
ャ
ω
き
臥
す
に

よ
る
ア
ル
モ
ラ
ヴ
ィ
ッ
ド
と
日
。
養
く
置
運
動
が
生
起
す
る
や
、
そ
の
影
響
は
遠
く
西
ス
ー
ダ
ン
に
も
波
及
し
た
。
セ
ネ
ガ
ル
ω
Φ
頃
①
σ
q
巴
河
口

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

の
小
島
に
は
ミ
ミ
“
も
建
設
さ
れ
る
に
焦
り
、
今
日
の
モ
；
リ
タ
ニ
ア
共
和
国
か
ら
セ
ネ
ガ
ル
下
流
地
帯
は
、
イ
ス
ラ
ム
の
影
響
が
最
も
強
く

及
び
、
そ
れ
に
従
っ
て
ア
ラ
ブ
、
ベ
ル
ベ
ル
と
ネ
グ
ロ
と
の
混
血
も
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
後
代
に
お
い
て
、
イ
ス
ラ
ム
改
革
運
動
と
そ

れ
に
伴
う
国
家
形
成
の
動
き
を
領
導
し
た
部
族
の
形
成
も
こ
の
地
方
に
お
い
て
み
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
ト
ゥ
ク
ロ
ル
の
名
も
や
は
り
国
士
男
爵
ユ

の
記
述
に
現
わ
れ
、
サ
ハ
ラ
遊
牧
昆
と
ネ
グ
ロ
と
の
混
血
と
考
え
ら
れ
る
彼
ら
は
、
そ
の
時
点
で
は
ム
ス
リ
ム
（
イ
ス
ラ
ム
教
徒
）
の
総
称
で

　
　
　
　
　
　
⑦

あ
っ
た
の
で
あ
る
。
ト
ゥ
ク
ロ
ル
は
セ
ネ
ガ
ル
川
下
流
域
に
小
国
家
を
建
設
し
た
の
で
あ
る
が
、
十
三
世
紀
に
は
さ
ら
に
フ
ラ
ニ
団
巳
9
巳
遊

　
⑧

牧
民
が
こ
の
地
方
に
入
り
、
ト
ゥ
ク
ロ
ル
と
次
第
に
同
化
し
イ
ス
ラ
ム
化
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
フ
ラ
ニ
は
フ
ー

タ
・
ト
μ
、
フ
ー
タ
・
ジ
ャ
ロ
ン
地
方
に
、
さ
ら
に
東
の
ニ
ジ
ェ
ル
緊
お
窪
川
内
陸
デ
ル
タ
の
マ
ッ
シ
ー
ナ
冨
霧
貯
ρ
地
方
へ
と
分
散
し
た

が
、
十
八
世
紀
か
ら
十
九
世
紀
に
か
け
て
の
イ
ス
ラ
ム
国
家
形
成
は
彼
ら
の
動
き
と
密
接
な
國
わ
り
を
有
し
て
い
た
。
た
と
え
ば
、
フ
…
タ
・

ジ
ャ
ロ
ン
地
方
に
お
い
て
は
、
十
八
世
紀
ま
で
非
ム
ス
リ
ム
嚇
σ
q
斜
⇔
で
あ
る
マ
ン
デ
ィ
ン
ゴ
鷺
窪
創
ぎ
σ
q
o
族
に
よ
る
村
落
連
合
的
な
政
治
体
31 （31）



　
　
　
　
　
　
　
⑨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

制
が
し
か
れ
て
い
た
。
し
か
る
に
、
遊
牧
民
と
し
て
こ
の
地
に
移
入
し
た
フ
ラ
ニ
は
農
耕
民
の
マ
ン
デ
ィ
ン
ゴ
と
共
棲
関
係
を
維
持
し
つ
つ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

次
第
に
定
住
化
す
る
と
同
時
に
イ
ス
ラ
ム
化
を
遂
げ
た
の
で
あ
る
。
フ
ー
タ
・
ジ
ャ
ロ
ン
地
方
に
お
け
る
フ
ラ
ニ
じ
し
ん
の
伝
承
に
よ
れ
ば
、

マ
ッ
シ
ー
ナ
地
方
か
ら
移
住
し
た
窓
受
認
9
曾
ω
既
a
b
d
錠
坤
な
る
人
物
が
最
初
の
ム
ス
リ
ム
の
フ
ラ
ニ
で
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
し
て
、
彼
の

及
ぼ
す
影
響
は
直
ち
に
フ
ー
タ
・
ジ
ャ
ロ
ン
地
方
の
フ
ラ
ニ
に
波
及
し
、
通
称
二
丁
ρ
白
。
周
（
o
≧
貯
と
し
て
知
ら
れ
る
カ
デ
ィ
ー
リ
，
ー
ヤ

ρ
9
0
貯
ぐ
畷
斜
派
イ
ス
ラ
ム
の
信
奉
者
に
よ
り
、
　
一
七
二
六
年
に
非
イ
ス
ラ
ム
政
権
に
対
す
る
ジ
ハ
…
ド
（
聖
戦
）
、
き
ミ
が
宣
言
さ
れ
た
。
既

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

成
体
制
の
転
覆
後
、
政
治
的
・
宗
教
的
統
合
を
完
成
し
た
諺
躍
ρ
は
自
ら
ア
ル
マ
ミ
ミ
§
象
§
黛
（
§
壽
斗
⇒
㍗
§
惑
ミ
§
§
）
の
称
号
を
冠
し
、
さ

ら
に
首
都
を
新
た
に
円
首
げ
。
に
定
め
た
。
こ
の
神
権
国
家
じ
た
い
は
、
そ
の
の
ち
後
継
者
問
題
を
め
ぐ
る
抗
争
で
、
支
配
老
の
二
家
系
が
交

替
で
ミ
§
畠
§
黛
に
就
く
事
態
に
至
り
、
統
一
的
支
配
を
團
復
す
る
に
は
至
ら
ず
、
　
こ
う
し
た
政
治
的
状
況
が
次
の
世
紀
に
お
け
る
社
会
変
動

を
用
意
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
い
っ
ぽ
う
、
フ
ー
タ
・
ト
ロ
地
方
に
お
い
て
は
、
ト
ゥ
ク
ロ
ル
が
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
的
成
層
構
造
と
地
縁
的
ク
ラ
ン
δ
o
巴
9
ρ
口
組
織
に
基
盤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

を
置
く
祉
会
を
形
成
し
て
い
た
。
そ
れ
は
貴
族
ご
き
b
u
瓢
、
自
由
罠
襲
い
ミ
窃
“
、
カ
ー
ス
ト
的
職
業
集
団
四
葉
§
鴨
転
の
身
分
に
よ
る
階
層
と
、

一
定
の
領
域
を
占
住
す
る
ク
ラ
ン
の
形
成
す
る
地
域
集
団
と
が
組
み
合
わ
さ
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
セ
ネ
ガ
ル
河
谷
に
沿
う
帯
状
の
た
と
え

ば
、
尉
。
ω
ω
鉱
2
ピ
ρ
ρ
8
0
8
な
ど
の
領
域
を
有
す
る
地
縁
的
ク
ラ
ン
の
支
配
層
は
ミ
ミ
隷
と
称
し
戦
士
階
層
を
形
成
し
た
。
ま
た
、
貴
族
の

こ
さ
戴
は
同
時
に
イ
ス
ラ
ム
聖
職
者
で
も
あ
り
、
そ
の
宗
教
的
活
動
は
フ
ー
タ
・
ト
ロ
地
方
に
限
ら
ず
西
ス
ー
ダ
ン
金
域
に
わ
た
っ
た
。
近
接

す
る
フ
ー
タ
・
ジ
ャ
胃
ン
地
方
に
お
け
る
イ
ス
ラ
ム
神
権
国
家
の
形
成
に
強
い
刺
激
を
受
け
た
＆
き
切
軸
の
ひ
と
り
、
ω
三
①
唄
B
露
し
d
跳
は
当

時
フ
ー
タ
・
ト
ロ
を
支
配
し
て
い
た
非
ム
ス
リ
ム
政
権
に
対
し
ジ
ハ
ー
ド
を
宣
し
、
　
一
七
六
九
年
に
新
た
な
政
権
一
致
の
体
制
を
樹
立
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
新
国
家
は
前
述
し
た
よ
う
な
ト
ゥ
ク
ロ
ル
社
会
に
お
け
る
地
縁
集
団
の
分
立
・
抗
争
と
い
う
内
命
的
弱
点
を
そ
の
ま
ま
抱
え
た

も
の
に
す
ぎ
ず
、
そ
の
結
果
と
し
て
ミ
§
§
黛
の
支
配
に
限
界
も
あ
り
た
の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
ニ
ジ
ェ
ル
中
流
の
マ
ッ
シ
ー
ナ
地
方
に
お
い
て
も
、
十
三
世
紀
頃
よ
り
爾
方
よ
り
移
住
を
開
始
し
大
き
な
ス
ト
ッ
ク
を
形
成
し
た
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フ
ラ
ニ
が
、
十
八
世
紀
初
頭
ま
で
こ
の
地
方
を
支
配
し
た
バ
ン
バ
ラ
切
ρ
日
げ
ρ
窮
族
の
セ
グ
ω
Φ
σ
Q
偏
王
国
の
極
桔
を
脱
し
、
十
九
世
紀
初
頭
に

ω
げ
艶
融
諺
げ
鑓
9
α
煽
の
も
と
で
イ
ス
ラ
ム
神
権
国
家
の
成
立
に
成
功
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
本
稿
の
主
題
に
先
行
す
る
イ
ス
ラ
ム
神
権
国
家
の

形
成
は
、
イ
ス
ラ
ム
教
義
の
う
え
で
は
カ
ー
デ
イ
リ
ー
や
派
の
影
響
下
に
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
い
っ
ぽ
う
、
十
九
世
紀
の
そ
れ
ら
は
何

れ
も
テ
ィ
ー
ジ
ャ
ニ
ー
ヤ
6
こ
㊤
ロ
芥
隠
節
派
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
る
と
一
般
に
指
摘
さ
れ
る
。
両
派
の
相
違
に
関
し
て
い
G
Q
自
卑
，
O
豊
鉱
Φ

に
よ
れ
ば
、
テ
ィ
ジ
ャ
ニ
ー
や
派
の
平
等
主
義
に
対
し
、
カ
デ
ィ
リ
ー
や
派
は
教
派
内
部
に
発
達
し
た
階
梯
制
を
抱
え
て
い
た
こ
と
が
あ
げ
ら

れ
毎
・
そ
し
て
・
こ
れ
を
敷
饗
す
れ
ば
既
述
の
イ
ス
ラ
ム
神
権
国
家
の
持
つ
内
部
的
弱
点
は
、
・
う
い
・
た
教
派
自
体
の
籍
か
ら
生
れ
た
と

も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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①
単
二
ρ
ω
日
諄
ダ
¢
㊤
黛
）
↓
げ
o
H
ω
冨
ヨ
同
。
国
。
く
。
冒
江
。
器
。
剛
叶
冨
客
ヨ
？

　
叶
①
o
ロ
誓
O
巨
富
蔓
，
智
鱒
ミ
壽
ミ
ミ
馬
ぎ
ミ
ミ
ミ
苛
ミ
砺
s
転
偽
ミ
ミ
ミ
偽
ミ
音
冒
く
。
一
。

　
さ
∂
り
属
ρ
b
。
．

②
　
こ
こ
で
い
う
イ
ス
ラ
ム
神
権
国
家
の
語
は
、
原
の
い
う
世
俗
的
首
長
と
宗
教
的

　
首
長
が
同
一
人
に
よ
っ
て
兼
ね
ら
れ
、
イ
ス
ラ
ム
法
怨
ミ
鰍
、
暮
が
国
家
法
と
し

　
て
採
用
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
意
味
に
従
っ
て
い
る
。
原
、
　
o
や
9
け
二
や
置
。
。
・

③
原
は
O
燭
洋
冒
に
よ
る
曾
孫
を
紹
介
し
つ
つ
、
一
九
世
紀
の
疑
ぎ
斜
運
動
を

　
一
七
世
紀
半
ば
ま
で
遡
っ
て
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
と
指
摘
し
て
い
る
。
原
、
o
鵠

　
9
け
こ
唱
や
置
o
o
－
嵩
O
．
即
U
g
O
霞
け
貯
暫
（
お
刈
一
）
一
筆
P
α
ぎ
≦
－
O
舞
》
｛
ユ
8
”

　
両
碧
蔓
玄
理
器
ω
ρ
嵩
山
H
茸
禽
ω
ず
訟
。
房
貯
竃
窪
誌
け
讐
貯
ρ
層
二
〇
っ
⑦
き
σ
q
p
困
智
伺
“
予

　
壽
ミ
駄
寺
母
§
四
藁
乳
。
謎
層
く
。
ド
ド
℃
や
＝
も
癖
■

④
西
ス
ー
ダ
ン
を
ふ
く
む
西
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
イ
ス
ラ
ム
に
つ
い
て
は
つ
ぎ
の

　
よ
う
な
研
究
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
。
旨
。
り
．
円
鼠
子
ぎ
σ
q
審
茸
（
　
㊤
Φ
卜
。
）
這
ミ
偽
8
蔭

　
旦
N
無
§
w
§
一
さ
籔
拙
》
鳶
亀
■
○
蔦
。
巳
d
臨
く
．
や
呂
の
。
・
．
一
（
お
0
Φ
）
謬
軸
§
起

　
穿
き
無
ミ
ミ
ミ
．
○
蕉
。
乱
q
図
引
く
■
℃
話
ω
ω
．
（
お
の
G
。
）
1
§
馬
さ
ミ
楠
§
N
題

　
ミ
勢
、
§
w
画
蒔
§
ミ
適
§
U
o
＆
o
戸
　
｝
。
機
葺
N
8
騨
卿
署
’
国
．
U
①
三
ω

　
（
o
留
凸
）
（
巳
8
）
●
翻
N
§
嵩
爵
簿
軌
ミ
一
瓢
。
毛
団
。
降
・
H
・
随
い
①
ξ
冨
（
a
．
）

　
（
お
①
①
）
り
翻
N
§
甲
§
寄
。
黛
昏
ミ
き
賊
§
●
○
賦
o
a
q
葺
く
．
弓
器
。
。
伊
　
＜
・

　
竃
。
簿
。
鵠
（
お
謡
）
卜
、
画
乳
§
ド
き
聖
弼
p
ユ
ω
」
×
●
α
o
噛
国
騨
昌
ず
。
囲
（
一
㊤
①
Q
。
）
ト
掬

　
誉
噛
ミ
§
§
N
砂
壁
。
聖
愚
｝
軌
餐
禽
§
執
、
ミ
偽
§
§
§
h
．
帆
氣
§
｝
距
℃
餌
話
ω
●
》
噂
ρ
φ

　
固
ω
冨
H
卿
瓜
」
■
翌
昏
曾
（
お
刈
O
）
ω
ミ
器
遂
§
ミ
　
き
購
慧
§
的
。
驚
馬
ミ
§

　
慧
舳
ミ
．
賭
。
≦
団
。
ユ
肖

⑥
臼
蓋
①
ζ
陣
ス
δ
0
。
。
）
層
b
心
象
曳
愚
一
画
§
恥
こ
．
ミ
憧
心
ミ
の
愚
悼
§
ミ
§
窺
周
馬
■
団
希
㌣

　
o
げ
葺
p
窃
．
び
嘱
銀
．
9
α
㊦
ω
ご
コ
①
曽
お
＄
、
℃
鷺
凶
ω
層
℃
℃
■
G
。
b
。
◎
。
ゐ
b
。
O
．
国
7
ゆ
£
【
ユ

　
の
記
述
は
、
古
○
鼠
二
王
園
に
つ
い
て
の
最
も
信
頼
す
べ
き
宿
報
と
し
て
し
ば

　
し
ば
引
用
さ
れ
る
。
さ
ら
に
一
〇
世
紀
に
〉
≦
貯
σ
q
冒
O
Q
。
什
を
訪
れ
た
ぎ
嵩
朝
卑

　
ぞ
σ
q
p
剛
層
の
記
録
も
同
じ
く
○
冨
コ
餌
に
つ
い
て
及
ん
で
い
る
。
客
■
ピ
。
く
言
δ
戸

　
（
お
α
G
。
）
し
σ
〒
彊
ρ
≦
ρ
巴
”
§
μ
①
Ω
δ
唱
ρ
¢
鼠
｝
乱
p
α
q
ぎ
答
旨
ミ
9
§
馬
鼠

　
き
詩
§
顛
無
。
遂
層
く
。
｝
」
×
．
累
。
』
圏
℃
や
器
ω
凸
①
。
。
．
即
》
レ
角
き
3
、
ス
δ
綬
）

　
日
ぎ
ρ
賃
。
ω
凱
。
嵩
。
隔
O
げ
p
量
．
拙
、
蔑
ミ
．
〈
o
〆
厳
。
℃
や
毬
O
I
曽
ω
顧

⑥
白
軍
》
げ
亨
製
霧
び
（
ち
誠
）
転
製
無
。
遂
ミ
ミ
馬
§
偽
ミ
鉾
9
ヨ
葺
画
£
①

　
q
昆
く
．
勺
同
8
。
・
◎
℃
℃
■
り
b
。
あ
q
．
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⑦
．
φ
白
雲
p
7
客
節
σ
Q
母
魑
食
O
①
㊤
）
．
二
巴
【
a
「
魑
撃
6
口
凶
ω
8
蔓
。
臣
㊤
累
ε
。
ヨ
。
．

　
辱
ミ
讐
旦
奪
驚
§
い
ミ
無
。
送
い
図
’
9
。
．
や
も
。
ま
■

⑧
司
三
欝
巳
族
（
フ
ル
ベ
男
茎
げ
①
が
正
し
い
呼
称
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
一
般

　
に
流
布
す
る
通
称
を
利
用
し
た
）
は
、
そ
の
起
源
に
つ
い
て
は
コ
ー
カ
ソ
イ
ド
と

　
の
混
血
と
す
る
説
も
あ
る
ほ
ど
紛
糾
し
て
い
る
怒
濤
で
、
本
来
遊
牧
の
生
活
様
式

　
を
と
る
。
そ
の
分
布
は
現
在
の
ギ
ニ
ア
・
セ
ネ
ガ
ル
の
　
犀
簿
ρ
冒
一
｝
。
P
団
蝿
欝

　
同
0
3
地
方
を
西
端
に
、
属
お
醇
河
中
流
地
方
の
竃
嘉
慶
9
か
ら
、
束
は
ナ
イ
ジ

　
エ
リ
ア
、
カ
メ
ル
ー
ン
北
部
の
西
ス
ー
ダ
ン
の
広
域
に
分
布
し
て
い
る
。

⑨
匁
｝
．
o
Q
●
諸
鴛
銘
p
（
お
ざ
）
卜
、
奪
轟
覧
噛
．
馬
§
§
。
ミ
馬
§
・
層
寓
凌
戯
％
ミ
．
℃
貧
7

　
や
丼

⑩
を
．
U
賃
皆
聲
ス
お
認
）
曾
昏
噂
専
禽
§
㌃
§
海
馬
8
ミ
慧
恥
魅
．
這
穿
§
N
ミ

　
蟄
§
ミ
ミ
爵
馬
§
帖
ぎ
葡
円
円
＆
N
驚
勲
O
ミ
ミ
黛
■
○
巴
賦
。
コ
μ
昼
℃
や
這
占
ω
◎

⑪
蚕
菊
。
含
Φ
ざ
（
お
α
。
。
）
験
幹
巴
ρ
民
。
。
。
。
｛
巴
憂
く
。
冨
伴
協
自
身
ぎ
g
餐

　
U
」
巴
。
旨
ヨ
夢
Φ
塑
σ
自
警
o
o
薄
プ
O
o
馨
葺
｝
、
■
冶
N
ミ
凄
ミ
ミ
燃
費
ミ
職
ミ
智
ミ

　
砺
。
翫
恥
十
島
」
≦
偽
ミ
覧
H
＜
－
P
℃
．
b
。
↓
P

⑫
原
は
、
「
信
仰
共
同
体
の
指
導
者
」
の
な
ま
り
で
あ
る
巴
曇
碧
ヨ
く
の
称
号
を
、

　
ジ
ハ
ー
ド
に
よ
る
神
権
国
家
の
指
導
者
が
と
る
こ
と
の
象
徴
的
意
義
の
大
き
さ
を

　
強
調
し
て
い
る
。
原
、
o
℃
．
o
罫
噂
b
」
零
■

⑩
b
冒
b
．
9
曾
§
酔
巨
魯
ヨ
（
昌
㊤
鳶
）
§
馬
蟄
讐
R
§
ミ
ミ
肉
§
黛
嬉
．
馬
弘
σ
箋
聾

　
頃
齢
8
蔓
ω
o
ユ
。
幹
U
o
旨
O
o
鈍
℃
や
下
置
■

⑭
い
ω
弩
簿
－
O
雪
巴
。
噂
（
ド
の
母
）
黒
ア
フ
リ
カ
史
”
そ
の
地
理
・
文
明
・
歴
史

　
（
野
沢
誓
言
）
や
ド
。
。
。
。
．
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2

ウ
ス
マ
ー
ン
・
ダ
ン
・
フ
ォ
デ
ィ
オ
に
よ
る
ジ
ハ
ー
ド
の
領
域
的
展
開

一
　
ハ
ウ
サ
地
方
缶
舞
。
。
巴
ρ
口
α
の
社
会
的
状
況

　
ウ
ス
マ
ー
ン
・
ダ
ン
。
フ
ォ
デ
ィ
オ
d
夢
旨
斜
昌
◎
ρ
郎
関
O
象
O
（
、
d
け
げ
日
餌
ゆ
び
●
認
β
げ
勲
一
昌
日
α
σ
●
馬
d
澤
げ
津
9
1
昌
σ
・
Q
Q
9
一
臨
ぴ
）
（
以
後
ウ
ス
マ
ー
ン
と

省
略
し
て
記
す
）
の
ジ
ハ
ー
ド
に
よ
る
フ
ラ
ニ
帝
国
の
成
立
の
前
史
と
し
て
、
　
ハ
ウ
サ
地
方
頃
ρ
島
巴
9
昌
α
　
（
今
日
の
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
北
部
州

に
ほ
ぼ
あ
た
る
主
に
サ
バ
ン
ナ
地
帯
）
の
社
会
状
態
に
つ
い
て
概
略
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
ハ
ウ
サ
鎖
窪
舞
農
耕
民
の
居
住
す
る
こ
の
地
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

に
つ
い
て
の
、
書
か
れ
た
記
録
と
し
て
重
要
な
カ
ノ
年
代
記
自
首
o
O
畔
○
巳
。
乞
Φ
に
よ
れ
ば
、
い
わ
ゆ
る
ハ
ウ
サ
諸
都
市
の
ひ
と
つ
欝
巳
○

は
、
九
九
九
年
に
初
代
王
じ
づ
ρ
σ
q
o
塗
に
よ
り
創
設
さ
れ
た
が
、
十
四
世
紀
後
半
に
イ
ス
ラ
ム
教
が
西
方
よ
り
も
た
ら
さ
れ
、
十
五
世
紀
中
頃

に
は
ア
ラ
ビ
ア
人
の
定
住
が
み
ら
れ
た
と
い
う
。
イ
ス
ラ
ム
的
要
素
の
強
い
、
隔
壁
を
有
す
る
都
市
的
集
落
を
核
と
し
た
小
国
家
に
は
、
上
記

の
囚
⇒
溶
○
の
ほ
か
U
ρ
霞
2
切
吊
白
P
閤
霧
ω
ヨ
2
N
勲
蟄
ρ
二
〇
〇
σ
岸
そ
し
て
国
羅
巳
欝
（
○
畦
塗
μ
Ω
9
σ
霧
と
も
称
さ
れ
た
）
の
皇
国
が
含
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ま
れ
、
こ
れ
ら
は
聾
ま
簑
切
寒
さ
ミ
（
字
義
ど
お
り
に
は
七
つ
の
ハ
ウ
サ
）
と
称
さ
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
ハ
ウ
サ
の
勢
力
が
南
の
森
林
地
帯

に
紳
即
す
る
に
つ
れ
、
N
舘
三
段
斜
訳
①
σ
σ
押
ノ
δ
算
ρ
（
く
薮
3
”
宕
q
℃
ρ
O
芝
舘
帥
H
一
霞
旨
そ
し
て
区
妻
0
8
目
。
欝
の
七
国
が
形
成
さ
れ
切
§
ミ
亀

b
d
義
子
ミ
と
称
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
ハ
ウ
サ
諸
国
家
は
、
十
五
世
紀
末
に
ニ
ジ
ェ
ル
中
流
部
の
ガ
オ
○
ρ
o
を
首
邑
と
す
る
ソ
ン
ガ
イ
王
国
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

支
配
下
に
置
か
れ
朝
貢
を
課
せ
ら
れ
た
。
し
か
し
、
十
六
世
紀
末
の
モ
ロ
ッ
コ
の
侵
略
に
よ
る
ソ
ン
ガ
イ
王
国
の
衰
退
後
、
そ
の
支
配
を
留
れ

た
ハ
ウ
サ
諸
国
家
は
活
発
な
商
業
活
動
を
開
始
し
た
が
、
そ
れ
は
各
々
の
ハ
ウ
サ
諸
都
市
の
占
め
る
位
置
が
サ
ハ
ラ
砂
漠
南
縁
に
あ
っ
て
遠
距

離
交
易
の
終
結
点
Φ
簿
＄
℃
黛
と
な
っ
た
こ
と
に
由
来
す
る
。
各
都
市
は
、
染
色
、
織
物
、
土
器
や
奴
隷
な
ど
の
、
主
産
品
の
生
産
物
化
を
生

む
に
至
・
た
こ
と
が
智
れ
て
い
舶

　
ハ
ウ
サ
地
方
に
お
け
る
政
治
史
は
、
こ
れ
ら
の
ハ
ウ
サ
諸
国
幽
間
の
商
業
的
利
益
の
獲
得
を
目
指
し
た
抗
争
に
色
ど
ら
れ
た
が
、
十
七
世
紀

か
ら
十
八
世
紀
に
か
け
て
は
国
客
ω
貯
①
が
最
大
の
勢
力
を
得
た
と
い
う
。
と
こ
ろ
で
、
の
ち
に
ウ
ス
マ
ー
ン
の
拾
頭
す
る
地
盤
と
な
っ
た
ニ

ジ
ェ
ル
支
流
の
リ
マ
空
華
騨
川
流
域
地
方
に
お
い
て
は
、
O
o
ぴ
賞
麟
①
げ
げ
汁
N
ρ
白
壁
遷
の
一
二
者
が
互
い
に
拮
抗
状
態
に
あ
っ
た
が
、
十
八
世

紀
末
に
サ
ハ
ラ
の
オ
ア
シ
ス
で
あ
る
諺
ぼ
の
ト
ゥ
ア
レ
グ
同
奏
お
α
q
族
の
南
下
が
契
機
と
な
り
、
直
接
的
圧
迫
を
受
け
た
北
方
の
O
o
げ
騨

が
他
を
支
配
す
る
に
至
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
ハ
ウ
サ
諸
国
家
の
分
立
・
抗
争
に
よ
る
社
会
的
混
乱
は
、
さ
ら
に
部
族
関
係
の
錯
綜
に
よ

っ
て
も
助
長
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
そ
の
う
ち
、
既
述
の
フ
ラ
ニ
の
動
向
が
重
要
な
鍵
を
握
っ
た
。
ハ
ウ
サ
地
方
に
お
け
る
フ
ラ
ニ
の
移
住
は
十

　
　
　
　
　
　
　
　
④

三
世
紀
に
さ
か
の
ぼ
る
と
さ
れ
る
が
、
本
来
の
生
活
様
式
を
と
る
遊
牧
フ
ラ
ニ
。
舞
自
Φ
閏
巳
ρ
巳
（
守
§
ベ
ミ
ミ
）
の
中
か
ら
は
、
町
に
定
住
し
イ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

ラ
ム
化
し
た
叶
。
婁
⇔
閏
巳
ρ
艮
（
偽
ミ
§
）
も
出
現
し
た
。
ま
た
フ
…
タ
・
ト
ロ
地
方
か
ら
の
移
住
者
ご
き
§
§
§
軍
記
・
き
き
b
口
“
）
も
広
義
の
フ

ラ
ニ
に
包
含
さ
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
サ
ハ
ラ
の
ト
ゥ
ア
レ
グ
も
南
下
す
る
に
つ
れ
イ
ス
ラ
ム
化
す
る
な
ど
、
ハ
ウ
サ
地
方
に
お
け
る
部
族
間

の
宗
教
・
文
化
・
経
済
的
関
係
は
複
雑
な
様
相
を
き
た
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

2
　
ジ
ハ
ー
ド
に
よ
る
征
服
領
域
の
形
成

ウ
ス
了
・
竺
七
茜
年
・
。
葺
に
生
ま
れ
・
そ
の
家
系
は
フ
表
．
薬
学
薯
で
あ
る
§
戴
に
属
し
て
い
た
と
い
掴
イ
ス
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ラ
ム
聖
職
者
と
し
て
の
経
歴
は
、
そ
の
厳
格
な
教
義
の
ゆ
え
に
後
に
ゴ
ビ
ー
ル
を
追
放
さ
れ
た
鶏
自
斜
寒
冒
訂
出
げ
．
d
日
霞
に
師
事
し
た
こ

と
に
出
発
し
た
が
、
吻
、
ラ
ブ
ー
§
ミ
＆
。
ミ
（
説
教
師
）
と
し
て
の
活
動
は
一
七
七
四
年
頃
よ
り
始
ま
り
、
閑
○
玄
員
N
ρ
讐
夢
舜
地
方
の
巡
回
と

と
も
に
、
ハ
ウ
サ
地
方
全
域
の
聖
職
者
と
の
連
絡
を
緊
密
に
し
た
。
彼
の
活
発
な
布
教
活
動
は
時
の
○
○
び
搾
王
属
巽
町
ρ
に
危
機
感
を
も
た

ら
し
、
そ
れ
は
「
生
得
的
に
ム
ス
リ
ム
で
あ
る
者
の
み
が
ム
ス
リ
ム
で
あ
り
、
最
近
の
改
宗
者
は
も
と
の
信
仰
（
ア
ミ
ニ
、
ズ
ム
）
に
戻
る
べ
き

　
　
⑦

で
あ
る
」
と
し
た
告
示
に
表
明
さ
れ
て
い
る
。
加
え
て
、
ウ
ス
マ
ー
ン
が
戦
争
捕
虜
の
イ
ス
ラ
ム
改
宗
を
容
認
し
た
こ
と
が
、
既
往
の
ハ
ウ
サ

支
配
層
と
の
決
定
的
対
立
を
招
い
た
が
、
そ
れ
は
ハ
ウ
サ
王
国
の
ム
ス
リ
ム
支
配
溜
と
、
非
ム
ス
リ
ム
の
農
耕
民
・
奴
隷
と
い
っ
た
被
支
配
層

と
い
う
二
分
的
な
階
履
秩
序
を
根
底
か
ら
く
つ
が
え
す
結
果
と
な
る
か
ら
で
あ
っ
た
。
従
来
の
ウ
ス
マ
ー
ン
の
宗
教
運
動
を
ハ
ゥ
サ
対
フ
ラ
ニ

と
い
う
都
族
的
対
立
に
趨
因
す
る
と
い
う
考
え
方
は
最
近
で
は
否
定
的
に
な
っ
て
お
り
、
た
と
え
ば
竃
・
図
・
類
書
α
日
㊤
口
の
如
き
は
ハ
ゥ
サ
農

民
層
も
ま
た
フ
三
と
利
害
壼
に
し
て
い
た
と
主
張
し
て
い
如

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

　
も
と
も
と
、
ハ
ウ
サ
に
お
け
る
イ
ス
ラ
ム
受
容
は
折
衷
的
な
性
格
を
帯
び
て
い
た
が
、
ウ
ス
マ
ー
ン
の
改
革
運
動
は
そ
れ
ら
に
対
す
る
ジ
ハ

ー
ド
と
し
て
具
体
化
し
、
Ω
o
げ
騨
に
お
け
る
拠
点
∪
。
σ
q
鉱
か
ら
の
追
放
は
儒
徒
か
ら
は
ヒ
ジ
ュ
ラ
ミ
、
§
（
聖
遷
Y
と
解
さ
れ
同
時
に
ミ
§
§
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

象
㍗
§
蔑
ミ
§
§
（
信
仰
の
指
導
者
）
に
擁
立
さ
れ
た
。
ウ
ス
マ
ー
ン
の
ジ
ハ
ー
ド
宣
言
の
冒
頭
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
正
義
に
も
と
つ
く
支

配
は
イ
ジ
マ
ー
爵
§
翫
（
意
見
の
一
致
）
に
よ
る
義
務
で
あ
る
。
悪
の
禁
止
は
イ
ジ
マ
ー
に
よ
る
義
務
で
あ
る
。
異
教
徒
の
地
か
ら
の
ヒ
ジ
ュ

ラ
は
イ
ジ
マ
ー
に
よ
る
義
務
で
あ
る
。
信
仰
へ
の
加
担
は
イ
ジ
マ
ー
に
よ
る
義
務
で
あ
る
。
亀
ミ
ミ
勲
㍗
ミ
ミ
ぎ
§
§
の
選
出
は
イ
ジ
マ
ー
に
よ

る
義
務
で
あ
る
。
そ
し
て
彼
と
そ
の
代
理
に
対
す
る
服
従
は
イ
ジ
マ
ー
に
よ
る
義
務
で
あ
る
。
ジ
ハ
…
ド
の
遂
行
は
イ
ジ
マ
ー
に
よ
る
義
務
で

あ
る
…
…
。

　
こ
の
宣
言
に
は
さ
ら
に
イ
ス
ラ
ム
へ
の
敵
対
者
を
五
段
階
に
分
け
ミ
多
感
鷺
ミ
（
迫
害
者
）
、
ミ
ー
竈
§
書
嵐
び
ぎ
（
忌
寸
者
）
、
ミ
ー
§
嬉
ぎ
§
§
ミ
§
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

（
堕
落
者
）
、
匙
㍗
§
§
、
君
蔑
鋤
ミ
（
背
教
者
）
そ
し
て
ミ
漏
ミ
…
良
（
異
教
徒
〉
に
対
す
る
戦
い
を
イ
ジ
マ
ー
に
よ
る
義
務
と
し
て
い
る
ゆ
こ
う
い

っ
た
ジ
ハ
ー
ド
直
前
に
お
け
る
ハ
ウ
サ
地
方
の
宗
教
的
混
乱
状
態
は
、
ウ
ス
マ
ー
ン
の
運
動
の
根
拠
を
フ
ラ
ニ
対
ハ
ウ
サ
と
い
う
部
族
的
対
立
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に
求
め
る
こ
と
を
困
難
に
す
る
の
で
あ
り
、
そ
の
事
構
は
ウ
ス
マ
ー
ン
の
第
一
子
ム
ハ
ン
マ
ド
・
べ
ρ
寓
昌
騨
目
日
ρ
解
し
d
⑦
　
o
の
「
ボ
ル
ヌ

しd

遠
?
に
対
す
る
攻
撃
の
最
初
の
段
階
で
、
遊
牧
民
た
ち
は
戦
利
品
を
得
る
や
否
や
帰
散
し
て
し
ま
い
、
そ
の
の
ち
軍
隊
は
弱
少
に
な
っ
て

し
ま
・
晦
」
と
い
う
記
述
の
と
お
り
・
叢
フ
ラ
ユ
の
参
加
の
仕
方
も
お
義
た
の
で
あ
る
・

　
ウ
ス
マ
ー
ン
の
ジ
ハ
ー
ド
の
経
過
に
つ
い
て
は
、
口
・
｝
ω
・
｝
o
げ
⇔
。
。
8
昌
や
冒
・
U
霧
け
に
詳
し
く
、
本
稿
で
は
そ
の
概
略
を
記
し
て
お
こ

う
。
か
れ
は
U
①
σ
q
巴
か
ら
の
ヒ
ジ
ュ
ラ
の
の
ち
ハ
ウ
サ
地
方
の
酉
北
辺
境
を
移
動
し
た
が
、
壌
Φ
σ
σ
一
東
方
の
　
○
≦
窪
α
偏
を
拠
点
と
し
て

O
o
げ
貫
図
Φ
げ
玄
そ
し
て
甫
g
胃
。
σ
q
の
連
合
軍
を
撃
退
し
、
さ
ら
に
○
芝
ρ
⇔
9
に
囲
壁
を
設
け
て
以
後
の
ジ
ハ
ー
ド
の
基
地
と
し
た
。
そ
し

て
一
八
〇
五
年
に
国
Φ
げ
ぼ
の
首
邑
を
占
領
し
、
次
い
で
N
ρ
旨
賞
養
か
ら
N
胃
貯
を
征
服
、
一
八
〇
七
年
頃
暮
ω
ぎ
ρ
、
一
八
○
八
年
∪
帥
負
ρ
、

O
o
σ
貯
を
征
服
、
さ
ら
に
中
央
ス
ー
ダ
ン
の
チ
ャ
ド
○
匿
α
盆
地
の
強
大
な
イ
ス
ラ
ム
国
家
ボ
ル
ヌ
b
d
o
諺
β
に
侵
攻
し
、
一
八
〇
九
年
に
は

国
雪
。
を
征
服
し
た
。
か
く
し
て
、
ジ
ハ
ー
ド
に
よ
る
征
服
の
結
果
ウ
ス
マ
ゴ
ン
が
得
た
領
域
は
、
旧
聞
ウ
サ
諸
国
家
の
範
囲
を
越
え
、
さ
ら

に
東
は
諺
仙
ρ
葺
勲
≦
ρ
山
地
、
南
は
ニ
ジ
ェ
ル
河
以
南
の
ヨ
ル
バ
磯
。
摂
び
帥
地
方
に
も
達
し
た
。

　
こ
の
新
し
い
政
治
的
領
域
ー
フ
ラ
ニ
「
帝
国
」
　
（
そ
の
統
治
は
ま
た
首
邑
の
名
称
を
と
り
ω
o
犀
0
8
0
ρ
出
や
冨
富
と
も
称
さ
れ
る
）
1
は
、

以
下
の
よ
う
な
構
造
を
持
っ
て
い
た
。
ジ
ハ
ー
ド
の
起
点
で
あ
る
旧
ハ
ウ
サ
王
国
の
O
o
げ
F
N
僧
臼
融
H
僧
国
①
げ
瓢
の
一
二
者
は
解
体
さ
れ
併
わ
せ

て
新
し
い
核
心
地
域
を
形
成
す
る
こ
と
に
な
る
。
遊
牧
民
の
キ
ャ
ン
。
フ
地
で
あ
っ
た
ω
○
吋
。
汁
○
に
囲
壁
を
設
け
た
首
都
建
設
も
そ
の
意
図
の
表

現
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
ω
○
ぽ
0
8
と
○
芝
§
含
と
は
共
に
領
域
の
中
心
と
な
っ
た
（
ウ
ス
マ
ー
ン
の
死
後
、
そ
の
領
域
は
東
西
に
二
分
さ

れ
そ
れ
ぞ
れ
首
都
と
す
る
ソ
コ
ト
「
帝
国
」
と
グ
ワ
ン
ド
ゥ
「
帝
国
」
と
が
両
立
し
た
）
。
旧
ハ
ウ
サ
王
国
の
う
ち
国
恥
勇
ρ
囚
霧
ω
貯
P
N
霞
β

に
お
い
て
は
ハ
ウ
サ
支
配
層
が
追
放
さ
れ
た
が
、
旧
来
の
国
家
構
造
は
フ
ラ
ニ
の
エ
ミ
ー
ル
§
N
ミ
が
支
配
す
る
エ
ミ
レ
ー
ト
馬
ミ
受
ミ
馬
の
形

態
を
と
り
存
続
し
た
。
ま
た
新
た
な
エ
ミ
レ
ー
ト
が
南
東
の
朝
暮
。
ぼ
台
地
に
切
窪
。
ぼ
”
O
o
旨
げ
ρ
竃
訪
露
、
東
の
》
留
旨
ρ
芝
9
山
地
に

》
α
p
8
ρ
≦
2
冨
郎
鼠
が
形
成
さ
れ
た
。
南
部
で
は
¢
d
O
H
σ
q
目
王
国
が
解
体
さ
れ
ヨ
ル
バ
地
方
に
ロ
。
ユ
P
い
跳
ρ
σ
q
ど
℃
繋
Φ
α
q
α
Q
一
の
エ
ミ
レ
ー
ト
が
、

北
部
で
は
サ
ハ
ラ
の
オ
ア
シ
ス
｝
α
巴
①
。
・
を
中
心
と
し
た
諺
淳
の
エ
ミ
レ
…
ト
が
形
成
さ
れ
た
。
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政
教
不
可
分
の
首
長
（
シ
ャ
イ
ク
客
層
慧
や

ス
ル
タ
ン
養
ミ
§
㊥
と
も
称
さ
．
れ
る
）
に
よ
り

統
轄
さ
れ
た
フ
ラ
ニ
「
帝
国
」
は
、
諸
エ
ミ
レ

ー
ト
の
連
邦
の
形
態
を
と
り
必
ず
し
も
集
権
的

な
支
配
が
貫
徹
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
二

「
帝
国
」
分
立
時
代
に
は
、
ソ
コ
ト
「
帝
国
」

に
お
い
て
は
フ
ラ
ニ
の
シ
ャ
イ
ク
や
エ
ミ
ー
ル

に
対
す
る
ハ
ウ
サ
の
旧
勢
力
の
抵
抗
は
国
Φ
げ
三

や
O
o
げ
跨
に
お
い
て
顕
著
で
あ
り
、
さ
ら
に
首

都
か
ら
西
方
わ
ず
か
数
十
キ
ロ
に
も
≧
σ
Q
8
σ
q
q

の
小
政
治
勢
力
の
抵
抗
が
認
め
ら
れ
た
。
ま
た

北
方
に
逃
れ
た
旧
囚
葺
ω
冒
ρ
王
国
の
ハ
ウ
サ

支
配
下
は
新
た
に
蜜
錠
帥
象
王
国
を
建
て
た
が
、

そ
の
王
に
と
っ
て
は
フ
ラ
ニ
に
対
す
る
抵
抗
が

至
命
で
あ
り
そ
の
外
征
が
国
家
の
最
大
の
行
事

　
　
　
⑬

で
あ
っ
た
。
N
聡
智
の
場
合
も
事
情
が
良
く
似

て
お
り
南
の
N
自
げ
ρ
山
地
へ
逃
れ
た
支
配
層
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

＞
9
宣
王
国
を
建
設
し
抵
抗
を
つ
づ
け
た
。

グ
ワ
ン
ド
ゥ
「
帝
国
」
の
場
合
は
ニ
ジ
ェ
ル
西
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岸
に
ヒ
づ
自
σ
q
漏
の
反
フ
ラ
ニ
勢
力
が
介
在
し
た
た
め
に
領
域
の
南
北
が
分
断
さ
れ
る
事
情
と
、
ヌ
ペ
客
毛
Φ
や
ヨ
ル
バ
と
い
っ
た
異
部
族
の
エ

ミ
レ
ー
ト
を
抱
え
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
支
配
は
い
っ
そ
う
緩
慢
と
な
り
、
各
エ
ミ
レ
ー
ト
へ
の
貢
納
を
強
要
す
る
た
め
の
軍
事
行
動
が
よ
う

や
く
可
能
と
い
う
制
限
さ
れ
た
支
配
統
治
に
と
ど
ま
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

　
こ
う
し
た
領
域
統
治
の
内
部
的
・
外
部
的
な
要
因
に
よ
る
不
安
定
性
を
克
服
す
る
た
め
に
、
イ
ス
ラ
ム
国
家
織
ミ
窺
㍗
艀
薪
§
の
建
設
を
意

図
し
た
試
み
は
、
た
と
え
ば
ソ
コ
ト
「
帝
国
」
の
初
代
シ
ャ
イ
ク
切
①
ぎ
の
積
極
的
な
噛
、
趨
ミ
建
設
に
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
腸
壁
を
設
け
た

町
｝
§
§
の
建
設
も
同
時
に
着
手
さ
れ
た
が
、
い
器
け
は
こ
れ
ら
を
明
ら
か
に
初
期
イ
ス
ラ
ム
帝
国
に
お
け
る
故
事
を
模
倣
し
踏
襲
し
た
も
の

　
　
　
　
⑮

と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
か
つ
て
ベ
ド
ウ
ィ
ン
の
定
住
化
・
イ
ス
ラ
ム
化
を
計
っ
た
と
同
様
、
こ
れ
ら
の
置
客
“
や
ぎ
験
詰
の
建
設
は
遊
牧

フ
ラ
ニ
の
定
着
を
意
図
し
て
い
た
。
そ
の
内
部
に
は
モ
ス
ク
、
　
コ
…
ラ
ン
学
校
を
配
置
し
、
イ
マ
；
ム
§
ミ
ミ
　
（
礼
拝
の
長
）
、
カ
ー
デ
ィ

ミ
ミ
（
裁
判
官
）
、
マ
ラ
ブ
ー
§
§
、
S
。
ミ
（
説
教
師
）
が
居
住
し
そ
こ
で
は
イ
ス
ラ
ム
法
器
§
、
刷
．
ミ
が
適
用
さ
れ
、
フ
ラ
ニ
や
ハ
ゥ
サ
を
イ
ス

ラ
ム
共
同
体
濤
§
勘
、
＆
に
繰
り
込
む
機
能
が
果
さ
れ
た
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
ら
は
各
地
の
反
乱
・
抵
抗
に
対
す
る
軍
事
的
防
衛
の
役
割
を
も
果
し

た
が
、
そ
の
た
め
○
○
σ
淳
に
対
し
て
は
ピ
a
貯
σ
陸
ρ
ω
ぼ
ロ
ρ
犀
2
囚
乏
二
幅
。
が
北
方
に
、
N
9
目
忌
事
に
対
し
て
は
じ
d
ρ
閥
葭
2
0
片
口
a
が
o
Q
o
閃
◎
8

の
南
西
に
、
囚
Φ
げ
三
に
対
し
て
菊
啓
，
峡
谷
の
リ
ッ
ジ
上
に
ω
蕾
ヨ
。
が
、
南
に
は
同
鈴
白
び
ρ
妻
①
一
な
ど
の
“
、
き
ミ
が
位
置
し
た
の
で
あ
る
。

3
フ
ラ
ニ
「
帝
国
」
の
領
域
構
造

　
ジ
ハ
ー
ド
に
よ
る
征
服
に
も
と
づ
い
て
成
立
し
た
政
治
的
領
域
の
支
配
は
、
一
種
の
二
重
構
造
の
形
態
が
と
ら
れ
た
が
、
ソ
コ
ト
「
帝
国
」

を
例
に
と
る
と
そ
の
実
態
は
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
各
々
の
エ
ミ
レ
ー
ト
に
お
い
て
は
ジ
ハ
…
ド
の
指
揮
者
が
エ
ミ
ー
ル
に
就
任
し
、
さ
ら
に

そ
の
後
継
者
は
エ
ミ
ー
ル
の
家
系
の
中
か
ら
選
出
さ
れ
る
に
至
っ
て
世
襲
的
な
支
配
階
層
が
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
。
し
か
し
、
干
・
・
ー
ル
の
選

出
は
首
都
の
シ
ャ
イ
ク
を
補
弼
す
る
大
臣
ミ
暗
ミ
の
承
認
を
通
し
て
シ
ャ
イ
ク
の
最
終
的
な
承
諾
を
要
し
た
。
　
シ
ャ
イ
ク
は
実
際
に
エ
ミ
ー

ル
廃
位
の
権
限
を
有
し
て
お
り
、
そ
う
い
っ
た
例
は
統
治
の
緩
慢
な
グ
ワ
ン
ド
ゥ
「
帝
国
」
に
お
い
て
す
ら
属
毛
③
の
エ
ミ
：
ル
退
位
に
見
ら

れ
、
ま
た
ソ
コ
ト
「
帝
国
」
に
お
い
て
も
N
鴛
㌶
の
エ
ミ
ー
ル
は
一
八
五
三
、
七
一
、
　
八
一
、
八
八
の
各
年
に
退
位
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
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⑯る
。
大
臣
は
シ
ャ
イ
ク
の
親
族
や
寵
臣
が
任
命
さ
れ
て
、
シ
ャ
イ
ク
と
エ
ミ
ー
ル
と
の
仲
介
を
務
め
た
。
シ
ャ
イ
ク
に
対
す
る
エ
ミ
ー
ル
の
義

務
は
年
二
度
潔
癖
㍗
ぎ
α
釣
と
ミ
点
－
韻
ミ
の
イ
ス
ラ
ム
の
大
祭
・
小
祭
の
際
首
都
へ
の
参
勤
と
貢
納
と
で
あ
っ
た
。
貢
納
の
徴
集
は
大
臣
に

監
督
の
責
務
が
あ
り
、
怠
慢
な
エ
ミ
ー
ル
に
は
軍
を
派
遣
し
強
制
的
な
徴
集
を
行
っ
た
。
各
エ
ミ
レ
ー
ト
か
ら
送
ら
れ
た
貢
納
品
に
つ
い
て
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

八
二
〇
年
代
に
ハ
ウ
サ
地
方
に
入
っ
た
顕
・
Ω
竜
b
Φ
喜
O
p
の
記
述
か
ら
拾
え
ば
、
ウ
マ
・
子
安
貝
貨
8
き
遣
・
綿
布
（
学
僧
昌
。
）
、
奴
隷
（
匪
◎
－

四
営
9
≦
ゆ
）
、
奴
隷
。
子
安
貝
貨
（
N
錠
凝
固
N
騨
白
鍵
養
）
、
奴
隷
∵
鉛
鉱
石
（
回
ρ
①
犀
。
げ
ρ
）
、
ウ
マ
・
雄
牛
・
奴
隷
（
国
営
象
σ
q
㊤
”
国
緯
p
σ
q
漏
攣
り
N
ρ
O
巳
日
出
）
、

奴
隷
・
子
安
貝
貨
・
綿
布
（
囚
鉢
。
。
ぎ
ρ
）
、
雄
牛
・
ヒ
ツ
ジ
・
ラ
ク
ダ
・
綿
布
（
街
α
①
が
6
巴
9
勲
）
の
ご
と
く
で
あ
る
。
ま
た
一
九
五
〇
年
代
の
探

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

検
家
韻
・
切
轟
轟
の
記
録
に
も
、
N
寒
声
か
ら
ウ
マ
三
〇
頭
・
長
上
衣
五
〇
〇
蒼
・
子
安
貝
貨
二
〇
〇
万
個
、
国
憲
ω
貯
ρ
か
ら
子
安
貝
貨
八
○

万
個
・
種
馬
一
頭
が
ソ
コ
ト
に
納
め
ら
れ
た
と
あ
る
。
こ
う
し
た
記
述
か
ら
も
、
各
エ
ミ
レ
…
ト
の
地
方
的
特
色
や
勢
力
の
大
小
、
さ
ら
に
中

央
へ
の
帰
属
の
仕
方
の
変
差
を
う
か
が
う
こ
と
が
可
能
な
の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
エ
ミ
レ
ー
ト
の
内
部
に
属
国
が
存
在
す
る
例
も
み
ら
れ
た
が
、
こ
れ
ら
の
属
国
は
旧
ハ
ウ
サ
王
国
時
代
に
既
に
存
在
し
て
お
り
、

ジ
ハ
…
ド
に
際
し
ウ
ス
マ
ー
ン
の
直
接
の
種
下
に
参
加
が
お
く
れ
、
後
に
エ
ミ
ー
ル
と
な
る
指
揮
者
の
傘
下
に
属
す
る
こ
と
に
よ
り
新
体
制
の

エ
ミ
レ
ー
ト
内
で
属
国
に
と
ど
ま
る
例
が
多
か
っ
た
。
そ
し
て
エ
ミ
レ
ー
ト
内
に
お
け
る
属
国
の
自
律
性
は
エ
ミ
レ
ー
ト
の
首
邑
と
の
近
接
の

度
合
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
例
え
ば
N
胃
置
エ
ミ
レ
・
ー
ト
の
場
合
は
匂
Φ
ヨ
舞
P
U
o
殴
。
鴎
P
宮
霧
ω
錠
騨
≦
9
図
≦
o
ヰ
○
鳩
譲
Φ
曲
の
三
属
国

が
南
部
の
べ
ヌ
エ
ヒ
d
Φ
口
肖
Φ
川
に
面
し
大
き
な
領
域
を
有
し
相
対
的
な
独
立
性
を
示
し
て
い
た
。
　
い
っ
ぽ
う
郷
倉
近
傍
の
国
p
甘
岳
”
国
ρ
癖
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

弼
暮
涛
一
三
ρ
σ
Q
至
重
9
い
霧
ρ
U
煽
毎
ヨ
の
各
属
国
は
独
立
性
を
失
い
領
域
規
模
も
小
さ
く
限
定
さ
れ
た
。
属
国
の
首
長
は
主
な
リ
ネ
ェ
ジ
長
で

構
成
さ
れ
る
評
議
会
に
お
い
て
選
出
後
、
エ
ミ
ー
ル
の
承
認
を
得
て
首
邑
で
即
位
式
を
行
っ
た
が
、
エ
ミ
ー
ル
は
そ
の
廃
位
権
を
保
持
し
た
。

エ
ミ
ー
ル
と
属
国
の
首
長
の
仲
介
と
し
て
エ
ミ
ー
ル
の
官
僚
神
§
が
や
は
り
属
国
の
貢
納
徴
集
の
責
務
を
負
っ
た
。
貢
納
と
し
て
は
奴
隷

一
〇
〇
人
が
期
待
さ
れ
た
が
、
奴
隷
狩
り
に
伴
う
兵
員
移
動
に
は
エ
ミ
ー
ル
の
承
認
が
必
要
と
さ
れ
、
貢
納
の
怠
慢
に
は
エ
ミ
ー
ル
に
よ
る
軍

事
的
制
裁
が
と
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
シ
ャ
イ
ク
と
エ
ミ
ー
ル
、
エ
ミ
ー
ル
と
属
国
首
長
、
と
の
間
に
は
首
長
の
選
出
や
廃
位
、
貢
納
の
シ

（40）　40



十九’匿紀西スーダンにおける政治的領域（赤阪）

ス
テ
ム
な
ど
に
お
い
て
梢
似
の
シ
ス
テ
ム
が
確
立
し
て
お
り
、
統
治
形
態
に
お
け
る
二
重
構
造
が
実
現
さ
れ
た
。
そ
し
て
ま
た
、
こ
れ
ら
の
地

方
分
権
的
な
政
治
組
織
を
支
持
す
る
官
僚
組
織
に
お
い
て
は
、
ほ
ぼ
園
圃
ウ
サ
王
国
の
そ
れ
が
フ
ラ
ニ
に
置
き
換
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
踏
襲
さ

れ
た
の
で
あ
る
。
一
九
〇
四
年
、
イ
ギ
リ
ス
に
よ
り
植
民
地
的
征
服
を
受
け
た
こ
の
政
治
的
領
域
に
お
い
て
新
た
な
植
民
地
政
策
と
し
て
の
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

接
統
治
営
象
お
簿
幻
巳
①
が
創
案
さ
れ
た
こ
と
は
す
で
に
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。

①
出
．
園
■
勺
巴
日
角
℃
（
6
b
っ
Q
Q
）
鱒
栖
職
ミ
ミ
題
§
ミ
9
誘
噛
守
無
目
㌍
恥
ミ
ミ
蕊
ミ
登
ミ
N
無
寧

　
篭
O
嵩
ω
亀
O
§
§
帰
塁
駄
」
臓
窺
幽
い
§
這
務
ミ
愚
融
呼
、
ミ
ミ
曽
薦
8
導
恥
O
＄
鯉
讐
騎
胸

　
§
ミ
ミ
ご
鷺
§
9
ミ
§
説
く
。
｝
曜
同
慶
凸
い
。
富
α
9
ド
．
犀
や
お
巽
噂

②
　
回
切
O
巳
＝
O
尻
話
し
ご
■
瓢
貸
富
斜
（
囲
Φ
窃
鼻
）
O
や
。
津
」
マ
①
Q
Q
■

③
回
鯉
崔
…
o
r
（
這
①
O
）
丙
暮
ω
μ
奉
鴨
ン
Q
σ
、
o
｛
餐
U
o
ω
o
詳
切
o
a
①
呂
曾
鑓
瞳
－

　
愚
ミ
”
　
＜
O
ド
蒔
㎝
。
や
b
二
Q
Q
ω
’

④
　
O
。
国
．
畷
O
憎
①
昌
（
ド
O
切
o
Q
）
　
国
さ
恥
ミ
無
O
、
ミ
㌻
賎
き
恥
津
ミ
画
塗
師
謡
O
ミ
ミ
贈
§
蜘
’

　
○
×
｛
O
H
恥
φ
嵩
貯
◆
勺
吋
Φ
ω
鞠
⇔
■
唱
。
8

⑤
8
き
切
断
が
N
霞
ご
を
中
心
に
ハ
ウ
サ
地
方
に
移
住
し
て
い
る
様
子
は
、

　
Ω
竜
℃
o
洋
。
昌
の
観
察
に
も
み
う
け
ら
れ
る
。
ρ
Ω
壱
唱
。
洋
o
P
（
一
。
。
N
り
）
智
N
い
？

　
謡
ミ
鼠
の
馬
8
ミ
国
肉
出
馬
ミ
蔵
O
δ
ご
駄
O
導
鴨
字
胤
ミ
焼
ミ
9
鼠
、
嚇
、
馬
ミ
．
い
O
嵩
畠
O
⇒
．
㌻

　
呂
ρ

⑥
ウ
入
マ
ー
ン
の
運
動
に
関
す
る
概
述
は
、
虫
に
つ
ぎ
の
論
考
を
利
用
し
た
。

　
冨
●
い
四
。
¢
漕
G
⑩
Φ
刈
）
§
馬
的
O
毎
ミ
O
G
ミ
愚
遵
ミ
3
H
σ
μ
二
㊤
昌
鎖
冴
8
H
《
o
Q
O
ユ
①
㏄
幽

　
U
O
轟
畠
O
戸
韻
．
｝
．
o
Q
．
匂
O
げ
コ
葺
O
P
（
一
り
α
“
）
§
馬
箏
乱
§
職
肉
こ
鷲
四
馬
駄
輌
O
神
ミ
0
9

　
U
9
己
9
ド
護
■
○
．
ω
諺
薙
げ
層
（
一
㊤
①
①
）
8
7
0
繁
7
ρ
山
O
㎞
ヨ
同
㊦
［
崔
畠
費
目
閃
0
9
0
”

　
ω
O
旨
Φ
娼
δ
げ
δ
ヨ
匂
。
，
掬
N
§
起
角
蝉
R
、
瞳
魯
鳶
ミ
ミ
圏
“
掛
．
同
「
駿
■
ピ
9
く
一
。
。
（
①
F
）
り

　
○
呂
h
O
同
q
d
昌
一
く
■
勺
「
①
ω
o
◎
。

⑦
い
◇
↓
ユ
営
ヨ
σ
窺
｝
同
磐
H
．
（
ド
ゆ
の
b
。
）
」
ミ
無
。
蔓
駄
寡
ミ
ミ
ミ
刷
目
鴇
奪
執
ミ
層

　
○
諸
断
O
円
鳥
d
「
コ
坤
く
・
娼
目
①
器
凸
や
H
㊤
Q
◎

⑧
軍
即
芝
巴
◎
影
干
．
（
お
⑦
O
）
｝
客
0
8
0
p
一
二
三
8
ぎ
h
。
弓
憎
。
努
葛
。
嵩
o
h

　
鑑
δ
男
巳
9
三
廿
げ
顔
汚
■
ミ
蕊
q
3
ω
獅
噛
喝
℃
．
b
o
Q
g
α
－
b
o
⑩
一
。

⑨
　
｝
・
O
お
O
ゴ
σ
o
琉
α
q
¢
O
の
①
）
8
プ
Φ
H
旨
ゆ
ロ
σ
旨
O
O
O
｛
H
ω
『
彰
O
P
＞
ω
‘
O
費
づ
O
ω
①

　
園
㊦
凱
σ
q
δ
ρ
q
二
一
く
．
O
囲
≦
僧
ω
炉
阿
鵠
σ
q
け
O
昌
℃
円
①
㎝
ω
◆
ω
①
錫
勺
＝
昌
昌
け

⑩
｝
U
．
峯
国
く
胃
、
（
ド
㊤
2
）
虐
同
。
≦
註
昌
α
q
暮
≧
二
＞
7
留
伽
雪
韓
》
窓
斧

　
巴
｛
O
。
。
け
O
O
h
離
δ
司
三
田
昂
｝
葺
畠
山
噛
智
翰
ミ
ζ
9
ミ
．
k
ぐ
受
累
世
起
坐
亀
O
ミ
噂
H
H
I
卜
。
．

　
唱
や
b
σ
ω
O
I
卜
3
腿
ρ

⑪
浮
島
、
電
』
き
歯
劇
b
。
。

⑫
｝
’
ρ
摩
ぎ
貯
α
q
冨
β
。
℃
。
簿
‘
唱
’
b
。
O
ρ

⑬
室
○
．
ω
邑
昏
（
口
荒
）
｝
国
窪
ω
p
図
ぎ
σ
q
α
。
導
“
冠
鎚
ρ
象
彰
徳
。
属
U
雪

　
切
P
ω
障
無
①
讐
H
o
◎
佃
蒔
一
刈
9
き
駄
琴
心
象
罵
ミ
嚇
粛
秘
O
ミ
偽
画
起
“
ぎ
嵐
矯
W
ひ
O
翁
ミ
曲
ミ
聴
O
・

　
司
O
戦
α
⑦
守
℃
レ
持
囚
P
σ
O
霞
鴇
（
①
畠
。
。
．
）
り
O
p
α
O
戸
唱
や
訟
。
◎
一
P

⑭
客
ρ
ω
巨
捗
ス
お
①
O
）
O
§
ミ
》
§
§
こ
§
§
鑓
§
“
℃
H
。
。
8
山
㊤
㎝
O
い
。
盈
象

　
や
同
9

⑯
ソ
8
周
置
ダ
。
や
簿
‘
毛
』
ω
ら
。
凸
G
。
避

⑯
軍
》
し
9
霧
8
ロ
。
や
簿
ご
℃
●
嵩
O
。

⑰
U
・
U
①
昌
磐
戸
卸
目
Ω
導
｝
）
亀
8
p
（
一
◎
。
卜
。
①
）
ン
ミ
a
馬
§
駄
日
、
憶
§
駐
§
蕊

　
b
騎
8
q
ミ
、
帖
題
画
鵠
宅
9
、
ミ
豊
、
鳶
§
周
回
O
ミ
畑
蔓
勘
、
ミ
識
ら
亀
．
U
O
コ
島
O
F
Q
コ
”
〉
蔑
鍵
ご
お

　
な
導
馬
ミ
偽
ミ
、
℃
〈
9
．
質
囲
．
出
巴
（
ぎ
冤
け
ω
O
O
δ
叶
矯
H
㊤
α
①
ワ
画
O
ω
）

⑮
　
目
国
象
含
（
回
。
。
＄
）
§
ミ
§
§
ミ
翌
鴇
ミ
ミ
蕊
§
さ
｝
．
ミ
§
ミ
G
§
讐
ミ

　
ミ
匿
偽
黛
、
㎏
恥
へ
℃
I
k
恥
団
団
．
く
O
ド
H
囲
轡
》
日
O
ド
H
④
唱
μ
同
㊤
Φ
9

⑱
ン
［
b
亀
o
Q
ヨ
雰
詳
（
6
①
O
）
o
℃
¶
O
津
こ
三
）
顧
刈
『
1
刈
㊤
．

41 （41）



⑳
い
葛
．
ピ
轟
鴛
9
（
一
霧
萌
）
§
馬
b
、
ミ
㍗
ぎ
ミ
ミ
馬
ご
8
．
愚
噛
ミ
ミ
喩
、
§
■

3

り
9
三
〇
二
℃
7
逡
あ
メ

ア
ル
・
ハ
ジ
・
ウ
マ
ル
に
よ
る
ジ
ハ
ー
ド
の
領
域
的
展
開

（42）　42

一
　
ジ
ハ
ー
ド
に
よ
る
征
服
領
域
の
形
成
と
そ
の
構
造

　
ア
ル
・
ハ
ジ
・
ウ
マ
ル
b
甲
財
ρ
昆
．
d
ヨ
錠
げ
・
ω
ρ
、
裁
↓
山
腹
は
、
十
八
世
紀
の
末
、
フ
ー
タ
・
ト
ロ
地
方
の
｝
δ
霞
に
生
ま
れ
、
そ
の
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

自
は
§
、
o
切
“
で
あ
り
、
父
も
カ
デ
ィ
ー
り
…
ヤ
派
の
マ
ラ
ブ
ー
で
あ
っ
た
。
ウ
マ
ル
自
身
は
、
し
か
し
、
当
時
ω
①
p
Φ
σ
q
螢
白
げ
β
地
方
に
流

布
し
は
じ
め
た
テ
ィ
ジ
ャ
ニ
ー
や
派
に
帰
依
し
、
一
八
二
六
年
に
は
メ
ッ
カ
巡
礼
に
立
っ
た
。
そ
し
て
ア
ラ
ビ
ア
半
島
に
お
け
る
テ
ィ
ジ
ャ
ニ

ー
や
派
カ
リ
フ
寒
ミ
§
の
蜜
昏
轡
二
郎
減
上
6
げ
ρ
一
一
に
師
事
し
、
帰
途
に
際
し
て
西
ス
ー
ダ
ン
に
お
け
る
テ
ィ
ジ
ャ
ニ
ー
や
派
の
カ
リ
フ

　
　
　
　
　
②

に
任
命
さ
れ
た
。
メ
ッ
カ
よ
り
の
帰
路
カ
イ
ロ
を
経
て
、
中
央
ス
ー
ダ
ン
の
ボ
ル
ヌ
切
。
翼
下
で
は
支
配
者
と
姻
戚
関
係
を
結
び
、
さ
ら
に
ソ

コ
ト
に
七
年
を
過
し
て
ジ
ハ
ー
ド
に
も
参
加
し
、
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ベ
ロ
の
娘
を
も
め
と
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
イ
ス
ラ
ム
国
家
の
支
配
層
と
の
姻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

戚
関
係
を
通
じ
て
す
で
に
帰
郷
の
前
に
、
ウ
マ
ル
は
宗
教
的
指
導
者
と
し
て
の
地
歩
を
固
め
て
い
た
と
い
え
る
。

　
ウ
マ
ル
の
セ
ネ
ガ
ン
ビ
ア
地
方
に
お
け
る
宗
教
的
権
威
の
確
立
過
程
は
切
・
○
・
9
霞
琶
賦
導
①
げ
営
の
研
究
に
詳
し
い
が
、
そ
れ
に
従
い
略
述

す
れ
ば
次
の
通
り
に
な
る
。
一
八
四
〇
年
フ
ー
タ
・
ト
μ
に
帰
る
や
否
や
、
　
フ
ー
タ
・
ジ
ャ
ロ
ン
に
移
り
、
そ
の
地
方
の
首
都
8
艮
げ
○
の

近
傍
U
図
。
σ
q
o
g
巳
6
に
ザ
・
ウ
ィ
や
翁
§
慧
建
設
を
行
っ
た
。
ミ
§
寒
は
も
と
も
と
、
北
ア
フ
リ
カ
で
は
十
三
世
紀
よ
り
ス
ー
フ
ィ
鴇
ミ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

マ
ラ
ブ
ー
に
よ
り
盛
ん
に
建
設
さ
れ
た
自
給
自
足
的
な
信
仰
共
同
体
組
織
で
あ
る
が
、
ウ
マ
ル
の
場
合
も
8
年
間
の
こ
の
U
団
①
σ
q
o
琶
犀
。
滞
在

期
間
に
信
奉
者
を
増
大
し
た
。
そ
し
て
、
既
存
の
カ
ー
デ
ィ
リ
ー
ヤ
に
属
す
る
フ
ー
タ
・
ジ
ャ
ロ
ン
支
配
階
層
と
の
対
立
が
深
刻
化
す
る
と
、

一
八
四
八
年
に
U
《
Φ
σ
Q
o
呂
犀
。
か
ら
ニ
ジ
ェ
ル
川
上
流
地
方
の
U
貯
σ
Q
三
戸
唄
へ
と
拠
点
を
移
し
た
が
、
そ
の
移
動
は
ジ
ハ
ー
ド
に
先
立
つ
ヒ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

ジ
ュ
ラ
と
し
て
信
奉
者
に
は
受
け
と
め
ら
れ
た
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
拠
点
に
お
い
て
、
ジ
ハ
ー
ド
に
備
え
る
目
的
で
積
極
的
に
交
易
活
動
を
行

い
、
大
西
洋
岸
の
Q
。
一
巽
舜
ピ
①
8
①
の
イ
ギ
リ
ス
交
易
基
地
や
、
図
δ
瓢
毒
。
辞
男
δ
男
8
σ
Q
霧
河
畔
の
フ
ラ
ン
ス
の
交
易
基
地
と
接
触
し
、



十九世紀西スーダンにおける政治的領域（赤阪）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

金
、
奴
隷
、
農
産
物
と
、
銃
、
火
薬
と
を
交
換
し
た
と
い
わ
れ
る
。

　
ウ
マ
ル
の
初
期
の
目
的
が
セ
ネ
ガ
ソ
ビ
ア
地
方
に
自
ら
の
理
想
と
す
る
よ
う
な
イ
ス
ラ
ム
神
権
国
家
を
樹
立
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
点
に
つ
い

て
は
、
そ
の
初
期
の
活
動
が
セ
ネ
ガ
ル
河
の
支
流
パ
フ
ィ
ン
切
畔
塗
同
σ
q
川
流
域
の
バ
ム
ブ
ク
じ
d
笛
旨
げ
巳
ハ
地
方
を
北
上
し
、
カ
ソ
囚
げ
霧
ω
o
地

方
か
ら
フ
ー
タ
ー
・
ト
ロ
へ
向
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
よ
り
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
ウ
マ
ル
の
場
合
は
前
章
の
ウ
ス
マ
：
ン
と
異
な
り
、
開
確
な
ジ

ハ
ー
ド
宣
言
が
既
成
の
イ
ス
ラ
ム
勢
力
に
対
し
て
許
せ
ら
れ
た
証
拠
は
残
っ
て
い
な
い
。
そ
れ
は
、
ウ
マ
ル
の
時
代
は
す
で
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
植

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

民
地
主
義
勢
力
と
の
軍
事
的
衝
突
に
必
然
的
に
巻
き
こ
ま
れ
、
し
た
が
っ
て
彼
は
両
面
の
敵
を
抱
え
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
だ
ろ
う
。

一
八
五
四
年
ウ
マ
ル
は
切
同
語
げ
三
ハ
に
侵
攻
さ
ら
に
囚
げ
霧
ω
○
に
進
み
、
一
八
五
五
年
に
フ
ラ
ン
ス
の
交
易
基
地
バ
ケ
ル
切
穿
ゆ
犀
露
を
襲
っ

た
。
そ
の
際
に
フ
ラ
ン
ス
に
対
し
て
貢
納
を
要
求
し
拒
否
の
場
合
に
攻
撃
す
る
の
戦
闘
宣
言
を
、
ジ
ハ
ー
ド
宣
言
と
認
め
る
説
も
あ
る
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

9
0
遷
三
遷
Φ
ぼ
コ
に
よ
れ
ば
そ
の
考
え
は
否
定
さ
れ
る
。
妾
蒔
、
　
フ
ラ
ン
ス
は
ア
ル
ジ
鵬
リ
ア
征
服
を
指
揮
し
た
U
・
自
民
爵
Φ
皆
①
を
セ
ネ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

ガ
ル
総
督
に
起
用
し
強
固
な
反
イ
ス
ラ
ム
政
策
を
と
り
、
セ
ネ
ガ
ル
川
上
流
に
メ
デ
ィ
ヌ
冒
①
山
置
①
砦
を
建
設
し
囚
げ
霧
の
。
を
う
か
が
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

ウ
マ
ル
と
フ
ラ
ン
ス
と
の
最
初
の
大
規
模
な
戦
闘
は
こ
の
砦
を
め
ぐ
っ
て
行
わ
れ
、
稜
墜
を
備
え
曲
射
砲
で
防
備
し
た
砦
を
、
一
八
五
七
年
一

万
五
千
の
ウ
マ
ル
軍
は
三
ケ
月
に
わ
た
り
攻
め
つ
づ
け
八
千
を
失
っ
た
あ
げ
く
撃
退
さ
れ
た
。
し
か
し
、
フ
ラ
ン
ス
側
の
記
録
に
は
、
ウ
マ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

軍
に
つ
い
て
、
　
「
彼
ら
は
あ
た
か
も
殉
死
の
よ
う
に
、
我
々
の
銃
火
に
向
か
っ
て
進
ん
で
く
る
」
と
そ
の
参
加
者
の
宗
教
的
情
熱
を
証
言
し
て

い
る
。
　
こ
の
敗
北
後
、
ウ
マ
ル
の
セ
ネ
ガ
ソ
ビ
ア
地
方
の
支
配
の
望
み
は
失
わ
れ
、
　
一
八
五
九
年
の
寓
霧
ρ
ヨ
と
○
寒
椿
鐸
の
フ
ラ
ン
ス
の

砦
の
攻
撃
を
最
後
に
、
ニ
ジ
ェ
ル
川
流
域
地
方
へ
転
進
し
た
。
ま
た
、
　
一
八
六
〇
年
に
は
フ
ラ
ン
ス
と
ウ
マ
ル
の
間
に
休
戦
協
定
が
肯
定
さ
れ
、

そ
の
主
内
容
は
互
い
の
勢
力
範
囲
の
境
界
を
セ
ネ
ガ
ル
川
と
パ
フ
ィ
ン
川
と
を
結
ぶ
線
に
設
定
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
ウ
マ
ル
の
ニ
ジ
ェ
ル
川
流
域
地
方
の
非
イ
ス
ラ
ム
諸
国
家
や
概
存
の
イ
ス
ラ
ム
国
家
の
征
服
の
過
程
を
略
述
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

す
で
に
一
八
五
五
年
、
ウ
マ
ル
は
カ
ー
ル
タ
聴
官
錠
鍵
地
方
へ
進
攻
し
て
い
る
が
、
従
来
そ
の
地
方
に
お
い
て
は
バ
ン
バ
ラ
ゆ
塑
日
げ
勲
蜜
族

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

に
よ
る
王
国
形
成
が
ω
①
σ
q
鐸
地
方
と
と
も
に
十
八
世
紀
よ
り
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
バ
ン
バ
ラ
王
国
内
で
は
イ
ス
ラ
ム
に
寛
容
で
あ

43　〈43）



⑬り
、
　
ニ
ジ
ェ
ル
河
畔
の
ω
①
σ
q
∬
｝
Φ
彦
ρ
ω
霞
ω
婁
象
口
σ
q
な
ど
の
商
業
都
市
に
お
い
て
は
イ
ス
ラ
ム
文
化
の
繁
栄
が
享
受
さ
れ
て
い
た
。
し
か

し
ウ
マ
ル
の
攻
撃
は
そ
う
し
た
事
情
を
斜
酌
す
る
こ
と
な
く
、
一
八
六
〇
年
嬢
《
ρ
ヨ
ぎ
p
ω
気
嵩
あ
ρ
口
α
ぎ
σ
q
を
陥
し
、
　
つ
い
で
㊥
o
σ
q
β
を
う
か

が
っ
た
。
ω
①
σ
q
口
は
北
方
の
マ
ッ
シ
ー
ナ
の
援
軍
を
得
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
八
六
一
年
に
陥
落
し
た
が
、
ウ
マ
ル
の
言
に
よ
れ
ば
、
　
「
ω
甲

話
露
山
貯
σ
q
や
ω
①
σ
Q
燭
の
住
民
は
異
教
徒
鳶
息
瞳
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
れ
ら
の
町
を
占
領
し
た
時
、
彼
ら
は
ま
だ
偶
像
崇
拝
を
お
こ
な
つ

　
　
⑭

て
い
た
」
と
し
て
こ
れ
ら
の
戦
い
が
正
当
化
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
マ
ッ
シ
ー
ナ
の
イ
ス
ラ
ム
国
家
の
諺
げ
旨
旨
蝿
朝
へ
の
攻
撃
に
進

ん
だ
際
、
マ
ッ
シ
ー
ナ
王
は
ウ
マ
ル
を
ム
ス
リ
ム
同
胞
に
対
す
る
攻
撃
の
ゆ
え
に
論
難
を
加
え
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ウ
マ
ル
は
ジ
ハ
ー
ド
の

論
理
で
論
駁
し
た
。
つ
ま
り
、
異
教
徒
の
ω
①
σ
q
q
と
同
盟
し
た
こ
と
、
さ
ら
に
ウ
マ
ル
じ
し
ん
の
権
威
へ
挑
戦
し
た
こ
と
の
二
点
に
よ
り
、
「
た

と
え
ム
ス
リ
ム
で
あ
る
と
い
っ
て
も
、
異
教
徒
の
み
が
す
る
行
為
を
犯
し
た
こ
と
に
よ
り
異
教
徒
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
跨
げ
日
ρ
身
が
イ
ス
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

ム
に
改
宗
し
た
と
主
張
し
て
い
る
人
々
も
ま
た
異
教
徒
で
あ
る
」
と
返
答
し
て
い
る
。
か
く
し
て
、
一
八
六
二
年
マ
ッ
シ
ー
ナ
を
征
服
、
翌
年

さ
ら
に
臣
8
び
三
群
目
に
貢
納
を
要
求
す
る
に
至
り
、
こ
の
時
点
で
ウ
マ
ル
の
獲
得
し
た
支
配
領
域
は
、
西
は
U
ぢ
σ
q
巳
蜜
嘱
か
ら
東
は
マ
ッ
シ

ー
ナ
に
至
っ
た
。

　
園
・
輯
ε
♂
の
見
解
で
は
、
こ
の
広
大
な
空
間
を
統
合
す
る
紐
帯
が
、
　
テ
ィ
ジ
ャ
ニ
ー
ヤ
と
し
て
の
宗
教
的
連
帯
感
と
ウ
マ
ル
の
権
威
に
対

す
る
忠
誠
に
あ
・
た
こ
と
は
疑
い
は
な
喰
し
か
し
な
が
ら
・
そ
の
領
域
の
支
配
統
治
は
必
ず
し
も
安
定
し
た
も
の
と
は
い
え
な
か
・
た
の
で

あ
り
、
実
際
に
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
形
態
が
と
ら
れ
た
。
ジ
ハ
ー
ド
に
よ
る
征
服
を
続
行
す
る
過
程
で
は
、
征
服
地
は
軍
管
区
的
性
格
を
必
然
的

に
帯
び
た
が
、
　
一
八
五
五
年
国
ρ
鴛
富
地
方
を
支
配
し
た
時
点
で
は
、
　
渓
。
巳
巴
窮
蔓
》
U
す
h
o
鐸
⇔
o
ξ
囚
ρ
出
銭
①
ヨ
ρ
鴫
。
σ
q
巳
H
ρ
O
ぴ
一
9
℃

図
ρ
舘
掌
b
d
旨
ρ
Q
忍
目
。
畠
○
郎
養
・
U
昼
σ
q
O
胃
壁
ρ
b
d
㊤
｝
臼
。
毎
6
郎
の
九
地
区
が
、
そ
れ
ぞ
れ
軍
事
指
揮
官
と
し
て
の
ミ
さ
“
支
配
に
委
ね
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

れ
、
そ
れ
を
瓢
δ
8
の
巴
鑓
O
導
霞
が
統
轄
し
て
い
た
。
つ
い
で
ω
Φ
σ
Q
ロ
王
国
を
征
服
す
る
や
そ
れ
を
五
分
し
、
そ
れ
ぞ
れ
を
主
要
な
軍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

団
（
後
述
す
る
）
の
支
配
に
委
ね
た
。
さ
ら
に
、
征
服
が
一
応
修
了
し
た
段
階
に
は
、
そ
の
支
配
領
域
全
体
は
十
二
の
州
箕
。
＜
B
8
に
分
割

さ
れ
た
が
、
そ
れ
ら
は
西
よ
り
U
貯
σ
q
三
蓼
団
（
首
邑
も
同
名
称
）
切
ρ
雪
σ
q
（
銀
。
§
象
窪
Y
9
ρ
毒
忌
σ
q
（
竃
。
霞
σ
Q
o
巳
9
）
”
屑
疑
惑
昌
σ
q
～
図
星
二
甲

（44）　44
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切
藁
。
（
司
㌶
ρ
び
8
α
q
8
Y
切
星
野
げ
。
環
⇔
o
詳
図
ρ
霞
3
（
冥
。
吋
o
y
U
冠
｛
o
憎
き
戸
U
δ
ヨ
げ
。
ズ
げ
。
（
図
。
巳
鋳
ρ
邑
匂
囚
p
巳
母
。
日
ρ
U
一
員
ρ
ω
①
σ
q
岱
（
ω
o
鵯
Y

　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

の
十
二
が
あ
げ
ら
れ
る
。
各
々
に
は
什
。
巴
○
切
仙
階
層
よ
り
出
た
首
長
が
置
か
れ
た
が
、
こ
れ
ら
の
州
の
領
域
設
定
に
は
旧
来
の
地
方
的
な
政
治

領
域
が
踏
襲
さ
れ
た
こ
と
は
明
白
で
あ
り
、
ま
た
た
と
え
ば
穴
㊤
胃
＄
と
民
器
簿
甲
切
言
①
と
の
問
に
黒
い
小
石
の
境
界
が
敷
か
れ
た
と
い
う

　
　
　
　
　
　
　
⑳

事
実
が
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
行
政
区
域
の
画
定
へ
の
意
欲
を
も
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
前
章
の
ウ
ス
マ
ー
ン
の
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

合
と
同
様
に
、
領
域
の
防
衛
・
治
安
の
確
保
を
意
図
し
た
蕊
ぴ
＆
が
戦
略
的
重
要
地
点
に
建
設
さ
れ
た
が
、
そ
の
主
要
な
も
の
を
挙
げ
る
と

切
ρ
旨
σ
郎
犀
地
方
の
囚
O
自
昌
象
取
零
、
函
搾
餌
地
方
の
筈
。
蓉
σ
q
O
巳
勲
、
国
犀
ρ
ω
ω
○
地
方
の
囚
○
巳
ρ
閃
鍵
ざ
ω
ρ
び
。
郎
ω
冒
Φ
、
囚
螢
霞
蜜
地
方
の
緊
δ
吋
。

な
ど
で
あ
り
、
こ
の
中
に
は
州
の
首
邑
も
含
ま
れ
る
場
合
が
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
こ
の
よ
う
な
支
配
領
域
の
安
定
を
求
め
る
努
力
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
以
下
に
略
述
す
る
よ
う
な
ウ
マ
ル
の
運
動
が
当
初
か
ら

抱
え
て
い
た
内
部
的
矛
盾
の
ゆ
え
に
、
ト
ゥ
ク
ロ
ル
「
帝
国
」
の
瓦
解
も
早
か
っ
た
の
で
あ
る
。

2
　
ト
ゥ
ク
ロ
ル
「
帝
国
」
の
内
外
的
矛
盾

・
・
。
毒
壼
①
喜
は
ウ
マ
ル
の
率
い
た
運
動
に
参
加
し
た
人
々
を
二
類
型
に
区
分
し
て
い
勉
つ
ま
り
・
理
想
的
な
イ
ス
ラ
ム
の
復
興
に
献

身
す
る
第
一
の
タ
イ
プ
に
対
し
、
第
二
の
タ
イ
プ
は
イ
ス
ラ
ム
改
革
よ
り
も
む
し
ろ
フ
…
タ
・
ト
ロ
社
会
の
拡
大
を
考
え
る
第
二
の
タ
イ
プ
が

設
定
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
後
者
は
元
来
狭
小
な
セ
ネ
ガ
ル
河
谷
を
居
住
地
と
す
る
ト
ゥ
ク
ロ
ル
族
に
と
っ
て
文
化
的
伝
統
と
も
い
う
べ
き
移
住

の
延
長
線
に
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
宗
教
的
情
熱
に
か
ら
れ
て
参
加
し
た
人
々
の
存
在
は
無
視
で
き
な
い
の
は
い
う
ま
で
も
な

い
。
し
か
し
、
ウ
マ
ル
の
運
動
の
軍
事
的
側
面
の
分
析
す
れ
ば
、
第
二
の
型
を
過
少
評
価
し
無
視
す
る
の
は
危
険
で
あ
ろ
う
。
と
い
う
の
は

∪
図
Φ
α
Q
O
話
吋
。
や
U
旨
σ
q
巳
青
図
の
§
§
隻
蟄
に
お
け
る
軍
事
力
養
成
の
時
期
に
お
い
て
、
ウ
マ
ル
の
積
極
的
な
支
持
者
は
フ
ー
タ
・
ト
ロ
よ

り
参
集
し
た
ミ
巷
“
階
層
で
あ
り
、
彼
ら
は
お
の
お
の
故
郷
に
お
い
て
形
成
し
て
い
た
地
縁
的
ク
ラ
ン
に
も
と
づ
き
ウ
マ
ル
軍
の
小
隊
を
形
成

し
た
の
で
あ
っ
た
。
ウ
マ
ル
の
軍
隊
構
成
は
、
こ
う
し
た
地
域
集
団
に
基
礎
を
置
く
軍
団
か
ら
な
り
、
初
期
に
は
次
の
五
軍
団
が
数
え
ら
れ
て

　
㊧

い
た
。
フ
ー
タ
・
ト
ロ
地
方
の
累
、
○
葺
曾
峯
お
切
○
ω
ω
巴
2
＜
『
o
H
α
q
O
出
身
者
か
ら
な
る
軍
団
、
財
ぎ
σ
①
地
方
の
い
ρ
9
霜
げ
㌶
σ
㊦
の
軍
団
、
目
。
門
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し
d
o
昌
山
郎
地
方
出
身
老
の
軍
団
、
　
フ
ー
タ
・
ト
ロ
、
　
ハ
ウ
サ
地
方
の
フ
ラ
三
族
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
近
衛
軍
団
、
そ
し
て
フ
…
タ
・
ト
律
地
方

の
指
導
者
の
巴
貯
d
竜
子
窪
の
軍
団
、
が
そ
れ
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
征
服
の
進
展
と
と
も
に
異
部
族
も
傘
下
に
入
り
、
ま
た
フ
ー
タ
・
ジ

ャ
ロ
ン
地
方
の
フ
ラ
ニ
族
の
多
数
の
参
加
が
見
ら
れ
た
が
、
そ
れ
ら
は
各
軍
団
の
い
ず
れ
か
に
編
入
さ
れ
た
。
ウ
マ
ル
軍
の
構
成
に
お
い
て

ミ
N
さ
縣
は
銃
装
の
騎
兵
と
し
て
そ
の
中
核
と
な
り
、
フ
ラ
ニ
も
予
備
騎
兵
隊
を
組
織
し
た
が
、
新
た
に
イ
ス
ラ
ム
に
改
宗
し
た
被
征
服
民
は
歩

　
　
　
　
　
⑳

兵
を
構
成
し
た
。
ま
た
、
囚
舞
洋
ρ
攻
略
の
際
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
軍
事
的
危
機
の
際
に
は
、
フ
ー
タ
・
ト
ロ
、
フ
…
タ
・
ジ
ャ
ロ
ン
地
方
か

ら
援
軍
が
派
遣
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
ウ
マ
ル
の
ジ
ハ
…
ド
に
お
け
る
軍
事
活
動
は
、
フ
ー
タ
・
ト
ロ
地
方
の
地
域
的
集
団
と
社
会

階
層
と
か
ら
な
る
社
会
構
成
を
、
そ
の
ま
ま
移
譲
し
た
形
で
行
わ
れ
た
と
い
う
の
も
過
言
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
ま
た
、
広
大
な
領
域

を
形
成
後
に
お
い
て
も
、
そ
の
支
配
統
治
の
シ
ス
テ
ム
は
＆
§
b
び
魯
ミ
識
隷
階
層
の
起
用
に
み
ら
れ
る
ご
と
く
、
故
地
で
あ
る
フ
ー
タ
・
ト
ロ

の
社
会
構
成
を
受
け
つ
ぐ
こ
と
に
よ
っ
て
完
成
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

　
し
か
る
に
、
ウ
マ
ル
の
あ
ま
り
に
早
過
ぎ
た
天
逝
が
、
そ
の
「
帝
国
」
が
抱
え
て
い
た
内
外
的
混
乱
を
い
っ
そ
う
助
長
さ
せ
た
。
彼
は
マ
ヅ

シ
：
ナ
の
ム
ス
リ
ム
・
フ
ラ
ニ
の
反
乱
鎮
圧
の
際
、
一
八
六
四
年
に
国
ρ
旨
α
巴
貯
ぼ
に
お
い
て
戦
死
し
た
。
ウ
マ
ル
の
天
折
は
そ
の
後
継
老

を
め
ぐ
る
抗
争
を
生
ん
だ
が
、
そ
の
第
一
の
理
由
は
生
前
に
後
継
の
指
名
を
受
け
た
長
子
の
ア
フ
マ
ド
》
げ
旨
9
曾
は
、
ウ
マ
ル
が
備
え
た
カ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

リ
ス
マ
的
権
威
寒
ぎ
§
を
欠
か
し
て
い
た
こ
と
に
あ
っ
た
。
ウ
マ
ル
個
人
に
寄
せ
ら
れ
て
い
た
宗
教
的
・
政
治
的
熱
情
は
、
ア
フ
マ
ド
の
行

っ
た
象
§
ミ
＆
㍗
ミ
惑
§
§
§
即
位
式
に
モ
μ
ッ
コ
か
ら
怨
ミ
噸
を
招
く
こ
と
に
よ
り
権
威
を
付
与
せ
ん
と
し
た
試
み
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
も

は
や
回
復
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
ウ
マ
ル
の
親
族
内
外
に
お
い
て
す
ら
分
裂
が
も
た
ら
さ
れ
、
　
ア
フ
マ
ド
の
兄
弟
の
う
ち
諺
σ
q
巳
げ
q
は

U
ぼ
σ
q
鼠
舞
《
地
方
を
、
冨
。
算
霞
は
U
δ
ヨ
び
。
犀
。
地
方
に
割
拠
、
さ
ら
に
他
の
異
母
兄
弟
も
各
地
に
分
立
す
る
や
、
ウ
マ
ル
の
築
き
あ
げ
た

中
央
集
権
体
鰯
は
崩
壊
を
き
た
し
た
。

　
一
方
、
軍
の
内
部
に
お
い
て
も
深
刻
な
対
立
が
表
面
化
し
た
が
、
そ
れ
は
ω
Φ
α
q
β
征
服
の
あ
と
バ
ン
バ
ラ
王
国
の
鍋
魯
・
職
業
軍
人
層
の
軍

へ
の
組
み
入
れ
に
由
来
し
て
い
た
。
次
第
に
彼
ら
が
軍
の
重
要
部
分
を
構
成
す
る
に
及
び
、
ミ
軸
黒
階
層
の
勢
力
の
弱
体
化
を
意
図
し
た
ア
ブ
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マ
ド
は
、
砺
魯
指
導
者
層
に
州
や
地
区
の
支
配
を
委
ね
た
。
こ
の
事
態
は
既
述
の
フ
ー
タ
・
ト
軍
拡
大
軍
と
も
い
う
べ
き
集
団
と
ア
フ
マ
ド

と
の
亀
裂
を
決
定
的
に
し
、
彼
ら
ミ
、
き
転
階
層
は
フ
ー
タ
・
ト
ロ
へ
帰
還
す
る
動
き
を
示
す
に
至
り
、
そ
れ
は
ト
ゥ
ク
ロ
ル
「
帝
国
」
の
軍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

事
的
側
面
の
弱
体
化
を
紹
く
に
至
っ
た
。
フ
ー
タ
・
ト
ロ
や
フ
…
タ
・
ジ
ャ
ロ
ン
地
方
の
支
配
層
は
ア
ギ
ブ
に
加
担
し
ア
フ
マ
ド
に
対
抗
す
る

動
向
を
示
し
た
が
、
ア
フ
マ
ド
は
動
§
を
掌
握
し
そ
の
軍
事
的
勢
力
を
背
景
と
し
て
中
央
集
権
の
回
復
に
努
力
し
た
た
め
、
　
一
八
七
〇
年
代

末
に
は
各
地
の
反
乱
も
お
さ
ま
り
一
時
的
に
小
康
を
保
っ
た
。

　
し
か
し
、
切
①
げ
曾
σ
q
煽
地
方
に
お
け
る
バ
ン
バ
ラ
族
の
反
乱
が
疸
久
化
す
る
に
従
い
、
ω
①
σ
q
扇
と
国
ρ
震
欝
と
が
分
断
さ
れ
る
に
至
り
、
今

や
ト
ゥ
ク
ロ
ル
「
帝
国
」
の
領
域
は
大
別
し
て
四
部
分
に
分
割
さ
れ
る
事
態
を
迎
え
た
が
、
そ
れ
は
次
の
よ
う
な
状
態
で
あ
っ
た
。
ω
Φ
σ
Q
β
地

方
に
お
い
て
は
よ
う
や
く
ア
フ
マ
ド
の
支
配
が
貫
徹
さ
れ
た
が
、
マ
ッ
シ
ー
ナ
は
ウ
マ
ル
の
甥
日
量
巳
の
支
配
下
に
入
り
独
立
し
た
領
域
を

形
成
し
た
。
閑
鎚
詳
2
0
ぢ
σ
Q
ρ
ぼ
畠
Φ
地
方
に
お
い
て
も
そ
れ
ぞ
れ
ア
フ
マ
ド
の
弟
た
ち
が
独
自
の
支
配
領
域
を
形
成
し
た
。
か
く
し
て
一
八
八

○
年
代
に
入
る
と
、
も
は
や
ウ
マ
ル
の
構
築
し
た
ト
ゥ
ク
ロ
ル
「
帝
国
」
は
そ
の
実
質
的
な
領
域
を
失
う
に
至
っ
た
。

①
　
q
日
胃
の
事
蹟
に
関
す
る
伝
承
に
は
つ
ぎ
の
仏
訳
が
あ
る
。
　
冠
■
》
・
8
畜
P

　
（
お
ω
切
）
い
騨
く
δ
畠
．
o
一
属
p
a
O
ヨ
p
μ
嘗
甲
O
器
¢
P
ミ
ミ
。
蔓
＄
§

　
N
、
建
恥
ミ
ミ
園
、
簿
ぎ
ミ
魂
蛍
コ
9
曽
”
℃
掌
δ
『
一
切
。

　
ま
た
、
最
近
に
お
け
る
最
も
包
括
的
な
研
究
に
は
9
0
諺
簿
ぎ
象
ヨ
に
よ
る

　
つ
ぎ
の
労
作
が
あ
げ
ら
れ
る
。
b
d
・
O
・
○
δ
H
窪
鉱
ヨ
㊦
㌶
P
（
H
Φ
鵡
）
§
馬
田
誌
農

　
§
へ
ぎ
、
ミ
箏
起
黛
轟
H
σ
巴
ρ
コ
缶
一
。
，
8
受
Q
Q
o
二
⑦
。
・
．
目
。
孟
o
p

②
　
事
実
は
慧
ミ
書
で
は
な
く
ミ
繭
芯
自
園
恥
§
趨
（
盟
も
に
お
け
る
教
団
支
部
を
預

　
る
罫
ミ
ぎ
）
に
任
命
さ
れ
た
の
が
、
西
ス
ー
ダ
ン
に
誇
大
に
伝
え
ら
れ
た
と
も

　
い
う
。
　
㍗
蜜
・
巴
）
燭
早
累
p
ω
お
（
巳
①
切
）
§
馬
ミ
§
賦
達
鼻
鼠
9
ミ
O
乱
ミ
§

　
駄
ぎ
§
§
§
ミ
ミ
ミ
■
O
駄
o
a
q
三
く
．
℃
お
。
。
ω
．
や
H
O
。
。
梱

③
ρ
9
p
噴
唱
。
嵩
。
口
は
ロ
リ
。
昇
0
8
滞
在
晴
に
、
宗
教
的
指
尋
者
と
し
て
の
自
負

　
に
燃
え
た
φ
ヨ
鴛
と
の
会
見
の
模
様
を
印
象
的
に
記
し
て
い
る
。
ρ
O
鼠
唱
℃
o
－

　
詳
o
P
¢
。
。
謹
）
習
ミ
蓉
N
駄
黛
砺
馬
§
卜
書
ミ
ミ
§
凡
ミ
。
鳳
ぎ
§
ミ
画
ミ
駄

　
き
賊
ミ
■
い
。
昌
山
。
戸
や
ト
。
8
。

④
9
ω
・
目
鼠
ヨ
ぎ
α
Q
冨
β
（
お
欝
）
鼠
製
無
。
藁
9
掬
、
§
嵩
画
論
蕃
乳
き
帖
§

　
O
圏
o
a
d
轟
く
・
℃
お
ω
。
。
．
や
H
α
8

⑤
》
σ
聞
㌣
ズ
霧
さ
9
客
（
お
8
）
ω
o
葺
¢
曾
℃
①
。
富
o
h
昏
o
d
ヨ
p
H
b
ご
同
婁
魯

　
。
＝
9
目
膏
託
凄
p
智
ミ
駄
も
馬
貯
§
顛
§
§
ω
凸
や
。
。
卜
。
ρ

　
周
知
の
と
う
り
イ
ス
ラ
ム
で
は
、
ジ
ハ
ー
ド
布
告
の
過
程
に
は
ヒ
ジ
ュ
ラ
が
必

　
須
の
段
階
で
あ
る
。
切
．
い
Φ
く
ざ
（
お
零
）
§
馬
切
0
6
ミ
馬
的
ミ
§
ミ
歪
軸
穿
陶
§
野

　
炉
。
鵠
山
。
富
や
伊

⑥
φ
○
■
9
0
同
慧
鉱
導
。
竃
昌
讐
。
℃
．
9
汁
‘
や
蒔
。
。
．

⑦
O
ヨ
胃
と
フ
ラ
ン
ス
と
の
軍
事
的
・
外
交
的
関
係
に
つ
い
て
は
以
下
の
研
究
が

　
参
考
に
な
る
。
駒
U
。
類
曽
σ
q
話
p
〈
①
P
（
μ
り
雪
）
↓
げ
ω
月
。
犀
。
ざ
村
国
目
℃
貯
Φ
o
騰
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．
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．
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．
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瓢
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＆
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③
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鉱
導
Φ
げ
旦
。
℃
．
。
搾
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⑨
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．
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⑩
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嵩
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寓
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｝
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嘱
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O
犀
4
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⑳
瞬
雪
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萄
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嵩
言
g
o
や
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什
‘
や
蜜

⑳
鍔
・
名
。
び
曾
に
よ
る
、
カ
リ
ス
マ
的
指
導
者
の
後
継
者
問
題
、
と
い
う
概
念
を

　
想
起
さ
れ
る
。
竃
9
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Φ
σ
㊦
臆
『
支
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の
諸
類
型
』
　
（
世
良
晃
士
心
郎
訳
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創
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。

　
唱
℃
．
o
◎
O
I
c
Q
膳
・

　
　
　
ウ
マ
ル
が
自
ら
を
ミ
§
熱
と
は
い
わ
ず
と
も
、
一
般
に
そ
う
で
あ
る
と
期
待

　
さ
れ
た
こ
と
は
、
原
も
指
摘
す
る
と
う
り
で
あ
る
。
原
、
o
℃
．
。
霊
輸
や
描
b
。
．

　
　
　
ま
た
、
ウ
マ
ル
O
日
霞
が
テ
ィ
ジ
ャ
ニ
ー
ヤ
の
寒
ミ
母
と
過
大
視
さ
れ
た
こ

　
と
や
、
彼
自
身
の
メ
ッ
カ
よ
り
の
帰
路
の
行
動
も
、
意
識
す
る
し
な
い
に
か
か
わ

　
ら
ず
、
ウ
マ
ル
へ
の
期
待
が
う
か
が
え
る
の
で
あ
る
。

⑳
ヒ
ご
マ
ρ
9
0
毎
暮
巨
Φ
げ
貯
”
o
や
鼻
こ
電
」
δ
山
。
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O
．

⑳
　
一
八
六
六
年
に
は
、
ト
ゥ
ク
ロ
ル
軍
の
構
成
は
、
譜
N
趨
“
が
四
、
○
○
○
、

防
駄
犠
が
一
一
、
○
○
○
と
な
っ
た
と
い
う
。
図
騨
超
㌣
団
。
曇
器
『
。
℃
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淳
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隔
や

　
露
．
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4．

サ
モ
リ
・
ト
ヴ
ー
レ
に
よ
る
軍
事
的
征
服
の
領
域
的
展
關

（50）　5ty

一
　
デ
ュ
ラ
革
命
の
背
景

サ
言
●
㌧
－
ゆ
ω
窪
8
日
墓
（
ω
p
ヨ
9
＝
量
隻
墨
が
・
フ
ラ
ン
ス
植
民
地
嚢
の
侵
略
と
抵
抗
に
際
し
示
し
た
軍
事
的
才

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

能
は
、
彼
を
「
ス
…
ダ
ン
の
ボ
ナ
パ
ル
ト
」
と
か
「
血
に
凱
え
た
サ
モ
リ
」
と
か
の
形
容
を
与
え
た
。
そ
の
一
方
で
は
、
ア
フ
リ
カ
民
族
主
義

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

の
興
隆
と
と
も
に
、
サ
モ
リ
の
業
績
は
ア
フ
リ
カ
社
会
が
侵
略
者
に
対
し
て
お
こ
な
っ
た
「
最
後
の
企
て
扁
と
し
て
再
評
価
も
試
み
ら
れ
て
い

る
。
と
こ
ろ
で
、
彼
の
よ
う
な
い
わ
ば
歴
史
的
個
性
の
出
現
が
偶
然
の
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
属
す
る
マ
ン
デ
ィ
ン
ゴ
の
社
会
の
時
代
的
要
請

か
ら
生
ま
れ
た
と
考
え
る
の
は
蓋
し
当
然
で
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
、
彼
を
生
ん
だ
マ
ン
デ
ィ
ン
ゴ
社
会
に
つ
い
て
略
述
す
る
と
、
も
と
も
と
そ

れ
は
西
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
有
数
の
大
言
語
集
団
の
総
称
で
あ
る
が
、
彼
ら
は
十
三
～
十
四
世
紀
の
古
マ
リ
王
国
の
末
畜
で
あ
る
こ
と
を
ア
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
基
盤
と
し
て
深
い
文
化
的
統
一
を
達
成
し
て
い
た
と
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
マ
リ
王
国
の
瓦
解
後
、
彼
ら
を
統
合
す
る
政

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

治
組
織
は
生
ま
れ
ず
、
小
規
模
な
政
治
的
集
団
の
分
立
に
と
ど
ま
っ
た
。
　
マ
ン
デ
ィ
ン
ゴ
の
社
会
は
、
大
別
し
て
自
由
紅
血
ミ
。
お
、
奴
隷

§
。
蕊
、
カ
ー
ス
ト
的
職
業
集
団
智
劉
§
§
N
§
な
ど
、
か
ら
な
る
階
層
化
を
遂
げ
た
が
、
政
治
的
単
位
は
語
§
蘇
と
称
さ
れ
る
数
個
の
村
落
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

連
合
の
規
模
に
と
ど
ま
っ
た
。
謎
§
の
首
長
は
支
配
的
ク
ラ
ン
か
ら
選
出
さ
れ
§
藁
菰
と
称
さ
れ
た
。
む
§
は
ま
た
危
機
の
際
に
は
軍
事
単

位
と
な
り
、
§
題
黛
は
そ
う
し
た
際
に
軍
事
指
導
老
ぎ
ミ
暗
蝋
を
任
命
し
、
彼
は
各
村
落
に
も
と
も
と
あ
る
年
齢
集
団
の
枠
内
で
兵
員
を
動
員

　
⑨

し
た
。

　
総
じ
て
マ
ン
デ
ィ
ン
ゴ
諸
族
は
十
九
世
紀
半
ば
ま
で
、
大
西
洋
岸
、
ギ
ニ
ア
湾
岸
ま
た
地
中
海
岸
と
交
易
を
通
じ
て
接
触
を
持
ち
つ
つ
、
植

民
地
主
義
勢
力
の
漫
透
や
イ
ス
ラ
ム
改
革
運
動
に
伴
う
政
治
的
混
乱
か
ら
免
が
れ
て
い
た
感
が
あ
る
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
マ
ン
デ
ィ
ン
ゴ
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

会
の
安
定
も
、
デ
ュ
ラ
U
団
巳
騨
革
命
と
称
さ
れ
る
政
治
的
・
経
済
的
運
動
に
よ
り
、
主
と
し
て
内
部
か
ら
打
破
さ
れ
た
。
デ
ュ
ラ
族
は
マ
ン

デ
ィ
ン
ゴ
士
族
に
属
す
、
長
距
離
交
易
に
専
門
化
し
た
ム
ス
リ
ム
商
人
の
集
団
で
あ
り
、
主
と
し
て
サ
ハ
ラ
の
岩
塩
と
森
林
の
コ
ー
ラ
犀
。
冨
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⑪

実
と
の
交
易
に
従
事
し
ト
爾
北
の
交
易
ル
ー
ト
上
の
各
地
に
点
々
と
商
業
都
市
け
団
露
ρ
臼
。
≦
昌
を
形
成
し
て
い
た
。
フ
ー
タ
・
ジ
ャ
ロ
ン
や

フ
ー
タ
・
ト
ロ
地
方
の
イ
ス
ラ
ム
改
革
に
基
盤
を
置
く
国
家
形
成
の
動
き
に
対
し
て
、
寸
感
に
反
応
し
た
の
が
こ
れ
ら
の
デ
ュ
ラ
商
人
で
あ
り
、

そ
の
中
で
も
ニ
ジ
ェ
ル
川
上
流
の
主
要
な
U
団
巳
9
↓
o
≦
口
の
置
き
冨
口
で
あ
っ
た
。
国
帥
巳
ハ
霞
の
マ
ラ
ブ
ー
の
ひ
と
り
鑓
。
阜
d
冨
ω
訪
①
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

い
う
人
物
が
最
初
の
運
動
の
起
点
と
な
っ
た
が
、
彼
は
フ
ー
タ
・
ジ
ャ
ロ
ン
に
お
け
る
ム
ス
リ
ム
集
団
ジ
ャ
カ
ン
ケ
冒
園
げ
襲
爵
①
族
の
地
に

滞
在
中
に
教
義
を
学
び
、
　
一
八
三
五
年
頃
閑
。
旨
《
9
昌
地
方
と
同
O
H
o
地
方
と
の
間
に
ミ
§
黛
＆
を
建
設
し
ジ
ハ
ー
ド
を
開
始
し
た
。
そ
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

近
傍
の
澄
§
を
征
服
し
寓
自
ぼ
ぎ
曾
σ
q
葺
な
る
小
国
家
を
形
成
し
た
が
、
こ
の
国
家
は
画
期
的
な
軍
隊
組
織
を
生
み
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
、

後
代
の
運
動
に
影
響
す
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
そ
れ
は
従
来
の
年
齢
集
団
の
枠
内
の
徴
集
を
廃
し
、
出
自
に
か
か
わ
ら
ず
怨
（
語
源
的
に
は
脚

の
意
。
　
一
〇
人
隊
）
、
ぼ
ご
　
（
腕
の
意
。
　
一
〇
〇
～
二
〇
〇
人
隊
）
か
ら
な
る
常
備
軍
を
組
織
し
、
銃
を
装
備
し
さ
ら
に
各
指
揮
官
に
は
ウ
マ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

を
与
え
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
ω
溢
Φ
の
運
動
は
、
ニ
ジ
ェ
ル
河
上
流
地
方
に
新
た
な
動
揺
を
も
た
ら
し
、
後
の
サ
モ
リ
を
生
む
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

わ
ば
触
媒
と
な
っ
た
と
さ
れ
る
。
ま
た
ω
謎
①
と
サ
モ
リ
と
の
問
の
時
代
に
も
、
○
良
窪
旨
①
地
方
の
野
手
⑦
や
鍔
帥
δ
河
谷
地
方
の
切
興
。
富

な
ど
の
新
興
小
国
家
が
デ
ュ
ラ
族
に
よ
る
形
成
が
、
や
は
り
ω
瀞
Φ
に
荊
激
さ
れ
て
起
こ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
デ
ュ
ラ
に
よ
る
政
治

的
勢
力
の
拡
大
は
、
交
易
商
人
と
し
て
の
彼
ら
の
立
場
が
、
ヨ
…
ロ
ッ
パ
の
銃
・
火
薬
の
輸
入
に
よ
っ
て
従
来
の
戦
闘
の
形
態
の
変
化
へ
の
即

応
を
容
易
に
し
、
そ
の
社
会
的
地
位
を
急
激
に
高
め
て
い
た
こ
と
に
も
と
っ
く
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

2
　
軍
・
事
的
征
服
に
よ
る
領
域
の
形
成

　
サ
モ
リ
は
一
八
三
〇
年
頃
、
国
㊤
ロ
遅
き
南
菓
の
ω
曽
p
9
巳
＾
o
民
。
に
生
れ
、
そ
の
母
方
の
家
系
は
地
方
の
有
力
な
国
9
日
錠
ρ
ク
ラ
ン
に
属
し

た
。
も
と
も
と
こ
の
図
。
φ
団
㊤
鄭
地
方
は
、
　
マ
ン
デ
ィ
ン
ゴ
の
一
支
族
囚
○
旨
団
ρ
ゆ
閃
Φ
の
居
住
地
で
あ
っ
た
が
、
大
西
洋
岸
の
イ
ギ
リ
ス
交
易

基
地
冨
。
霞
。
く
昼
と
の
接
触
や
、
南
の
森
林
地
帯
の
月
。
臼
P
U
㊤
P
の
霞
。
な
ど
の
コ
ー
ラ
実
産
地
と
の
接
触
よ
り
交
易
の
要
地
と
な
り
デ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

ユ
ラ
を
吸
引
し
た
。
サ
モ
リ
の
属
す
ト
ゥ
ー
レ
↓
自
。
家
系
も
そ
う
し
た
デ
ェ
ラ
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
サ
モ
リ
自
身
も
青
年
期
に
は
交
易
に
従

　
　
　
⑲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

　
　
　
　
　
一
八
五
三
年
頃
G
Q
騨
口
ρ
昌
吋
◎
厭
。
が
前
述
の
ω
器
。
に
よ
り
征
服
さ
れ
る
に
及
び
母
が
奴
隷
と
な
り
彼
も
そ
の
軍
に
編
入
さ
れ
た
。
サ

事
し
た
が
、

51　（51）



モ
リ
は
七
年
間
の
幽
囚
の
間
に
軍
事
的
才
能
を
発
揮
し
そ
の
地
位
を
上
昇
し
母
の
解
放
を
獲
得
し
て
、
さ
ら
に
目
盛
。
ロ
地
方
の
軍
事
指
導
急

ぎ
ミ
暗
躍
に
任
命
さ
れ
、
つ
い
で
そ
の
勢
力
を
濯
ぎ
川
か
ら
U
矯
。
昌
川
に
か
け
て
の
地
方
に
拡
げ
た
。
初
期
に
お
い
て
サ
モ
リ
の
軍
事
的
勢

力
の
拡
大
活
動
は
、
　
ニ
ジ
ェ
ル
上
流
地
方
で
最
大
の
勢
力
を
築
い
た
ω
♂
③
と
の
共
同
歩
調
を
と
っ
た
。
そ
し
て
、
匪
ω
鍔
ロ
α
煽
σ
q
β
を
拠
点
と

し
て
目
O
H
8
か
ら
国
。
曙
ρ
昌
地
方
を
支
配
し
、
交
易
を
通
じ
て
ウ
マ
・
火
器
の
蓄
積
に
努
め
た
。
こ
の
時
点
に
お
け
る
サ
モ
リ
の
活
動
が
イ

ス
ラ
ム
宗
教
運
動
に
基
盤
を
置
く
性
格
を
有
す
る
も
の
か
に
つ
い
て
の
確
実
な
証
拠
は
な
い
。
む
し
ろ
基
本
的
に
は
、
地
方
の
政
治
的
首
長
の

交
易
キ
ャ
ラ
バ
ン
に
対
す
る
略
奪
か
ら
デ
ュ
ラ
を
保
護
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
デ
ュ
ラ
交
易
商
人
の
支
持
を
得
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
サ
モ

リ
の
勢
力
拡
大
の
為
に
最
大
の
障
害
で
あ
っ
た
昏
冥
巳
堅
磐
の
ω
δ
①
に
対
し
て
攻
撃
を
加
え
た
の
は
一
八
七
八
年
の
こ
と
で
あ
り
、
一
八
八
○

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

年
に
緊
騨
昌
閃
帥
⇔
攻
略
が
成
る
や
、
サ
モ
リ
は
ア
ル
マ
ミ
ミ
§
＆
§
疑
の
称
号
を
名
の
っ
た
。
こ
の
カ
ー
デ
イ
リ
ー
や
派
イ
ス
ラ
ム
の
大
拠
点
で

あ
る
国
二
三
受
口
征
服
の
意
味
は
、
そ
の
地
の
聖
職
老
層
の
吸
引
に
よ
っ
て
、
　
サ
モ
リ
の
政
治
権
力
が
宗
教
的
支
持
を
と
り
つ
け
る
こ
と
に
成

功
し
、
そ
の
支
配
体
制
は
イ
ス
ラ
ム
神
権
国
家
の
形
態
を
整
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
従
来
よ
り
、
サ
モ
リ
の
運
動
の
性
格
に
つ
い
て
イ
ス
ラ
ム
宗
教
運
動
と
の
関
わ
り
が
論
議
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
た
と
え
ば
切
巨
σ
q
霧

や
》
・
O
o
蝕
に
累
の
否
定
的
見
解
に
対
し
て
、
晒
d
・
頃
霞
σ
q
お
㊤
く
。
ω
は
そ
れ
ら
の
見
解
が
余
り
に
懐
疑
的
に
過
ぎ
る
と
弁
護
を
行
っ
て
い
る
の

　
　
⑫

で
あ
る
。
確
か
に
、
サ
モ
リ
の
運
動
の
経
過
に
は
明
確
な
ジ
ハ
ー
ド
宣
言
も
み
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
サ
モ
リ
の
宗
教
的
情
熱
に
対
し
て
は
当

時
直
面
し
た
フ
ラ
ン
ス
軍
司
令
官
℃
曾
o
N
の
証
言
に
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
村
落
の
聖
な
る
樹
を
伐
り
倒
し
、
数
々
の
儀
礼
を
破
壊
し
た
あ

と
・
広
場
に
〒
ラ
ン
学
校
や
貫
ク
を
嚢
し
た
妻
が
知
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
物
最
近
の
P
ρ
H
雪
露
の
見
解
で
は
・
サ
モ
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

が
少
く
と
も
イ
ス
ラ
ム
の
叢
δ
日
を
国
家
形
成
の
目
的
の
た
め
に
利
用
し
た
こ
と
は
疑
い
の
余
地
は
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。

3
　
征
服
領
域
の
構
造
と
そ
の
移
動

　
サ
モ
リ
が
囚
ρ
欝
ρ
口
征
服
後
の
時
点
で
形
成
し
た
政
治
的
領
域
一
し
ば
し
ば
マ
ン
デ
ィ
ン
カ
「
帝
国
」
と
称
さ
れ
る
一
は
、
本
格
的

な
支
配
体
制
を
整
備
す
る
段
階
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
く
に
フ
ラ
ン
ス
植
民
地
主
義
勢
力
の
ス
ー
ダ
ン
内
陸
部
侵
攻
政
策
と
激
突
し
た
こ
と
に
よ

（52）　52
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　第4図　Bissandugu（第一次「帝医Uの首邑）〔Perozによる〕

り
、
両
者
の
軍
事
・
外
交
関
係
に
よ
っ
て

領
域
そ
の
も
の
の
展
開
が
左
右
さ
れ
た
点

に
最
も
特
徴
的
な
性
格
が
あ
る
。
通
常
、

ヒd

y
ω
器
曾
α
q
q
を
首
邑
と
し
鼠
熔
O
川
流

域
の
囚
○
づ
団
㊤
P
8
0
壇
。
詳
名
霧
巳
β
地
方

を
領
域
の
核
心
と
し
た
時
期
を
第
一
次

「
帝
国
」
、
そ
し
て
」
八
九
四
年
以
降
東

遷
し
U
斜
び
巴
門
霞
帥
を
首
邑
と
し
∪
鴇
ヨ
一
巳

U
節
日
巴
㊤
地
方
を
核
と
し
た
時
期
を
第

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

二
次
「
帝
国
」
と
区
分
さ
れ
る
。
第
一

次
・
第
二
次
を
問
わ
ず
、
マ
ン
デ
ィ
ン
カ

「
帝
国
」
の
領
域
は
外
圧
と
の
恒
常
的
抗

争
や
、
じ
し
ん
の
軍
事
的
征
服
の
た
め
に

不
安
定
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
特
に
そ
の

前
半
に
お
い
て
は
、
征
服
地
の
直
接
的
支

配
を
め
ざ
し
た
意
図
は
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
う

か
が
い
得
る
の
で
あ
る
。

　
一
八
八
七
年
の
時
点
に
お
け
る
勺
賃
o
N

の
観
察
に
よ
れ
ば
、
サ
モ
リ
の
国
家
体
制

（54）　54



十九世紀西スーダンにおける政治的領域（赤阪）

　
　
　
　
　
　
　
⑳

は
古
マ
リ
王
国
の
そ
れ
を
踏
襲
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と
い
い
、
そ
の
末
端
の
単
位
は
村
落
臨
砧
窯
で
あ
り
、
そ
れ
ら
は
一
六
二
の
郡
瀞
ミ
窪
に

ま
と
め
ら
れ
た
。
各
郡
は
二
十
前
後
の
村
落
を
含
み
、
そ
の
首
長
は
マ
ン
デ
ィ
ン
ゴ
の
従
来
の
慣
習
ど
お
り
主
要
ク
ラ
ン
か
ら
選
ば
れ
た
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

首
長
を
補
佐
す
る
形
で
二
名
の
軍
人
が
中
央
か
ら
派
遣
さ
れ
た
。
さ
ら
に
郡
は
十
の
州
に
統
轄
さ
れ
た
が
、
そ
の
首
長
に
は
サ
モ
リ
の
近
親
や

　
　
　
　
　
　
⑳

譜
代
が
就
任
し
た
。
　
「
帝
国
」
の
核
心
地
域
（
図
8
饗
P
日
0
8
p
な
ど
）
は
直
轄
地
と
し
て
徴
税
を
免
が
れ
た
と
い
う
。
州
の
首
長
を
補
佐
す

る
た
め
に
、
サ
モ
リ
が
直
接
任
命
す
る
軍
事
指
導
老
ぎ
ミ
画
鷺
が
置
か
れ
た
。

　
マ
ン
デ
ィ
ン
カ
「
帝
国
」
の
舗
度
に
つ
い
て
の
資
料
は
こ
の
℃
銭
O
N
の
記
述
以
上
の
も
の
が
今
の
と
こ
ろ
な
い
が
、
磯
・
℃
Φ
誘
。
ロ
は
そ
れ
を

ト
ゥ
ク
ロ
ル
の
欄
度
と
類
似
す
る
と
見
な
し
て
い
る
。
サ
モ
リ
の
支
配
統
治
の
組
織
は
、
そ
れ
に
先
立
つ
ω
δ
Φ
の
征
服
地
の
郡
む
§
い
に
軍
事

官
秘
鍵
§
§
§
§
喧
を
置
く
調
度
に
比
し
、
い
っ
そ
う
軍
事
体
制
に
即
応
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
マ
ン
デ
ィ
ン
カ
「
帝
国
」
の
軍
隊
組
織
の
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

析
は
そ
の
事
情
を
明
確
に
語
る
が
、
蜜
・
U
Φ
σ
q
霧
。
・
8
匠
に
よ
れ
ば
一
八
八
七
年
に
お
い
て
は
次
の
四
種
の
構
成
が
み
ら
れ
た
。
そ
れ
ら
は
正
規
軍
、

予
備
隊
、
分
遣
隊
、
騎
兵
隊
で
あ
り
、
正
規
軍
は
主
に
奴
隷
の
身
分
で
銃
装
の
歩
兵
ω
o
壁
か
ら
構
成
さ
れ
、
　
一
〇
な
い
し
二
〇
人
単
位
（
亀

ぎ
ミ
）
に
組
織
さ
れ
て
州
の
ぎ
ミ
喧
の
指
揮
下
に
入
っ
た
。
自
ら
ウ
マ
を
持
ち
銃
・
剣
装
備
で
自
発
的
に
参
加
し
た
分
遣
隊
は
直
接
サ
モ
リ

の
指
揮
下
に
入
っ
た
。
予
備
隊
は
、
各
村
落
か
ら
一
〇
人
に
一
人
の
割
の
徴
集
兵
溢
ミ
§
ミ
讐
か
ら
成
り
、
州
の
ぎ
N
ミ
喧
の
指
揮
下
に
置
か

れ
た
が
、
軍
事
危
機
の
際
に
は
徴
集
率
は
二
人
に
一
人
の
割
合
に
高
め
ら
れ
た
と
思
う
。
こ
う
し
て
州
は
サ
モ
リ
に
よ
り
任
命
さ
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

鞭
ミ
ミ
喧
に
支
配
さ
れ
る
軍
管
区
的
性
格
を
強
く
帯
び
、
そ
の
支
配
領
域
に
お
け
る
政
治
的
・
経
済
的
活
動
の
責
務
を
負
担
し
て
い
た
。
そ
の

動
員
能
力
は
平
均
五
、
○
0
0
人
で
あ
り
、
そ
の
数
は
後
半
期
に
お
い
て
も
大
差
が
な
く
、
ま
た
核
心
地
域
（
誉
さ
ぎ
と
称
さ
れ
た
）
に
は
八
、

○
○
○
な
い
し
δ
・
○
○
○
の
常
備
軍
が
聾
さ
れ
た
と
い
抽

　
マ
ン
デ
ィ
ン
カ
「
帝
国
」
の
支
配
領
域
の
軍
事
的
性
格
の
実
態
を
証
言
す
る
の
は
、
そ
の
後
半
期
に
通
過
し
た
フ
ラ
ン
ス
人
い
－
○
・
し
d
貯
σ
q
霞

の
観
察
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
四
〇
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
行
程
で
見
た
七
十
二
の
村
落
の
う
ち
約
半
数
は
廃
櫨
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
残
り

の
村
落
の
総
人
口
を
四
二
〇
〇
、
そ
の
う
ち
五
〇
〇
～
八
○
○
人
の
村
落
は
三
、
一
五
〇
～
三
〇
〇
人
が
七
、
六
〇
～
一
〇
〇
人
を
五
、
二
〇
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～
五
〇
人
を
十
七
、
二
〇
人
以
下
を
四
と
推
定
し
、
さ
ら
に
「
帝
国
」
の
人
口
密
度
を
一
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
当
り
二
人
と
推
計
し
て
い
る
。

こ
う
し
て
「
帝
国
」
の
軍
事
的
体
鰯
が
そ
の
領
域
内
部
の
村
落
を
い
た
く
荒
廃
さ
せ
て
い
た
事
実
が
こ
の
記
述
か
ら
も
知
り
得
る
の
で
あ
る
。

い
っ
ぽ
う
で
は
軍
隊
の
徴
集
シ
ス
テ
ム
に
あ
ら
わ
れ
る
ご
と
く
、
そ
の
領
域
支
配
は
村
落
レ
ベ
ル
に
直
接
及
ん
だ
の
で
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
既
述
の
ご
と
く
、
マ
ン
デ
ィ
ン
カ
「
帝
国
」
の
軍
事
的
支
配
の
性
格
は
、
そ
の
領
域
移
動
の
点
で
最
も
特
徴
的
に
表
わ
れ
る
が
、
フ

ラ
ン
ス
と
の
戦
闘
経
過
と
そ
れ
に
伴
う
領
域
の
変
転
は
以
下
の
よ
う
に
概
略
で
き
る
。
セ
ネ
ガ
ル
川
を
湖
齢
し
内
陸
に
進
攻
を
続
け
た
フ
ラ
ン

ス
と
サ
モ
リ
と
の
最
初
の
軍
事
的
衝
突
は
、
一
八
八
二
年
轟
轟
巳
q
北
方
の
軍
事
的
要
衡
開
Φ
昌
饗
婁
を
め
ぐ
っ
て
お
こ
な
わ
れ
た
。
当
時
す

で
に
新
植
民
地
総
督
b
d
．
∪
Φ
。
・
び
。
裁
①
ω
の
方
針
で
ニ
ジ
ェ
ル
上
流
地
方
へ
の
侵
攻
を
開
始
し
て
お
り
、
翌
年
の
b
d
p
日
ρ
園
。
　
（
現
在
マ
リ
共
和

国
の
首
都
。
当
時
は
交
易
の
要
衡
で
あ
っ
た
）
争
奪
戦
で
は
、
サ
モ
リ
の
弟
囚
①
旨
Φ
お
器
ヨ
ρ
の
軍
団
が
数
的
に
圧
倒
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず

敗
北
に
終
っ
て
い
る
。
こ
の
敗
戦
以
後
、
サ
モ
リ
の
戦
略
は
正
面
戦
を
回
避
し
、
殆
ん
ど
す
べ
て
の
戦
闘
で
敗
退
し
つ
つ
も
余
力
を
残
し
、
焦

土
作
戦
を
取
り
な
が
ら
新
し
い
地
方
に
転
進
す
る
形
態
を
と
っ
た
。
い
わ
ば
ゲ
リ
ラ
戦
の
泥
沼
に
敵
を
引
き
ず
り
込
む
こ
の
戦
術
は
、
西
ア
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

リ
カ
に
お
け
る
植
民
地
勢
力
に
対
す
る
抵
抗
戦
争
が
一
回
の
激
し
い
総
力
戦
で
終
る
の
が
通
常
で
あ
っ
た
の
に
比
し
稀
有
の
例
で
あ
っ
た
。
ニ

ジ
ェ
ル
河
流
域
地
方
へ
の
進
路
を
陽
ま
れ
た
サ
モ
リ
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
圧
迫
の
強
い
切
旨
ひ
金
産
地
を
放
棄
し
、
東
方
の
国
①
⇔
Φ
曾
σ
q
β
地
方

を
う
か
が
っ
た
。
国
Φ
器
曾
σ
q
o
の
シ
カ
ソ
ω
欝
霧
。
・
o
王
国
は
セ
ヌ
フ
ォ
ω
Φ
p
鼠
。
族
に
よ
り
建
設
さ
れ
た
囲
壁
を
持
つ
都
市
ω
涛
霧
ω
o
を
首

　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

邑
と
し
た
王
国
で
あ
り
、
そ
の
首
長
8
δ
σ
ρ
は
サ
モ
リ
と
の
対
抗
上
フ
ラ
ン
ス
と
同
盟
を
締
結
し
た
。
一
八
八
七
年
よ
り
開
始
さ
れ
た

シ
カ
ソ
攻
撃
は
、
　
こ
の
同
盟
に
よ
り
庭
面
作
戦
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
失
敗
に
帰
し
た
。
さ
ら
に
、
　
一
八
九
〇
年
に
ト
ゥ
ク
戸
ル
　
「
帝

国
」
の
酋
邑
ω
①
σ
q
爆
占
領
に
成
功
し
た
フ
ラ
ン
ス
が
、
計
略
の
方
向
を
サ
モ
リ
に
向
け
翌
年
に
は
第
一
次
「
帝
国
」
の
首
邑
切
一
ω
ω
霞
a
σ
q
g
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

湿
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
サ
モ
リ
は
フ
ラ
ン
ス
と
切
一
。
・
舞
昌
曾
σ
Q
¢
条
約
を
締
結
す
る
に
及
び
、
そ
の
領
域
の
西
半
を
失
う
に
い
た
っ
た
が
、

同
時
に
一
時
的
に
戦
闘
は
中
断
さ
れ
た
。

　
こ
の
の
ち
サ
モ
リ
の
進
出
の
方
向
は
デ
ュ
ラ
交
易
商
人
の
交
易
網
の
張
り
め
ぐ
ら
さ
れ
た
東
方
に
必
然
的
に
向
つ
た
。
一
八
九
五
年
に
は
デ
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十九世紀西スーダンにおける政治的領域（赤阪）

エ
ラ
・
タ
ウ
ン
の
ひ
と
つ
ヒ
ご
2
◎
爵
肖
に
入
り
、
さ
ら
に
ブ
ラ
ッ
ク
・
ボ
ル
タ
切
戸
。
犀
く
。
崔
ρ
川
を
越
え
ゴ
ン
ジ
ャ
O
o
且
ρ
地
方
西
部
に
侵

攻
す
る
に
至
っ
た
。
そ
し
て
U
団
ヨ
ぎ
館
∪
《
ρ
日
豊
ρ
地
方
を
中
心
と
し
た
領
域
の
再
建
を
目
指
し
、
息
子
の
ω
霞
§
閃
団
？
蜜
。
践
の
軍
団
を

ゆ
。
す
芝
斜
切
邑
斜
U
O
玄
な
ど
の
地
方
に
派
遣
し
た
。
こ
の
時
期
の
サ
モ
リ
の
方
策
に
は
、
デ
ェ
ラ
・
タ
ウ
ン
を
核
と
し
た
地
方
権
力
と
の

同
盟
・
連
合
を
求
め
る
意
図
が
顕
著
に
表
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
受
け
入
れ
側
の
態
度
に
つ
い
て
は
、
最
大
の
デ
ュ
ラ
・
タ
ウ
ン
で
あ
る
囚
○
ロ
σ
q

の
ウ
ラ
マ
ー
．
ミ
§
蕊
が
切
。
口
α
昆
辞
切
慧
ρ
の
同
胞
に
イ
マ
ー
ム
§
勘
§
で
あ
る
サ
モ
リ
を
受
け
入
れ
そ
の
ジ
ハ
ー
ド
を
平
和
裡
に
受
け
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

れ
る
よ
う
に
要
請
し
た
書
簡
に
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
第
二
次
マ
ン
デ
ィ
ン
カ
「
帝
国
」
は
、
デ
ュ
ラ
の
築
き
あ
げ
た
交
易
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
基
盤
と
し
た
領
域
形
成
に
着
手
し
た
が
、
時
は
す
で
に
列
強
の
本
格
的
な
ア
フ
リ
カ
分
割
の
時
代
に
入
っ
て
い
た
。

　
ア
シ
ャ
ン
テ
ィ
》
碁
器
試
の
支
配
を
一
八
九
六
年
に
完
了
し
た
イ
ギ
リ
ス
は
さ
ら
に
北
進
を
意
図
し
た
拡
大
策
を
と
り
、
い
っ
ぽ
う
フ
ラ
ン

ス
も
シ
カ
ソ
と
の
同
盟
を
解
消
し
一
八
九
八
年
に
征
服
、
さ
ら
に
b
d
o
σ
9
U
δ
三
器
ω
o
を
陥
落
し
南
進
を
は
か
っ
た
。
こ
う
し
て
、
南
北
両
面

よ
り
の
植
民
地
主
義
勢
力
の
侵
攻
に
よ
り
、
サ
モ
リ
は
ま
た
も
や
西
方
の
目
。
日
帥
地
方
へ
の
転
進
を
は
か
っ
た
が
、
り
き
山
地
で
の
フ
ラ
ン

ス
軍
と
の
遭
遇
戦
を
最
後
に
そ
の
命
脈
は
つ
い
え
た
の
で
あ
っ
た
。

①
　
サ
モ
リ
の
運
動
全
体
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
研
究
が
主
と
し
て
利
用
可
能

　
で
あ
る
。
く
’
℃
⑳
話
o
p
（
H
㊤
㊦
ω
）
い
。
ω
餌
昌
。
Φ
霞
目
ω
脚
ヨ
。
昌
O
暮
贈
誘
恥
．
ミ
袋
§
恥

　
ミ
ミ
§
ミ
”
お
ー
ド
℃
や
旨
窃
1
μ
ま
．
　
1
食
⑩
9
）
い
．
国
旨
重
奏
α
①
ω
㊤
亘
。
昼

　
ω
①
ざ
昌
勺
9
0
N
．
ヒ
ミ
題
ミ
蔑
§
鳴
噛
ミ
勲
三
四
G
。
■
や
ω
ド
　
i
（
巳
0
刈
）
ω
騨
ヨ
〇
二

　
①
ぴ
ご
憩
霞
母
い
8
冨
，
G
§
龍
面
恥
．
罫
ミ
題
ミ
ご
ミ
§
㌧
卜
。
9
憎
娼
．
㎝
あ
¢

　
一
（
お
謡
）
O
巳
昌
＄
－
ω
p
日
。
ユ
．
§
無
奪
ご
§
い
陶
身
ミ
§
竃
馬
曽
§
馬
§
ミ
ミ
遷

　
§
斡
§
亀
ざ
8
N
§
帖
ミ
。
“
ミ
疇
ミ
馬
§
．
竃
■
9
0
毒
9
『
（
o
O
・
）
℃
℃
．
目
H
占
お
。

　
－
（
お
刈
O
）
ω
p
ヨ
。
ユ
”
類
α
切
。
巴
ω
貯
質
8
8
夢
。
周
お
ま
7
℃
き
、
§
§
ミ

　
℃
o
起
ミ
§
切
ミ
鼻
奪
画
§
■
緊
H
’
図
。
δ
臼
σ
q
き
O
》
・
》
●
嵩
器
三
一
（
＆
ε
．

　
O
改
。
巳
d
咳
く
■
勺
器
ω
。
。
”
℃
℃
．
o
。
O
占
旨
■
O
b
．
H
h
Φ
寒
湿
㌶
（
6
①
㎝
）
》
窯
9
0
0
昌

　
ω
餌
ヨ
。
抵
↓
黄
。
．
眺
§
o
蕊
§
置
屋
窺
誌
碧
き
無
奪
詩
§
い
ミ
無
。
鳶
■
い
男

　
ど
巡
覧
五
指
男
。
。
讐
。
（
＆
ω
■
）
■
H
び
窪
鼠
昌
や
や
b
。
c
。
。
。
凸
。
。
Q
。
．
嵩
’
ピ
。
α
q
霧
訟
。
瞠

　
（
お
霧
）
歪
器
霞
目
。
・
二
更
。
唇
①
ω
9
昌
α
ω
ρ
ヨ
。
ユ
p
湿
》
附
置
団
○
お
ρ
鼠
営
藍
。
目

　
日
Q
。
ざ
μ
Q
。
り
口
笛
N
寒
ミ
§
聴
§
榊
越
象
。
遷
噂
癖
1
ど
℃
℃
．
Φ
？
＝
㎝
’

②
　
¢
℃
魯
自
（
ド
G
。
8
y
昏
“
的
o
N
“
鎚
§
炉
専
§
ミ
ミ
馳
勺
ゆ
ユ
ω
凸

③
ρ
σ
号
o
o
■
（
ち
謹
）
い
ミ
き
塁
驚
偽
§
曳
ミ
’
℃
ρ
ユ
ω
．

④
〈
■
冨
。
暮
亀
、
（
お
母
）
卜
、
擦
ミ
§
三
聖
勺
p
昌
。
。
。
℃
．
に
b
。
．

⑤
　
ア
フ
リ
カ
急
進
派
の
ギ
ニ
ア
共
和
国
の
ω
o
園
蛋
8
罎
。
が
自
ら
を
ω
ρ
唐
O
莞
の

　
後
藩
と
称
す
の
も
、
こ
う
し
た
評
価
の
表
現
と
考
え
ら
れ
る
。
　
蜜
．
O
δ
毒
O
①
斜

　
（
δ
課
）
§
無
ミ
三
一
§
い
葡
禽
ミ
§
ζ
恥
．
U
o
昌
ユ
o
p
℃
．
ミ
．

　
6
0
㊤
ヨ
。
受
に
対
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
側
の
見
方
の
一
面
性
に
つ
い
て
は
、
伝
承
研

　
究
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
取
っ
た
缶
。
置
o
p
も
批
判
し
て
い
る
。
い
聚
。
置
o
P
（
一
㊤
ざ
）
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日
財
O
の
㊤
厳
O
ユ
騨
ロ
ー
ヨ
℃
帥
O
け
O
口
切
質
コ
㊤
”
㊤
昌
国
Q
o
o
o
ρ
団
凶
昌
舅
由
O
挫
げ
O
α
O
ざ
σ
q
ざ

　
ミ
蔑
ら
§
畑
㌧
馬
㍗
愚
題
驚
q
禽
讐
℃
電
偽
誘
凡
苫
熱
馬
ミ
箕
q
ミ
層
、
O
識
職
偽
恥
　
ミ
牌
恥
　
潮
ら
？

　
蕊
O
§
帖
駐
駄
ミ
蔑
“
3
㌧
鳶
防
恥
謹
む
載
な
§
O
ミ
斜
角
§
賊
恥
神
用
い
■
O
■
〉
＝
O
出
欝
男
■
≦
舳

　
日
O
び
コ
ω
O
μ
（
Φ
伽
ω
．
）
O
騨
置
σ
は
O
σ
q
⑦
d
5
凶
ぐ
．
勺
同
Φ
も
。
ω
．
℃
や
O
Q
㎝
…
O
o
9

⑥
ρ
U
圃
Φ
富
嵩
Φ
ロ
瞭
（
お
誤
）
竃
嘱
け
9
象
。
お
ρ
三
州
江
§
ω
o
o
凶
巴
。
磐
。
り
。
＆
雪

　
脇
同
P
”
〇
四
P
智
～
ミ
鵠
ミ
織
馬
馬
議
恥
O
ら
ミ
載
織
跨
ミ
篭
偽
ミ
い
蹄
鷺
防
×
区
く
■
℃
や
ω
り
・

⑦
　
一
八
世
紀
末
か
ら
一
九
世
紀
前
半
に
か
け
て
、
ω
①
器
σ
Q
巴
河
上
流
－
覆
σ
Q
賃
河

　
上
流
地
方
を
探
検
し
た
記
録
に
も
、
小
規
模
な
地
方
首
長
の
分
立
状
態
が
え
が
か

　
れ
て
い
る
。
題
■
勺
p
勘
（
H
◎
。
H
O
）
辱
§
ミ
恥
§
鳳
ぎ
》
白
票
ミ
b
助
馬
適
窺
鼠

　
き
爵
3
騒
憶
b
竺
k
団
℃
q
§
四
戚
N
N
る
N
．
〈
O
ド
ド
b
◎
．
い
O
コ
噺
O
P
　
ン
8
0
9
0
同
恥
唄
（
一
G
Q
b
。
㎝
）

　
寄
合
ミ
翻
帖
壽
き
職
ミ
蕊
寺
跨
騎
．
同
Q
o
圃
◎
g
I
一
〇
ー
ト
◎
O
脚
コ
α
一
ピ
い
。
鵠
伽
o
P
切
．
O
臥
躍
㌫

　
（
H
o
Q
ω
O
）
　
辱
黛
難
ミ
砺
導
壕
9
蜘
偽
瀞
O
蝕
い
融
ミ
寺
ご
＆
S
『
帆
ミ
穿
脳
ミ
O
O
曽
駄
恥
N
弧
一
N
恥
吋
偽
．

　
〈
O
｝
．
同
。
轡
O
口
α
O
旨
■
H
Φ
℃
μ
μ
㊤
①
Q
◎
，

⑧
§
翁
黛
は
、
古
銀
餌
臨
王
国
の
首
長
の
称
号
で
も
あ
っ
て
、
そ
れ
が
踏
襲
さ

　
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
翼
■
い
Φ
〈
け
鐵
o
P
　
（
日
8
ω
）
月
げ
①
同
。
。
夢
鉾
コ
伽
置
夢

　
O
Φ
p
ぴ
9
円
畷
淵
【
5
σ
Q
の
O
h
竃
¢
に
．
智
ま
搾
魚
奪
蹄
§
炉
韓
ω
帖
O
鴨
ド
困
く
一
ω
巳
や
ω
鼻
ピ

⑨
招
勺
。
屋
。
ロ
（
ド
㊤
誠
）
o
や
。
淳
．
い
や
置
①
■

⑩
　
U
団
三
9
革
命
を
正
面
か
ら
論
じ
た
も
の
に
、
最
近
の
殴
．
勺
霞
ω
9
の
労
作
が

　
あ
げ
ら
れ
る
。
　
く
。
娼
霞
ω
O
P
（
ド
リ
恕
）
同
ロ
O
≧
一
P
ロ
鉱
O
O
O
P
簿
貧
師
夢
O

　
o
り
O
麟
け
プ
O
賊
臣
ω
餌
く
く
ρ
ゆ
昌
ρ
ダ
戸
G
Q
O
O
l
睡
σ
◎
Q
o
P
同
訓
O
憧
無
駄
§
籔
壽
．
融
鼻
ぐ
O
一
’
H
H
。

　
9
悔
●
〉
中
》
一
9
甲
、
一
レ
．
轡
O
穏
O
高
畠
Φ
噌
（
O
α
o
o
．
）
「
い
O
ゆ
α
O
彊
如
や
b
⊃
O
O
－
Q
◎
O
ド

⑪
　
∪
矯
巳
9
月
。
づ
．
昌
に
つ
い
て
は
、
筆
者
は
別
稿
を
用
意
し
て
い
る
。
　
臣
堵
。
け
。

　
O
諮
　
∪
鴫
篇
一
㊤
　
月
O
謹
昌
ω
…
　
O
ロ
詠
草
同
①
　
拶
嵩
O
　
ω
O
O
一
〇
汁
鴇
　
O
｛
　
日
H
P
山
O
穏
。
噂
　
凶
昌
　
く
『
Φ
ω
け

　
諺
h
ユ
O
P
宍
畠
q
凸
込
マ
G
り
■
　
〈
O
ど
区
（
μ
の
“
㎝
）
h
参
昭
川
。

⑫
　
鑑
ρ
鼠
写
σ
q
o
に
属
す
∪
《
能
登
餌
巴
お
も
、
フ
…
タ
・
ジ
ャ
ロ
ン
に
8
0
ロ
げ
騨
な

　
ど
の
町
を
形
成
し
交
易
に
従
事
し
た
グ
ル
ー
プ
で
あ
っ
た
。
9
ω
β
お
掌
O
p
嵩
巴
ρ

　
（
戸
Φ
刈
O
）
　
月
O
鐸
び
斜
一
昌
O
β
一
昌
0
9
　
　
出
O
一
矯
憎
ぼ
O
①
O
h
H
ω
冨
ヨ
・
ミ
嵐
“
§
W
㌧
馬
下

　
落
ミ
職
需
鯵
ρ
》
＝
㊦
田
田
幻
■
≦
・
一
〇
げ
鵠
ω
o
昌
（
②
畠
ω
し
O
㊤
ヨ
び
臨
伽
α
q
o
曽
や
α
伊

⑬
　
o
Q
一
ω
¢
の
活
動
経
過
は
b
ご
宮
σ
q
霞
に
．
く
わ
し
い
。
U
－
O
。
切
話
⑳
霞
（
μ
o
。
㊤
卜
。
Y
b
零

　
ミ
恥
馬
出
§
晒
O
O
ミ
恥
偽
O
自
尊
鼠
恥
■
6
．
H
．
℃
9
ユ
q
7
◎

⑭
客
い
£
ρ
隆
。
H
ハ
9
0
や
。
霊
層
や
り
。
。
．

⑮
く
■
℃
。
窃
。
目
（
δ
謡
）
。
℃
．
o
障
9
．
や
に
8

⑯
詮
仙
こ
や
二
㊤
．

⑰
同
三
α
こ
や
に
ρ

⑬
粥
勺
Φ
誘
§
噂
（
お
8
）
o
や
9
什
こ
譜
」
畠
占
畠

⑲
墨
℃
興
ω
§
℃
（
お
①
帥
）
讐
い
p
｝
。
凶
器
器
。
住
¢
o
Q
ρ
日
〇
二
・
葡
§
ミ
誉
§
B
密

　
秘
魑
為
帖
恥
鵯
O
軌
喚
鴨
織
層
O
袋
驚
蝿
§
3
弓
帥
搬
一
ω

⑳
苧
ρ
国
ロ
σ
q
Φ
同
b
℃
』
拝
徳
■
鼠
A
高
轟

②
　
ま
た
宮
参
§
と
も
称
し
た
と
も
い
わ
れ
る
。

⑫
　
O
。
巳
一
ぐ
な
ど
の
意
見
は
、
サ
モ
リ
が
ウ
マ
ル
な
ど
に
比
し
、
イ
ス
ラ
ム
の
教

　
義
や
法
に
つ
い
て
学
ぶ
と
こ
ろ
が
な
か
っ
た
、
と
い
う
点
に
根
拠
を
豪
い
て
い

　
る
。
い
∪
辱
綴
霞
σ
q
器
㊤
〈
Φ
ω
「
O
や
9
ぴ
■
り
や
N
膳
9

＠
　
国
．
d
①
目
O
N
’
O
や
O
犀
こ
》
や
鼻
回
幽
ー
ド
伊

＠
ρ
ρ
H
h
⑦
ヨ
9
ω
昼
。
や
簿
．
も
ワ
b
。
c
。
ω
』
。
。
①
．

⑮
　
｝
，
切
9
芝
O
σ
暮
¢
同
欝
φ
・
》
噛
切
0
2
げ
O
戸
（
一
㊤
①
日
）
　
§
鴨
O
憶
O
建
ミ
“
奪
詩
識
起

　
O
き
畿
蝕
ミ
帆
9
y
§
馬
需
恥
q
O
N
同
職
O
遷
畠
迷
　
M
　
ミ
“
　
事
　
無
　
寺
帖
“
黛
　
篭
濤
聴
N
恥
O
P

　
ピ
o
a
o
o
や
や
多
占
9
ま
た
、
ピ
Φ
σ
Q
p
。
。
ω
ざ
搾
は
一
八
九
二
年
ま
で
を
第
一
期
、

　
一
八
九
二
一
一
八
九
四
年
目
第
二
期
、
一
八
九
五
年
以
後
を
第
三
期
に
区
分
し
て

　
い
る
。
蜜
顧
い
。
σ
q
固
ω
。
。
8
ぎ
。
℃
，
9
汁
；
娼
。
Φ
①
．

⑳
古
鑑
帥
獄
内
圏
に
つ
い
て
の
詳
細
な
研
究
は
い
ま
だ
少
な
い
。
最
近
の
り
？

　
＜
訂
δ
昌
の
著
作
に
つ
い
て
は
筆
者
は
未
見
の
ま
ま
で
あ
る
。
賭
．
ピ
φ
〈
言
δ
目

　
（
一
㊤
噴
ω
）
』
論
9
ミ
監
O
隷
§
い
騒
§
甲
恥
§
ミ
”
冥
O
宅
く
O
同
ぎ

⑳
　
U
Φ
σ
q
霧
甑
。
障
は
最
初
は
七
の
州
か
ら
な
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。
　
，
臼
U
①
σ
q
甲

　
ω
巴
O
F
O
や
O
諜
こ
や
㊤
9

　
　
獄
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⑳
国
℃
曾
。
N
℃
。
や
9
f
定
義
O
O
ム
墨

⑳
ζ
眉
①
話
自
（
お
謡
）
o
℃
．
。
潔
．
噛
や
国
鳥
■

⑱
ソ
ー
ド
ピ
£
霧
。
。
三
（
b
℃
■
9
酔
‘
電
b
？
㊤
ρ

⑳
　
磯
噂
℃
震
ω
o
P
o
や
。
一
f
や
お
艀
■

⑫
　
旨
乙
．
．
や
這
伊

⑳
い
－
O
」
W
貯
α
q
。
び
。
や
簿
‘
℃
」
b
。
b
。
噛

⑭
臼
．
b
d
。
芝
Φ
げ
。
。
仲
鶏
侮
》
〉
．
｝
W
。
ρ
甥
。
p
o
や
。
凶
伴
こ
℃
。
㎝
伊

⑳
　
9
ρ
》
零
落
O
露
国
。
切
霞
δ
口
¢
雪
H
）
噂
》
ω
℃
8
富
三
ω
8
ユ
ρ
5
0
。
噌
O
①

　
の
煽
ρ
霞
Φ
く
臼
ω
ω
α
ロ
。
っ
。
戸
乙
9
昌
■
切
ミ
N
ミ
§
§
ミ
ミ
旨
嚇
い
§
“
ミ
ミ
轄
q
ミ
ミ
ミ
鴇
筆

　
ミ
噛
、
馬
§
這
き
ミ
臨
a
§
§
q
ミ
愚
§
§
“
舳
9
譜
馬
盗
鷺
翫
．
」
ミ
ミ
§
弘
⑩
謡
鳶
℃
℃
●

　
窃
O
…
頓
9

⑳
　
こ
の
条
約
の
主
内
容
は
ニ
ジ
ェ
ル
左
岸
を
フ
ラ
ン
ス
に
譲
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
そ
の
先
年
、
　
一
八
八
六
年
の
囚
。
コ
蒜
σ
ρ
評
。
口
量
条
約
（
通
称
累
ご
σ
q
ρ
ω
ω
o
ぽ
条

　
約
と
称
さ
れ
る
が
）
で
は
、
サ
モ
リ
は
フ
ラ
ン
ス
と
一
四
条
に
わ
た
る
条
項
を
締

　
結
し
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
両
者
の
勢
力
の
境
界
、
相
互
の
安
全
保
障
、
そ
し
て

　
交
易
商
人
の
保
護
や
関
税
に
間
す
る
も
の
の
、
三
つ
の
問
題
に
関
し
て
い
た
。

　
¢
ρ
9
0
ヨ
昌
江
日
⑦
三
口
（
お
8
y
円
八
目
『
＄
な
9
冥
諾
霧
ω
0
5
「
戸
。
。
。
。
①
諺
μ

　
国
℃
貯
呂
Φ
貯
腎
憎
磐
8
－
o
Q
虚
貝
。
ユ
閃
Φ
㌶
は
8
ω
ぎ
夢
Φ
国
色
o
h
夢
①
ω
。
冨
ヨ
、

　
げ
｝
ρ
㍉
暑
§
ミ
庶
導
雨
露
無
。
適
ミ
璃
⑦
o
書
電
禽
窯
題
篭
目
闇
ぐ
。
ピ
回
く
属
9
偽

　
℃
℃
．
8
？
①
O
Q
。
舳

⑳
　
臼
．
譲
。
置
㊦
詳
。
や
。
間
け
‘
や
。
。
Q
。
噂

十九世紀西スーダンにおける政治的領域（赤阪）

5

十
九
世
紀
西
ス
ー
ダ
ン
の
政
治
的
領
域
の
特
質

　
十
九
世
紀
西
ス
ー
ダ
ン
に
お
い
て
繰
り
広
げ
ら
れ
た
三
様
の
政
治
的
領
域
を
、
従
来
の
ア
フ
リ
カ
国
家
研
究
と
の
関
連
で
検
討
す
れ
ば
お
よ

そ
つ
ぎ
の
と
お
り
に
整
理
で
き
よ
う
。

　
＜
鎧
ω
言
ρ
は
こ
れ
ら
を
も
は
や
王
が
聖
な
る
も
の
ω
曽
。
器
α
国
言
σ
Q
で
な
く
、
支
配
の
シ
ス
テ
ム
も
イ
ス
ラ
ム
に
規
範
を
置
く
こ
と
に
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

特
別
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
置
く
こ
と
を
提
唱
し
て
い
る
。
従
来
ア
フ
リ
カ
の
国
家
に
つ
い
て
は
王
の
権
威
の
背
景
が
問
題
に
さ
れ
た
が
、
そ
れ
は

い
わ
ゆ
る
未
開
国
家
で
は
政
治
組
織
の
正
当
性
が
呪
術
・
宗
教
的
な
背
景
に
お
い
て
承
認
さ
れ
、
政
治
組
織
の
構
成
要
素
の
中
核
を
占
め
る
王

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

が
そ
の
下
部
組
織
に
対
す
る
統
合
機
能
は
、
王
が
そ
の
価
値
体
系
の
中
心
で
あ
る
か
ど
う
か
に
か
か
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
っ
た
。
す
で
に
見
る

ご
と
く
ウ
ス
マ
ー
ン
・
ダ
ン
・
フ
ォ
デ
ィ
オ
、
ア
ル
・
ハ
ジ
・
ウ
マ
ル
、
そ
し
て
サ
モ
リ
・
ト
ゥ
ー
レ
の
三
老
は
い
ず
れ
も
卓
越
し
た
カ
リ
ス

マ
的
権
威
を
帯
び
た
指
導
者
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
権
威
は
生
動
的
に
賦
与
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
既
存
の
権
威
－
宗
教
的
で
あ
れ

政
治
的
で
あ
れ
一
に
対
す
る
批
判
に
運
動
の
出
発
点
を
置
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
6
・
国
。
O
σ
q
臨
p
の
い
う
よ
う
に
広
義
に
は
、
十
九
世
紀
の
59　（59）



イ
ス
ラ
ム
改
革
運
動
あ
る
い
は
復
興
運
動
は
、
か
つ
て
の
マ
リ
や
ソ
ン
ガ
イ
王
国
に
お
け
る
イ
ス
ラ
ム
の
伝
統
を
復
活
す
る
こ
と
に
よ
り
、
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

ス
ラ
ム
聖
職
者
層
が
以
前
に
保
持
し
た
政
治
的
影
響
力
の
復
権
を
目
指
す
も
の
で
あ
っ
た
。
ウ
ス
マ
ー
ソ
や
ウ
マ
ル
の
宗
教
的
・
政
治
的
権
威

は
、
イ
ス
ラ
ム
法
を
共
通
に
遵
守
し
イ
ス
ラ
ム
を
統
合
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
す
る
支
持
者
層
に
よ
り
、
イ
ス
ラ
ム
国
家
智
慢
ミ
馬
恥
ミ
§
の
指

導
者
象
ミ
受
ミ
㍗
§
鵠
§
§
§
と
し
て
忠
誠
が
誓
わ
れ
る
こ
と
に
よ
り
支
持
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
際
、
十
九
世
紀
の
時
点
の
西
ス
ー
ダ
ン

の
イ
ス
ラ
ム
的
風
土
に
お
い
て
、
イ
ス
ラ
ム
聖
職
者
の
広
汎
な
活
動
に
つ
い
て
考
察
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
既
述
の
ご
と
く
西
ス
ー
ダ
ン
で
は
早

く
か
ら
イ
ス
ラ
ム
が
流
布
し
た
と
考
え
ら
れ
る
フ
ー
タ
・
ト
ロ
地
方
の
心
遣
者
ざ
き
b
ご
縣
の
活
動
は
、
西
ス
ー
ダ
ン
全
域
に
及
ん
だ
の
で
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

た
と
え
ば
ウ
ス
マ
ー
ン
じ
し
ん
も
ハ
ウ
サ
地
方
へ
の
そ
う
し
た
移
住
老
の
七
代
目
の
子
孫
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
イ
ス
ラ
ム
聖

職
老
の
広
汎
な
地
域
的
活
動
は
、
交
易
商
人
の
交
易
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
基
づ
く
移
動
、
さ
ら
に
は
遊
牧
民
の
移
動
等
と
相
ま
っ
て
西
ス
ー
ダ
ン

社
会
の
深
層
に
流
動
性
に
さ
さ
え
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
西
ス
ー
ダ
ン
の
イ
ス
ラ
ム
国
家
の
形
成
が
相
互
に

刺
激
と
交
渉
を
有
し
て
い
た
こ
と
や
、
広
大
な
領
域
を
展
開
せ
し
め
た
こ
と
が
、
こ
れ
ら
の
う
え
に
立
ち
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
ヨ
ー
戸
ッ
パ
列
強
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
の
イ
ス
ラ
ム
の
意
義
が
強
調
さ
れ
る
サ
モ
リ
の
運
動
の
場
合
、
彼
の
権
威
が
生
ま

れ
る
背
景
を
の
べ
る
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
侵
略
・
圧
迫
に
よ
り
マ
ン
デ
ィ
ン
ゴ
族
の
弱
小
政
治
勢
力
の
支
配
に
弛
緩
・
動
揺
を
き
た
し
、
そ
の
際

に
社
会
的
地
位
を
向
上
し
つ
つ
あ
っ
た
デ
ュ
ラ
商
人
層
の
政
治
的
要
求
に
よ
り
大
き
な
政
治
的
統
治
が
希
求
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
サ
モ

リ
は
そ
う
し
た
状
況
下
で
個
人
的
能
力
に
よ
り
、
既
存
の
小
政
治
勢
力
の
政
治
的
・
軍
事
的
構
造
内
で
、
い
わ
ば
成
り
上
り
的
な
地
位
上
昇
を

遂
げ
得
た
。
そ
し
て
、
そ
の
背
景
に
は
デ
ュ
ラ
商
人
層
の
支
持
と
と
も
に
、
彼
の
構
築
し
た
軍
事
的
性
格
の
強
い
政
治
体
制
で
は
恥
さ
を
中

心
に
能
力
に
応
じ
た
地
位
上
昇
が
約
束
さ
れ
た
事
情
が
あ
り
、
彼
ら
に
よ
り
サ
モ
リ
の
権
威
に
対
す
る
支
持
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
一
方
智
○
O
o
α
蜜
は
こ
う
い
つ
た
十
九
世
紀
西
ス
ー
ダ
ン
の
運
動
に
関
し
て
、
そ
れ
は
こ
の
サ
バ
ン
ナ
地
域
の
特
色
で
あ
る
侵
略
・
征
服
・

国
家
形
成
の
伝
統
を
継
承
し
た
も
の
で
あ
り
・
イ
ス
ラ
ム
の
影
響
の
程
度
も
こ
の
文
脈
の
中
で
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
窪
し
て
誘
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

こ
れ
は
た
と
え
ば
竃
・
9
0
毛
創
角
に
お
け
る
よ
う
な
全
て
を
イ
ス
ラ
ム
改
革
運
動
の
産
物
と
す
る
性
急
な
主
張
に
対
す
る
も
の
で
あ
り
、
経
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済
的
基
盤
・
軍
事
制
度
・
技
術
的
水
準
な
ど
の
重
要
性
を
示
唆
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
O
o
o
身
の
意
見
は
あ
く
ま
で
ア
フ
リ
カ
社
会
の
内
在

的
発
展
に
重
点
を
置
き
、
こ
れ
ら
の
国
家
形
成
の
運
動
を
把
握
せ
ん
と
す
る
視
点
に
立
つ
。
そ
れ
は
ま
た
運
動
の
性
格
を
画
一
的
に
把
え
る
よ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
変
縞
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
要
請
し
よ
う
。
確
か
に
ウ
ス
マ
ー
ン
ら
の
指
導
老
の
権
威
は
部
族
の
レ
ベ
ル
を
越
え
た
広
汎

な
地
域
に
お
い
て
承
認
さ
れ
た
が
、
そ
れ
が
包
含
す
る
各
々
の
部
族
の
相
互
関
係
や
社
会
構
造
の
相
異
は
そ
の
領
域
展
開
に
異
な
る
様
絹
を
呈

し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
要
約
す
れ
ば
つ
ぎ
の
よ
う
で
あ
ろ
う
。

　
ジ
ハ
ー
ド
に
も
と
づ
き
征
服
し
た
ハ
ウ
サ
諸
王
国
の
領
域
な
ら
び
に
体
制
を
纂
請
す
る
こ
と
に
よ
り
成
立
し
た
フ
ラ
ニ
「
帝
国
し
は
、
ジ
ハ

ー
ド
に
参
加
し
た
聖
職
者
を
エ
ミ
ー
ル
に
置
く
エ
ミ
レ
ー
ト
の
分
立
す
る
構
造
を
持
っ
た
。
そ
し
て
、
さ
ら
に
エ
ミ
レ
…
ト
内
部
に
は
大
小
の

属
国
が
独
自
の
領
域
を
有
し
て
内
包
さ
れ
て
い
た
。
征
服
者
の
フ
ラ
ニ
は
被
征
服
老
で
あ
る
ハ
ウ
サ
の
か
つ
て
の
支
配
層
を
放
逐
し
、
怨
蕊
慧

の
親
族
・
寵
臣
や
各
エ
ミ
ー
ル
の
そ
れ
ら
が
、
複
雑
な
位
階
序
列
を
持
つ
官
僚
と
し
て
封
土
を
保
有
し
た
。
こ
の
封
土
は
急
白
を
有
す
る
都
市

的
集
落
（
町
）
を
中
心
と
し
て
成
立
し
た
。
し
た
が
っ
て
領
域
の
構
造
に
お
い
て
は
、
　
「
帝
国
」
の
首
邑
－
各
エ
ミ
レ
ー
ト
の
首
邑
i
各

封
土
の
中
心
と
な
る
町
と
い
う
形
が
支
配
が
貫
徹
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
い
ω
・
O
O
δ
日
ρ
沌
は
ア
フ
リ
カ
の
政
治
組
織
の
四
分
類
の
中
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

大
規
模
集
権
国
家
の
例
と
し
て
こ
の
フ
ラ
ニ
の
エ
ミ
レ
ー
ト
を
挙
げ
て
い
る
が
、
領
域
構
造
に
お
け
る
い
わ
ば
点
的
構
造
を
否
定
し
が
た
い
で

あ
ろ
う
。

　
カ
リ
ス
マ
的
指
導
者
ウ
マ
ル
の
国
家
創
設
初
期
に
お
け
る
死
去
に
直
面
し
た
ト
ゥ
ク
ロ
ル
「
帝
国
」
の
場
合
、
完
全
な
領
域
支
配
の
組
織
の

確
立
は
望
み
得
な
か
っ
た
。
ウ
マ
ル
の
主
た
る
支
持
者
は
フ
！
タ
・
ト
ロ
に
お
け
る
妹
ミ
。
b
d
魯
ミ
ミ
寒
階
層
で
あ
り
、
新
た
な
領
域
支
配
の
形

態
も
こ
の
旧
来
の
社
会
成
層
の
構
造
を
移
入
し
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
貯
§
ヒ
u
“
は
イ
ス
ラ
ム
聖
職
者
と
し
て
ジ
ハ
ー
ド
に
指
導
ま
に
参
加
し
、

軍
団
長
と
し
て
権
力
を
分
有
し
、
か
つ
新
た
な
州
の
首
長
と
し
て
地
方
統
治
を
担
っ
た
。
嚇
ミ
き
縣
は
地
縁
的
つ
な
が
り
に
基
く
分
隊
を
擁
し
て

ウ
マ
ル
の
軍
の
主
力
を
構
成
し
、
征
服
地
に
お
け
る
軍
管
区
支
配
を
委
任
さ
れ
た
。
し
か
し
、
ト
ゥ
ク
ロ
ル
「
帝
国
」
の
場
合
は
、
　
フ
ラ
ニ

「
帝
国
」
に
お
け
る
よ
う
な
政
治
的
特
権
階
層
が
支
配
を
貫
徹
し
、
さ
ら
に
地
方
の
行
政
組
織
と
位
階
に
も
と
つ
く
官
僚
制
を
発
達
さ
せ
る
に
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は
及
ば
な
か
っ
た
。
そ
の
統
合
の
質
は
ウ
マ
ル
の
権
威
に
依
存
す
る
の
み
に
と
ど
ま
り
、
そ
れ
ゆ
え
後
継
者
問
題
は
直
ち
に
地
方
の
分
立
を
露

呈
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
ま
た
、
ハ
ウ
サ
諸
王
国
を
下
敷
き
に
し
た
フ
ラ
ニ
「
帝
国
」
と
は
異
な
り
、
ト
ゥ
ク
ロ
ル
「
帝
国
」
は
ま
さ
に
ジ

ハ
ー
ド
に
よ
る
征
服
が
生
ん
だ
新
た
な
政
治
的
領
域
で
あ
っ
た
こ
と
を
如
実
に
示
す
だ
ろ
う
。

　
三
番
目
の
、
マ
ン
デ
ィ
ン
ゴ
全
裸
の
領
域
よ
り
出
現
し
た
マ
ン
デ
ィ
ン
カ
「
帝
国
」
に
は
、
他
製
麺
に
比
し
よ
り
内
在
的
契
機
が
認
め
ら
れ

る
。
マ
ン
デ
ィ
ン
ゴ
諸
族
に
お
い
て
は
従
来
小
首
長
国
の
分
立
に
と
ど
ま
り
、
貴
族
・
戦
士
や
官
僚
に
も
と
つ
く
階
層
は
み
ら
れ
ず
政
治
権
力

の
分
化
も
進
ま
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
マ
ン
デ
ィ
ン
ゴ
諸
族
の
統
合
に
成
功
し
た
サ
モ
リ
は
、
し
た
が
っ
て
そ
の
領
域
支
配
は
み
ず
か
ら
の
親

族
・
譜
代
な
ど
に
よ
る
直
接
的
支
配
の
形
態
を
と
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
加
え
て
、
恒
常
的
に
軍
事
的
危
機
に
包
囲
さ
れ
た
状
況
が
、

軍
事
体
制
を
「
帝
国
〕
に
強
い
る
こ
と
に
よ
り
、
軍
事
的
徴
発
を
通
じ
た
支
配
を
村
落
レ
ベ
ル
に
及
ぼ
す
に
至
っ
た
。
か
く
し
て
、
こ
こ
で
は

官
僚
制
度
・
社
会
成
層
化
を
媒
介
と
せ
ず
に
、
他
二
者
に
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
一
定
程
度
の
直
接
的
支
配
を
み
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

　
最
後
に
、
残
さ
れ
た
問
題
と
し
て
こ
れ
ら
の
「
帝
国
」
の
領
域
的
展
開
を
検
討
し
た
い
と
考
え
る
。
℃
・
ρ
い
δ
旨
は
ア
フ
リ
カ
国
家
に
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

け
る
領
域
支
配
を
、
首
都
圏
、
縁
辺
単
位
、
影
響
圏
の
三
段
階
に
分
け
て
考
え
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。
ま
た
、
》
・
ω
o
誘
け
ρ
　
の
い
う
分

節
的
国
家
の
特
性
を
あ
げ
る
と
、
権
威
は
中
心
か
ら
遠
ざ
か
る
ほ
ど
稀
薄
に
な
る
、
中
央
政
府
は
相
対
的
統
綱
玉
し
か
行
使
で
き
な
い
、
中
央

で
は
専
門
化
さ
れ
た
行
政
が
行
わ
れ
る
が
、
そ
れ
は
縮
少
さ
れ
た
形
で
様
々
な
所
で
再
現
さ
れ
る
、
中
央
権
威
は
力
の
県
界
行
使
の
絶
対
的
独

占
権
を
持
つ
も
の
で
は
な
い
、
服
従
の
諸
水
準
の
関
係
は
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
的
で
あ
る
。
服
従
す
る
諸
権
威
は
周
辺
的
位
置
を
占
め
る
ほ
ど
そ
の
忠

誠
先
を
変
更
す
る
も
の
で
あ
る
・
な
ど
と
い
う
も
の
で
あ
如

　
こ
れ
ら
の
人
類
学
の
中
か
ら
提
出
さ
れ
た
論
点
を
、
従
来
、
領
域
の
問
題
を
中
心
的
な
課
題
と
し
て
き
た
地
理
学
の
古
典
的
見
解
よ
り
探
索

す
る
と
、
す
で
に
男
並
霧
N
鉱
が
「
定
ま
っ
た
境
界
の
欠
如
が
未
開
国
家
の
本
質
で
あ
り
…
…
政
治
的
中
心
に
全
体
の
最
も
本
質
ま
な
も
の

　
　
　
　
　
⑪
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

が
固
定
さ
れ
る
」
と
い
う
見
解
や
、
い
・
頃
Φ
訂
①
の
「
区
画
・
外
縁
は
あ
ま
り
重
要
で
な
い
。
核
心
こ
そ
価
値
が
あ
る
の
で
あ
っ
て
…
…
」
と

い
っ
た
指
摘
が
想
起
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
核
心
地
域
の
国
家
に
お
け
る
重
要
性
を
指
摘
し
た
も
の
だ
が
、
核
心
地
域
と
は
「
そ
の
中
あ
る
い
は
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⑬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

取
り
巻
い
て
国
家
が
起
源
す
る
地
域
」
で
あ
り
、
　
「
ど
ん
な
地
方
的
小
国
で
も
、
そ
の
二
種
は
み
ず
か
ら
の
地
理
的
出
発
点
を
持
っ
て
い
る
」

の
で
あ
る
。
既
に
概
述
し
て
き
た
三
者
の
運
動
に
お
い
て
も
、
そ
の
核
心
地
域
を
設
け
そ
の
支
配
領
域
を
維
持
せ
ん
と
す
る
具
体
的
意
図
は
明

確
に
表
現
さ
れ
て
い
た
。
た
と
え
ば
フ
ラ
ニ
「
帝
国
偏
に
お
け
る
首
都
ω
o
δ
8
の
建
築
は
、
単
に
政
治
権
力
の
所
在
地
に
と
ど
ま
ら
ず
イ
ス

ラ
ム
の
宗
教
的
中
枢
の
構
築
を
意
図
し
て
い
た
。
ト
ゥ
ク
ロ
ル
「
帝
国
」
に
お
け
る
、
イ
ス
ラ
ム
国
家
マ
ッ
シ
ー
ナ
の
旧
首
都
鵠
ρ
導
α
巴
冨
匡

の
踏
襲
（
も
っ
と
も
初
期
に
お
け
る
）
は
、
神
を
讃
え
る
名
を
冠
す
る
こ
の
都
市
の
精
神
的
価
値
を
認
め
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
マ
ン
デ
ィ

ン
カ
「
帝
国
」
の
場
合
も
、
酋
都
建
設
が
匪
。
。
ω
ρ
⇔
α
信
σ
q
β
に
お
い
て
行
わ
れ
、
領
域
移
転
後
も
U
夢
げ
ρ
犀
錠
ρ
を
首
都
と
定
め
る
意
図
を
持
っ

た
。
首
都
を
擁
す
る
核
心
地
域
の
形
成
は
フ
ラ
ニ
「
帝
国
」
の
場
合
に
は
成
功
を
み
た
。
ジ
ハ
ー
ド
に
よ
り
征
服
を
開
始
し
た
ウ
ス
マ
…
ン
、

ウ
マ
ル
は
、
そ
れ
ぞ
れ
既
存
の
ハ
ウ
サ
地
方
、
フ
ー
タ
・
ト
ロ
、
フ
…
タ
・
ジ
ャ
ロ
ン
地
方
と
い
う
中
央
権
力
か
ら
す
れ
ば
辺
境
の
地
か
ら
、

中
央
に
向
け
て
ジ
ハ
…
ド
を
進
行
し
た
。
フ
ラ
ニ
「
帝
国
」
で
は
、
結
局
ジ
ハ
；
ド
が
最
初
に
進
展
し
た
O
o
σ
貫
囚
①
げ
び
廿
N
ρ
旨
ド
蜀
が
核

心
地
域
と
な
っ
た
が
、
そ
れ
に
は
国
窪
。
に
代
わ
っ
て
ω
o
閃
0
8
が
交
易
ル
ー
ト
を
掘
す
る
重
要
地
点
を
占
め
た
こ
と
も
理
由
の
一
つ
に
あ

げ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
い
っ
ぽ
う
ウ
マ
ル
の
ジ
ハ
ー
ド
は
結
局
ニ
ジ
ェ
ル
河
流
域
地
方
に
進
行
し
、
暇
来
の
バ
ン
バ
ラ
王
国
所
在
地
の
囚
鎚
詳

2
ω
o
σ
Q
漏
を
領
域
中
心
と
す
る
こ
と
に
な
り
、
さ
ら
に
マ
ッ
シ
ー
ナ
征
服
後
は
そ
れ
を
核
心
地
域
に
す
る
動
き
を
見
せ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

内
部
的
動
揺
と
外
圧
力
に
よ
り
そ
の
形
成
に
失
敗
し
た
。
そ
の
こ
と
が
、
フ
ー
タ
・
ト
ロ
の
支
持
層
の
離
反
を
後
継
岩
の
時
代
に
招
く
に
至
っ

た
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
　
マ
ン
デ
ィ
ン
カ
「
帝
国
」
の
場
合
は
、
ヒ
d
置
。
・
窪
曾
σ
q
爆
を
首
都
と
す
る
核
心
地
域
が
明
確
に
定
め
ら
れ
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
フ
ラ
ン
ス
の
侵
攻
に
よ
り
失
う
に
至
り
、
そ
の
後
の
領
域
の
不
安
定
性
を
招
い
た
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
「
帝
国
偏
に
お
け
る

都
市
や
適
ミ
“
が
領
域
構
造
に
お
い
て
機
能
し
た
あ
り
方
に
つ
い
て
の
検
討
も
興
味
深
い
テ
ー
マ
で
あ
る
が
、
後
の
課
題
と
し
て
残
し
て
お
き

た
い
と
考
え
る
。

①
い
く
碧
ω
転
筆
（
巳
8
）
。
や
。
芥
や
認
艀
ま
た
、
P
団
。
琶
。
と
男
ζ

囚
ρ
σ
げ
。
ロ
団
の
編
著
、
§
象
ミ
、
鳶
§
脚
ミ
悼
薦
脳
§
窮
駐
き
恥
峯
嵩
馬
龍
§
き
G
§
ミ
遷
．

一
Φ
0
圃
9
0
匿
臨
O
戸
山
φ
昌
一
く
凸
下
機
O
し
α
ω
こ
、
も
、

な
か
っ
た
。

こ
れ
ら
西
ス
…
ダ
ソ
の
国
家
は
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②
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あ
　
と
　
が
　
き

　
一
口
に
西
ス
ー
ダ
ン
と
し
て
総
体
的
に
把
え
ら
れ
る
地
域
に
お
い
て
、
十
九
世
紀
に
繰
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
た
政
治
的
領
域
の
形
成
は
、
そ
れ
ぞ

れ
独
自
の
展
開
を
示
し
た
。
鼠
・
い
霧
魯
は
そ
れ
ら
の
領
域
的
活
動
の
原
動
力
と
な
っ
た
ジ
ハ
ー
ド
の
前
期
（
フ
ラ
ニ
）
と
後
期
（
ト
ゥ
ク
ロ

ル
、
マ
ン
デ
ィ
ン
カ
）
の
性
質
が
著
し
く
異
な
り
、
前
者
が
短
期
間
に
終
結
し
た
（
約
四
年
闘
）
の
に
比
べ
、
後
期
の
そ
れ
が
長
期
に
わ
た
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

か
つ
著
し
く
破
壊
的
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
相
異
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
西
ス
ー
ダ
ン
に
お
け
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
植
民
地
主
義

勢
力
の
浸
透
の
質
の
時
代
的
な
違
い
に
も
と
づ
い
て
い
る
。
交
易
の
要
衝
と
そ
の
背
後
の
資
源
を
希
求
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
勢
力
は
、
そ
れ
が
も

た
ら
す
火
器
を
望
む
ア
フ
リ
カ
社
会
の
地
方
政
治
権
力
の
間
隙
を
縫
い
あ
る
い
は
そ
れ
ら
と
衝
突
を
重
ね
侵
攻
し
た
。
当
面
す
る
敵
に
武
器
供

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

給
を
依
存
し
た
ア
フ
リ
カ
社
会
の
抵
抗
は
、
従
っ
て
一
定
の
限
界
を
招
か
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
一
八
八
四
年
の
ベ
ル
リ
ン
会
議
を



十九世紀西スーダンにおける政治的領域（赤阪）

前
後
と
し
て
、
ヨ
ー
採
ッ
パ
諸
国
の
ア
フ
リ
カ
分
割
競
争
は
、
さ
ら
に
直
接
的
か
つ
全
面
的
な
領
土
征
服
の
形
態
を
と
り
拍
車
が
か
け
ら
れ
た

が
、
時
同
じ
く
し
て
政
治
的
領
域
を
拡
大
し
つ
つ
あ
っ
た
ウ
マ
ル
や
サ
モ
リ
の
運
動
は
必
然
的
に
激
烈
な
抵
抗
を
試
み
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の

で
あ
っ
た
。

　
前
期
・
後
期
の
運
動
形
態
の
相
異
は
、
そ
う
し
た
植
民
地
主
義
勢
力
の
浸
透
に
伴
っ
て
起
こ
っ
た
、
ア
フ
リ
カ
社
会
の
内
部
的
動
揺
と
経
済

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

構
造
の
変
化
に
従
う
と
い
う
理
解
も
ま
た
可
能
な
の
で
あ
ろ
う
。
す
で
に
原
も
紹
介
を
試
み
て
い
る
が
、
セ
ネ
ガ
ン
ビ
ア
に
お
け
る
鑑
甲
切
帥

の
運
動
に
つ
い
て
鼠
・
レ
・
一
一
①
冒
の
分
析
は
、
ピ
ー
ナ
ツ
栽
培
の
導
入
に
よ
る
農
民
層
の
経
済
的
地
位
の
向
上
が
、
既
成
の
社
会
的
階
層
秩
序

を
も
た
ら
し
た
と
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
同
じ
く
セ
ネ
ガ
ン
ビ
ア
地
方
の
マ
ン
デ
ィ
ン
ゴ
の
運
動
に
つ
い
て
の
ρ
》
．
ρ
巳
⇔
口
の
立
場
も
そ

　
　
　
　
　
　
④

れ
の
転
覆
に
近
い
。
西
ス
ー
ダ
ン
に
お
け
る
交
易
活
動
の
枠
組
が
、
政
治
指
権
力
を
支
持
し
た
こ
と
は
、
本
稿
で
も
若
干
触
れ
る
に
と
ど
め
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

が
従
来
よ
り
も
指
摘
す
る
と
こ
ろ
が
少
な
く
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
経
済
塑
造
の
変
化
の
分
析
と
、
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治
・
社
会
構
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の
変
動
研
究
と
が
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⑥

西
ス
ー
ダ
ン
に
お
い
て
密
接
に
関
わ
る
こ
と
は
例
が
乏
し
く
、
今
後
の
課
題
に
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
い
っ
ぽ
う
、
こ
れ
ら
の
国
家
の
領
域
的
活
動
の
展
開
過
程
で
、
並
存
し
た
他
の
ア
フ
リ
カ
社
会
の
諸
々
の
政
治
権
力
と
維
持
し
た
相
互
関
係

は
、
こ
れ
ら
の
国
家
の
特
質
の
逆
証
明
に
な
っ
て
く
れ
る
。
ソ
コ
ト
対
ボ
ル
ヌ
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ト
ゥ
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ロ
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対
マ
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の
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国
家
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互
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対
立
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ソ
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い
切
・
＜
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⑦

業
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い
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た
、
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易
・
移
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・
抗
争
な
ど
に
も
と
つ
く
「
接
触
の
境
界
」
距
。
口
江
曾
。
鴎
O
o
簿
p
9
の
概
念
の
適
用
も
、
こ
う
し
た

ア
フ
リ
カ
社
会
の
内
部
的
相
互
関
係
の
間
で
そ
れ
ぞ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
立
場
か
ら
も
考
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さ
れ
る
必
要
が
あ
ろ
う
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昌
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史
の
ア
ブ
“
ー
チ
が
、
方
法
論
と
し
て
有
効
で
あ
ろ
う
、
と
の
見
通
し
が
得
ら
れ
る
。
そ
う
し
た
作
業
の
蓄
積

の
結
果
、
は
じ
め
て
、
ウ
マ
ル
や
サ
モ
リ
が
展
開
し
た
運
動
の
記
憶
が
、
な
お
現
在
の
マ
リ
共
和
国
、
ギ
ニ
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共
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に
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的
風
土

　
　
　
　
　
　
　
　
⑨
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。
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Spar・ta’s　Anti－Argive　Policy

　　　　　　　　　　　　by

　　　　Yuichiro　Shinmura

　　The　long－lasting　confiict　between　Sparta　and　Argos　began　in　tke

second　half　of　the　eighth　century　B．　C．　Some　of　the　Eurypontid－kings

invaded　Argolis　with　Spartan　army，　but　in　669／8　B．　C．　（the　batt1e　at

Hysiai）　Spartan　advance　was　checked．　This　Sparta’s　defeat　caused　the

Messenian　revolt　（i．　e．　the　Second　Messenian　war）．　After　the　war

Sparta　reformed　by　degrees　social　and　political　system，　whick　paved

the　way　for　the　reorientation　of　policy．　ln　the　middle　of　the　sixth

century　B．　C．　Sparta　changed　her　foreign　policy　to　the　conclusion　of

friendly　relations．

　　Holding　the　friendship　with　tlie　Arcadians，　Sparta　could　keep　the

Messenians　ik　check　and　isolate　the　Argives．・

Les　territoires　politiques　du　Soudan　ottest　au　XIXe　siecle

　　　　　　par

Masaru　Akasaka

　　Le　trait　caract6ristique　de　la　r6gion　du　Soudan　ouest，　c’est　que　la

cuiture　isiapaique　est　profond6ment　imprim6e　dans　la　soci6t6．　ll　se　fait

de　la　commuRication，　depuis　longtemps，　avec　le　monde　islamique　5　la

c6te，　sud　de　la　M6di£erran6，　via　le　Sahara．　Ainsi　il　y　a　grande　mobilit6

b　la　base　de　la　Soci6t6．　C’est・　pourquoi　la　modble　des　arraRgemeBts

mosai’ 曹浮?ｓ　des　tribus　en　qualit6　des・micrQcosmes，　dont　oR　usait　dans

les　6tudes　des　tribus　africaines，　n’a　pas　d’efficacit6　suthsante　pour　saisir

la　r6alit6　de　cette　r6gion．　Ces　caracteres，　se　sont－ils　montr6s　d6jb

dans　les　d6veloppements　territoriaux　des　“anciens　royaumes”　depuis

IX　e　siecle．　Au　XIX　e　siecle　meme，　ti　la　veille　du　partage　colonial，　des

vastes　territoires　politiques　（on　les　appelle，　de　temps　en　temps，　“　empi－

res　” j　ont　6t6　form6s　par　les　conquetes　des　dirigeants，　Uthman　dan　Fo－

dio，　Al一ぬ吻●’ひmar　et　Samory　Ture，　tous　pourvus　de　1’a就orit6　charisma－

tique．　Ces　territoires，　avec　toutes　diff6rences，　ont　des　caractbres・com－

melns　en　tant　qtt’ils　tiennent　aux　mouvements　r6formistes　islamiques．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（152）



Mais　nous　retrouvons・aussi　des　panicularit6　de　chaque　“empire”　par－

tant　de　sa　censtruction　sociale，　de　sa　situation　politique　ou　militaire，　en

ce　qui　concerne　son　d6veloppement　territorial　ou　sa　structure　du　gou－

vernement．

The　Making　Process　of　the　System　of　the　Sanmon　Embassy

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　by

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Mamoru　Shimosaka

　　This　article・will　deal・　with　the　political　history　of　Emptakuv’i　Temple

延暦寺．．，・　in　the　Muromachi室町period．　Hitherto，．the　studies　on　this

sublect　have　la呈d　stress　on　the　Santo山徒who　had　begun　to　gather

strength　in　Kyoto　by　being　engaged　in　money　lending．・　However，　in

view　of　the　relation　between　Enryaleu－di　Temp玉e　and　the　Bafeufa幕府，

the　infiuence　of　the　Santo　wko　made　Enryakuv’i　Temple　the　base　aRd

the　centre　of　their　lives　sltould　be　much　more　appreciated．

　　Since　’tlie　civil　war　in　the　peried　of　Arorthern　and　Soathern　Dynasties

南北朝，the　Muromachi　Bafeufu室町幕府had　not　succeeded　in　controiling

the　rebellious　Santo．　Therefore，　in　the　reign　of　Ashihaga　Yoshimitsu

足利義満，the　Baleufu◎rgahized　some　of　the　infiuential　Santo　as　the

Sanmon　Ambassadors山門使節in　order　to　P玉ace　them　under　its　control．

In　otker　words，　the　Babufu　tried　to　exercise　its　power　over　them　by

investing　them　with　the　same　several　privileges　as　the　Shugo守護had，

withln　the　territory　of　Sanmon　N　FS．　This　・policy　toward　Sanmon　once

almost　failed　in　consequence　of　the　‘　Sanmon　riot　dupting　the　Eikyo

Era’永享の山門騒乱which　was　raised　by　the　Sanmon　Ambassadors．　In

the’end，　however，　this　policy　werked　we11　to　rule　the　Santa

A．Study　of　Wu－che－wei：兀者衛in　the　Ming明Era

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　by

　　　　　　　　　　　　　　　　　Yoshihiro　Kawachi

　　Wu－che－wei　is　a　tribe　of　the　’1’unguses　who　lived　’in　the　basiR　of　the

Sungari　River．、．松花江．　Few　records　rema圭n　today　conceming　this　tribe．
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